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プロローグ




　出会いは五日前。

　当然そのときの俺は、彼女に対して愛情などかけらも抱いてはいなかった。

「いつから俺は君に惹かれ始めたのか――」

　隣で眠る彼女にささやきかける。

　薄手の毛布は彼女の肌にぴたりと吸いつき、艶なまめかしい曲線を描き出している。

　俺は肩のラインをなで、その感触を愛おしみながら、頬ほおにそっとキスを落とした。

「出会ったときは、君に愛を誓うなんて、考えもしなかった」

　思わず苦笑し、彼女の柔らかな耳じ朶だに鼻先をあてる。

　つい先ほどまで激しく体を交わらせていたせいか、彼女は疲れきって深く眠っている。しかし、俺がそこに舌を這はわすと、「……ん」っと小さく呻うめいた。

　赤くふっくらと色づいた唇がわずかに震え、か細い声を紡つむぐ。その反応に、声に、俺は再び昂たかぶりかけ、深く息を吐いて欲情をなだめる。

「君は純真で、無垢で、まっすぐで、なのにどうして――」

　こんなにも美しく、愛らしく、卑ひ猥わいなのだろう。

　つい先ほど食べ尽くしたばかりだというのに、まだ体が彼女をほっしている。

「今では君に、運命さえ感じる」

　初めて女性を手に入れたいと思った。ともに歩んでいくべき人だと直感した。

　それは神聖で穢けがれなき情愛――のはずだが。

「いや。運命と呼ぶには崇高すぎるか」

　もっと世俗的でシンプルなものなのかもしれない。

　どんなに社会に貢献しても、名誉ある称号を授かっても、彼女の前では欲に溺れるひとりの男にすぎないのだと思い知った。

「今の俺は紳士でも騎士でもなく、ただ君を貪むさぼろうとする獣だ」

　毛布の下にそっと手を差し入れ、艶やかな肌に指先を滑らせその感触を確かめる。

　眠りを浅くした彼女が「ん……ぅ……」と苦しそうに、だがどこか心地よさそうに呻きを上げた。

「早く起きてくれ、陽ひ芽め。耐えられない」

　安らかな眠りを妨げる俺は、悪魔のようだ。

「君を大切にしたい。だが――」

　どうしても我慢がならない。朝が来れば、君と俺は離れ離れになってしまう。

　それを思うと、一秒でも長くこの細い体に愛を刻みたい。

「陽芽」

　深く口づけを施すと、さすがの彼女も眠りから覚め、ゆっくりと瞼まぶたを開けた。

「……！　志し遠おんさん……」

　俺が情熱的な眼差しを向けていることに気づき驚いたのだろう、かすれた声を絞り出す。

「あの、これは……」

　寝起きで混乱する彼女を、深い口づけと愛あい撫ぶで黙らせる。毛布を剥はぎ取り、熱い肌を重ね、彼女の上に覆いかぶさった。

「もう一度、愛し合おう」

「え……待――やっ……」

　彼女は寝ぼけた目をぱちぱちと瞬かせてはいるが、体はすでに過敏に反応している。嫌がってはいない、望んでいると判断する。

「あ……志遠さん……」

「陽芽……」

　お互いの名を繰り返し呼び、確かめるように体を擦すり合わせる。

「君にすべてを捧げる――生涯、愛を誓うよ」

　そうささやいて、彼女のすべてを手に入れた。










第一章　捨てる神あれば、拾う紳士あり




「ストップ！　ウェイト！　泥棒！　ギブミーバック!!」

　私はロンドンの中心街を全速力で駆け抜けた。おそらく大半の通行人が理解できないであろうカタコトのアメリカ英語を大絶叫しながら。

　スリには気をつけていたつもりだ。人通りの多い道を選んで歩き、ショルダーバッグだって肌身離さぬよう、正面で抱きかかえていた。

　携帯端末はバッグの奥深くに入れてある。ポケットから抜き取られるケースがあると聞いたから。

　観光客は狙われやすいので、屋外では地図やガイドブックを開かず、さもロンドナーのように振る舞っていた、つもりだったのだが。

　ロンドナーにはなりきれず、むしろそのぎこちない態度が悪目立ちしていたらしい、見事にスリの標的にされバッグ丸ごと盗まれた。

　犯行の手口は大胆不敵、目の前で堂々と持っていかれた。犯人はきっと逃げ切る自信があったのだろう。

　案の定、人が多すぎて見失いそう。これを狙ってわざと人混みでスリをしたようだ。

「ソ、ソーリー！　通してください！　ごめんなさい！」

　通行人に激しくぶつかって睨にらまれもしたけれど、半泣きの私を見て状況を察したのか、舌打ち程度で許してくれた。

　私だってあきらめるわけにはいかない。バッグの中には携帯端末をはじめ、財布やパスポート、お金では買えないような大切なものも入っているのだ。

　ここはイギリスのロンドン、ウエストミンスター地区。

　周辺にはバッキンガム宮殿やビッグベン、さらには中央官庁やロンドン警視庁など政府機関がひしめいており、ロンドンの中枢とされる場所である。

　有名な観光地だし、さぞ治安はいいのだろうと思いきや、そういう場所でも犯罪はあたり前に発生するらしい――いや、よくよく考えれば観光客の多さと犯罪率が比例するのは当然か。

「だいたい、どうして警察官がスリを見過ごすの!?」

　スリの犯行現場にはふたりの警察官が居合わせた。にもかかわらず、彼らは犯人を追いかけることなく、すーっと人混みに紛れて姿を消してしまった。

「どうなってるの、この国の警察は！」

　やがて犯人は大通りを逸れ、細い路地に逃げ込んだ。私もそのあとを追おうとするが――。

「待ちなさい」

　うしろから声をかけられ、突然腕を掴つかまれた。

　バランスを崩した私はよろめくが、声の主に支えられ転ぶのを免れる。

　見上げれば艶やかな黒髪と漆黒の瞳。日本人らしい顔立ちをした男性が、私の腕を掴んで立っていた。

　今『待ちなさい』って言った？

　この人、日本人かしら？　そもそも私はどうして腕を掴まれたの？

「あの……なにか？」

「女性ひとりで路地に入るのはお勧めしない。荷物を盗まれるだけでは済まなくなる」

　流暢な日本語で返され、驚いた私は慌てて身を起こし、その人物をまじまじと観察した。

　歳は私の少し上――三十歳くらいだろうか。とんでもなく秀しゅう麗れいな男性で、彫りが深いながらもしつこさを感じさせない顔立ちは紛れもなく日本人のもの。

　男らしくもあるが中性的で麗しく、身長は一八〇センチを優に超えていてモデル体型。立派な三つ揃ぞろえのスーツを着ていて、育ちのよさと稼ぎのよさが見るからに伝わってきた。

「あの、でも……バッグを盗まれてしまって。早くしないと……」

　犯人が逃げてしまう、そう焦り路地の奥に目をやると、三人の男たちが固まってこちらを眺めていた。そのうちのふたりは黒い制服を着ている。

「さっきの警察官！」

　どうやら犯人を捕まえてくれたようだ。

　喜びに声のトーンが跳ね上がったが、黒髪の男性は私を制するように腕を引き、「いや」と鋭く言い放った。

　警察官、そして犯人の男が路地の奥に向かっていく。

　彼らがなぜ一緒になって歩いていくのか、私にはさっぱりわからなかった。

「どういうこと？」

「偽警察官詐欺だろう。観光客、とくにアジア人は狙われやすい」

「詐欺!?」

　警察官が偽物だなんて考えもしなかった私は頭が真っ白になる。

　そもそもどうしてこんなことになったのか。発端はあの警察官ふたり組だ。

　呼び止められ、早口の英語でまくし立てられた。

　言っていることがわからず、「Speak slowlyゆっくり話して,please.ください」とお願いすると、バッグを指さして『見せろ』とジェスチャーされた。

　相手は警察官なので無視するわけにもいかず、バッグのストラップを肩から外した瞬間、飛び込んできたスリに丸ごと持っていかれてしまったのだ。

　もしかして、グルだったの!?

「じゃあ、余計に早く追いかけないと！」

　腕を振りほどこうともがくと、「落ち着いて」と余計に強く引き寄せられた。

「襲われに行くようなものだ。危機意識を持ちなさい。ここは日本じゃないんだ」

　冷静になって考えてみれば、その通り。人気のない路地で男性三人に囲まれて、無事でいられる保証はない。

　殴なぐられるくらいならまだしも、もっとひどいことをされる可能性もあるのだと理解し、ブルッと震え上がった。

　ここは私が生まれ育った平和の国、日本ではないのだ。

　だが、犯人が目の前にいるのになにもできないだなんて、耐えられない。

「あの、助けてください……バッグを、取り返したくて――」

「それは難しい。彼らが三人だけとも限らない。警察に任せよう」

　その男性の言葉は残酷で、でも至極まっとうで、それ以上言い返すことができなかった。

　あきらめるしかないんだ。現実を突きつけられた私は、せめて遠ざかっていく男たちに向かって声を張り上げる。

「待って！　お金はあげるから――」

　日本語が通じるわけはないけれど、残念ながら咄嗟に英訳できるほどの語学力もなかった。

「せめて遺影だけでも返して！」

　悔し紛れに思いっきり叫さけんだ私は、力が抜けてその場にしゃがみ込む。

　英語力皆無、海外旅行経験ゼロの私がロンドンでひとり旅だなんて、やはり無理だったのだ。

　亡き母にロンドンの景色を見せたかったのに、全財産を奪われたあげく、遺影まで持っていかれてしまった。

　大嫌いな飛行機にもがんばって乗ったというのに。情けない……。

　がっくりとうなだれていると、上から「君」と硬質な声で呼びかけられた。

「遺影というのは？」

　見れば黒髪の男性がこちらを無表情のまま見下ろしている。

「……バッグに母の遺影を入れていたんです。生前、ロンドンに行きたいってずっと言っていたから、連れてきてあげようと思って」

　男性はしばらく考えたあと「そうか」とうなずいて、私の腕を取った。

「わかった。追いかけよう」

「へ？」

「ヤツらに交渉してみる。二万ポンドとバッグを交換してほしいと言えば応じてくれるかもしれない」

「ええ!?」

　二万ポンドといえば、日本円に換算すると――ええと、ざっと三百万円くらい？

　正直、私のバッグにそこまでの価値があるとは思えないし、そもそも、そのお金はどうやって用意すればいいのか。

　だいたい、追いかけたら危ないって、さっき自分で言ってたじゃない！

「待ってください！　警察に任せるって――」

「正直に言って、警察に頼んだところで無事に荷物が返ってくるとも思っていない」

　つまり、荷物を取り返すためではなく、私をなだめる目的で『警察に任せよう』と言ったの？

「だが、大切なものが入っているとあれば、話は別だ」

　大切なものというのは母の遺影だろうか。三百万円払ってでも取り返す価値がある、そう思ってくれたの？

「彼らだって無駄に警察に追われたくはないはずだ。おいしい条件をちらつかせれば、交渉に応じてくれるかもしれない。それに護身術なら自信がある。いざとなっても、三人程度であれば問題ないだろう」

　俄が然ぜんやる気になって路地に乗り込もうとする男性の腕を、今度は私が掴んで引きとめた。

「いえっ、あの、大丈夫です！　危ないので、警察に任せましょう！」

　いくら腕に覚えがあるからといって、複数人を相手して無事に済むとは思えない。それに三人だけとも限らないって自分で言っていたじゃない！

　私の荷物を取り返すために英国紳士風のイケメンが怪我をするなんて冗談じゃない。

　荷物の身代金となる三百万円も払えないし！

「もういいです、遺影なんてまた印刷すれば済みますし！」

「そういう問題ではないだろう、物理的にどうこうではなく精神の問題だ」

「無宗教なので大丈夫です！」

　もしかして彼はどこかの宗教の敬けい虔けんな信者で、死者の写真をものすごく大切に扱う文化だったりするのだろうか。

　いずれにせよ、危ないことはやめた方がいい。全身全霊で男性にしがみついて引きとめる。

「あなたに怪我をさせたら、むしろ母が怒ります！」

　その言葉を聞くと、彼はようやくあきらめがついたのか立ち止まった。

「……わかった。警察に任せよう。ちなみに、パスポートは無事か？」

　私が首を横に振ると、彼は「大使館に行かなければな」とため息をついた。




　彼が通報してくれたおかげで、ほどなくして警察官二名がやってきた。

　会ってすぐ身分証を提示してくれたので、今度こそ本物の警察官と見て間違いない。

　それにしても黒髪の男性に対してとても恭うやうやしく接しているように見える。

　海外の警察官って、こんなに腰が低くて礼儀正しいものなのかな？

「君。名前と住所、滞在日数を教えてくれ。滞在目的は旅行でいいんだよな」

　警察とのやり取りはすべて男性が肩代わりしてくれたので助かった。私は彼が通訳してくれる日本語に答えればいい。

「はい。菊きく宮みや陽芽。二十七歳。昨日イギリスに到着して、一週間観光する予定でした。住所は、東とう京きょう都と杉すぎ並なみ区く――」

　彼が英語に訳してくれる。すごく流暢だ。日本語も完璧だから勝手に日本人だと思っていたけれど、もしかしたら英国で生まれ育った人なのかもしれない。

　加えて、彼はすごく育ちがよさそう。スッと伸びた背筋や上品な仕草は、英国紳士のイメージそのものだ。

「バッグの中に入っていたものは？」

「お金と、クレジットカードとスマホ。それからパスポート。あとは――」

　貴重品類をひと通り訳してもらうと、警察官はひょいっと肩をすくめた。かわいそうに、というような同情めいた眼差しを向けている。

「連れや、世話になっている現地人は？」

「いえ、ひとりです」

「ツアーなどには参加していない？」

「はい」

　私の返答に彼は顔をしかめる。英語もろくにできないのにひとり旅とは無謀だと思ったに違いないが、とくになにを言うわけでもなく警察官に説明する。

　その頃、私たちの周囲では不思議なことが起きていた。

　通行人が私たちをまじまじと覗のぞき込んでいく。中には足を止めて指を差す人、こそこそと小声でささやく人までいた。

　犯罪被害に遭あったかわいそうな観光客だと思われているのか、あるいは私たち自身が犯罪者だと間違われてしまったのか。

　だが、奇異の眼差しというよりはもっと好意的な反応だ。まるで街中で芸能人を見つけてラッキーというような――。

　……まさかこの男性、有名人だったりする？

　警察官としゃべる彼をまじまじと観察して、もしかしてと思う。

　彼はすれ違ったら二度見してしまうほどの美貌の持ち主だ。

　俳優か、モデルと言われても納得できる。スッと伸びた背筋と優雅な所作を考えると、ダンサーという線も捨てがたい。

　そんなとき、私たちを囲んでいた女性のひとりが黄色い声を上げた。

「サー・シオン!?」

　すると男性が振り向き、優雅ににこりと微ほほ笑えんだ。

　おお、やっぱり芸能人なんだ、と私は大きく目を見開く。

　サー・シオン――それがこの男性の名前らしい。

『サー』が名前で『シオン』が名字だろうか。『サー』だなんて少し変わった名前だ、やはり日本人ではないみたい。

　やがて警察官へ説明を終えた彼が「着いてきなさい」と言って手招いた。

　路肩に停まっていた黒くて艶々したボディの、見るからに高級な車に案内される。

　聴取を受けている間、こんな高級車がどうしてここに長時間停まっているのだろうと不思議に思ってはいたのだが、まさか彼が乗ってきた車だったなんて。

「まずは大使館に行く。乗りなさい」

　彼が車に近づくと、すかさず運転手が降りてきた。ドアを開けてくれようとしたのだろう。

　しかし、彼は運転手を手で制し、自ら後部座席のドアを開け、私をエスコートした。慣れた仕草はなんだか本物の紳士のようだ。

　警察の聴取にも付き合い、さらには大使館まで送り届けてくれるという。異国の地で親切な紳士に出会えて本当に幸運だった。

「ご迷惑をおかけして申し訳ありません。重ね重ねありがとうございます」

　頭を下げて感謝を述べると、彼は車に乗るのを促うながすように、私の腰に手を回した。腰骨のあたりに触れられ、内心ドキリとする。

「話は中で。人が集まってきた」

　甘いささやき声、真横には美貌。英国で女性をエスコートするのは当然、社交辞令と言ってもいいのだが、それでも心臓に悪い。

　しかも、車に乗り込むとそこは想像以上に豪勢な空間が広がっていて、私は思わず「わぁ」と感嘆の声を漏らした。

　ゆったりとした座席が向かい合わせに配置されており、サイドにはグラスホルダーがある。移動中、ワインでも飲むのだろうか？

　上質な革の座席は、クッションが体にフィットして座り心地抜群。長時間の移動でも腰が痛くなることなんてないだろう。

　ドキドキしながら座っていると、男性が私の正面の席に深く腰をすえた。

　男性の脚は驚くほど長いが、広々としているおかげでぶつかる心配もなさそうだ。

　こんな車に乗っているなんて、彼は本当に超有名人、あるいは大金持ちなのかもしれない。

　まさに捨てる神あれば拾う神あり、こんなところでお姫様体験ができるとは。

　もちろん全財産、加えて遺影を失ったことはショックだけれど、いつまでも落ち込んでいても仕方がない。この瞬間をポジティブに楽しもう。

　運転手が後部座席のドアを閉める。

　すると男性は「まず、ひとつ言わせてもらってもいいだろうか」と、外にいたときよりも三トーンぐらい低い声を発した。

　ふと見れば鋭い眼差し。不穏な空気を感じ取り、直感がまずいと警告する。

　男性はこちらを威圧するかのごとく手脚を組んだ。

「軽々しく知らない男の車に乗るな。このままどこかへ連れていかれたらどうする。さっき詐欺に遭ったばかりだというのに、君は警戒心が欠落しているな」

　それから私を待っていたのは、異国の地で全財産を失った憐れな女性へのいたわりや慰め、あるいはラッキーなお姫様展開ではなく、美形だが神経質そうな男性の長々としたお説教だった。




「まず、英語もろくに話せない状況で単身日本を出るなんて無謀だ。たまたま日本語のわかる私に出会えたからよかったものの、ひとりだったらどうするつもりだ。警察へ連絡はできたのか。大使館までたどり着けたか」

　美人は怒るとめっちゃ怖い。

「……すみません」

　申し開きのしようもなく、私は素直にうなだれた。

　自分ではがんばって準備をしたつもりだった。現地のことを調べて、観光プランを立て、ガイドブックを何度も読み込んで――。

　だが、犯罪に遭わないように気をつけてはいたものの、実際に遭ったらどうするかまでは考えが及ばなかった。

「母親を連れてこようとしたと言っていたな。親孝行がしたいのなら、まず心配をかけるような行動は慎むべきだ」

「ごもっともです……」

　スリの犯行グループと交渉しようとした彼に言われるのは少々心外な気もしたけれど、ここは反論せずおとなしく反省する。

「ホテルに戻れば金はあるか？」

「いえ。置いておくと危ないと思って、全財産持ち歩いていました……。カード払いするつもりだったので、そこまでの金額ではないですけど」

　今度は警戒心が仇あだとなった。本当に踏んだり蹴ったりだ。

「あの、大使館に行けば、お金を借りられるでしょうか？」

「いや。たとえ旅行者が犯罪に遭ったとしても、大使館は原則金を貸してはくれない」

「そうなんですか……」

　ということは、私は異国の地で本格的な無一文？

　蒼そう白はくになっていると、彼は深いため息をついた。

「安心しなさい、金は私がどうにかする。だが、いつでも誰かが助けてくれるほど世の中は甘くないのだと、肝に銘じておくことだ」

「申し訳ありません……」

　私は深々と頭を下げる。彼に出会えていなければ、ひとりではなにもできずに行き倒れていたかもしれない。

　最悪の場合、犯人たちに路地裏に連れ込まれ、乱暴されていたかも――ことの深刻さは自分でも充分よくわかっている。

「警察には、君は私の友人だと説明した。大切な友人が荷物を奪われたから念入りに捜索してほしいと。でなければ、君の荷物は永遠に返ってこないだろう」

　むしろ、友人だと説明したら待遇を変えてもらえるの？　この男性はどんな立場の人なのだろう。

　この車を見てもあきらかに富豪だとわかる。彼の正体はいったい……。

　バレないようにちらちらと覗き見ていると、彼はスモークガラスの外に視線を移し、小さなため息をついた。

「大使館に着いた」

　その言葉にハッとして外の景色を見れば、お城と見間違うような石造りの建築物がそびえ立っていた。建物中央の二階部分に日の丸の国旗が掲げられ、風を受けて緩やかになびいている。

　私がスリ被害に遭ったウエストミンスター地区から在英国日本国大使館まではそう遠くない。お説教されていた分、体感時間は長かったが。

「まずはパスポートの失効手続き、それから渡航書の発行。クレジットカードの無効手続きについても教えてくれるだろう。航空券もどうにかしなくては。それから――」

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　覚えきれない量を指示されて、私は慌てて指を折り暗記した。携帯端末にメモでも取れればいいのだけれど、肝心の端末が盗まれてしまった。

　そんな私の様子を見て、男性がふっと吐息を漏らす。

　ちらりと目線を上げてみると、彼の目もとがほんの少しだけ緩んでいた。

「そんな顔をするな。起きたことは仕方がない」

　口は相変わらずへの字で、厳しく見えるけれど――。

「犯罪に遭っても無事であったことを、天国にいる君の母は喜んでいるはずだ」

　そう言って私の頭の上に手を置き、くしゃくしゃと髪をかき混ぜる。

　……慰められた？

　お小言も言われたけれど、単純に私を追い詰めたくて責めていたわけじゃないんだ。

　おずおずと覗き込むと、彼はムッと頬を膨らませて「だからって調子に乗るんじゃないぞ」と私の額に人さし指をあてた。

　叱ったり優しくしたり、忙しい人だ。

　だが悪い人ではない。親身になってくれているからこそ叱ってくれたのだ。

　孤こ立りつ無む援えんかつ無一文という絶体絶命の状況の中、彼との出会いは本当に幸運だったと言える。

　そういえば、こんなにも親切にしてもらっているのに、お互い名乗ってもいなかった。たしか、通りすがりの人が『サー・シオン』と呼んでいたっけ。

「あの、シオンさん、とお呼びしても？」

　尋ねてみると、彼は驚いた顔で私を見た。

「私の名を知っていたのか」

「さっき、周りの方がそう呼んでいたのを聞いて」

「なるほど。なら私はヒメと呼ぶ」

　警察の聴取で伝えた名前を憶えていてくれたのだろう。とはいえ、いきなりファーストネームで提案されたので、ぎょっと頬を引きつらせる。

　私は自分の名前があまり好きではないから、友達からは『菊宮』『菊ちゃん』『お菊』なんて呼んでもらっていた。

「できれば、菊宮の方でお願いします」

　しかし、彼は不服だったのか怪訝な顔で眉をひそめる。

「人を名前で読んでおいて、なぜ自分は名字なんだ？」

　あれ？と首をかしげる。私は彼のことを名字で呼んだつもりだったのだけれど。

「あの、『サー・シオン』さんですよね？」

「そうだが――ああ！」

　すると、彼はひらめいたように口もとを押さえ、プッと吹き出した。

「サーは名前じゃない。敬称だ」

「敬称？　ミスターのようなものですか？」

「ああ。ミスターよりも限られた人間に対する敬称――私は英国王室から騎士ナイトの称号を与えられている」

「ナイト!?」

　頭に浮かんだのは、銀色の鎧よろいに身を包んだ、白馬に跨またがる剣士。

　――いや、今どきそんな格好はありえないだろう。ぶんぶんと首を横に振るも、こちらの考えを見越したのか、彼はげんなりとした顔をする。

「今、甲かっ冑ちゅうを着てガチャガチャ歩く騎士を想像しただろう？」

　図星だ。思わずサッと目を逸らすと、彼は嘆かわしげなため息を漏らした。

「騎士とは英国に貢献した人間に与えられる名誉称号だ。芸術家やデザイナー、アスリートなど、国籍を問わずさまざまな人間に与えられている。私の場合は経済の分野で評価された」

　彼はさらりと言ってのけたが、騎士の称号をもらえるほどの経済的貢献ってなんだろう、さっぱり想像がつかない。

　経済学の権威とか？　それとも評論家？　発明家？

　そもそも、ノーベル賞のように活動に対して授与されるものであるならば、彼は年齢が若すぎる気がするのだけれど。

「あの、どんなことをされたんですか？」

「経済を回したという意味での貢献もあるが、主に環境への配慮が評価された。私の経営する企業の拠点がここロンドンにあって、エネルギー事業や研究開発など手広く扱っている。とくに再生可能エネルギーの研究が高く評価されたな」

　なるほど、と口にしながらも頭の中は真っ白になっていた。いろいろな事業をしているってことは、彼は巨大なグループ企業の経営者？

　乗せてもらった車を見て冷や汗をかきながらも納得する。大金持ちを飛び超えた大金持ち。たぶん次元の違う人だ。

　なにしろ、名誉称号をもらえるほどの経営者なのだから、その辺の社長ともまた格が違うのだろう。

「とくに私の場合は母校のパブリックスクールに多額の寄付をしているから、その影響もあるだろう。イギリスの上流階級アッパー・クラスは慈善事業とか寄付とか、そういうのが大好きなんだ」

　そう言って彼は自虐的な笑みを浮かべる。

　全然謙遜になっていなくて、私は笑顔を張りつかせた。

　パブリックスクールって、たしかセレブが通う名門中等学校だったよね？

　そこに通っていたというのだから、彼は家柄からしてとんでもない良家なのだろう。

　そもそも、多額の寄付ができるほど利益を上げているということだ。

「あなた自身も上流階級の……？」

「いや。私は中流だ。ここ英国で上流階級と呼ばれるのは生粋の貴族だけだ。王室の人間や、侯爵、伯爵なんかの称号は聞いたことがあるだろう。彼らは世襲制で、称号が子の代に受け継がれていく。純然たる血統主義だ」

　そう言って彼は自身の前髪をひと房つまむ。艶やかな漆黒の髪と柔らかな印象の顔立ちはあきらかに東洋の血を受け継いでいて、貴族ではないと主張しているかのよう。

「見ての通り、私は日本人――日本国籍だ。騎士の中でも、『サー』と敬称がつくのは英国籍の人間とされているが、私の場合、親しみを込めてサー・シオンと呼んでもらっている」

　つまり、彼は日本人であるにもかかわらず、イギリス人から騎士として認知され、親しまれている人間だということ？

　いまいちピンとはきていないが、とにかくすごい人だということはわかった。

「我々日本人から見ればイギリスは不思議な国だろう。現代にもまだ階級社会が残っていて、上流と中流を明確に分離している」

　つまり、親が偉ければ子も偉いというヤツだろうか。厳しい序列社会を想像して少しだけ怖くなる。

　そんな私を見て、彼が慌てて言い添えた。

「階級社会とは言うが、あまり旧時代的なヒエラルキーを思い浮かべないでほしい。この国の貴族たちには慈善の精神が根づいている。社会に貢献し、恥じない振る舞いをするよう、幼少の頃より教育されているから安心してほしい」

　まるで自分が見てきたかのように言う。

　いや、実際に見てきたのだろう、彼の母校はパブリックスクールだと言っていた。上流階級の子どもたちとともに過ごし、そういう教育を受けてきたに違いない。

「伝統的と思ってほしい。英国王室が多くの国民から支持されるように、古きよき文化こそが英国人の誇りなんだ」

　彼の美貌に穏やかな笑みが浮かぶ。

　ずっと気難しい顔ばかり見せられていたから、思わずドキリとしてしまった。優しい顔で笑いかけられたのは初めてだ。

　彼の笑顔の根底には、イギリスを好きになってほしいという願いが込められているような気がした。

　彼は自らに称号を与えてくれたこの国をきっと大切に思っているのだろう。

「イギリスは誇りを重んじる国だ。困っている君を助けるのも、騎士という名誉を授けられた私の義務だと思っているよ」

　そう言って、私の頭をポンと叩く。安心させようとしてくれたのかもしれない。

「話が長くなったな、行こう」

　彼がひと足先に車から降りて、私に手を差し出す。

「まだきちんと名乗っていなかったな。私は御み子こ神がみ志遠だ。志遠でいい」

　御子神と聞いてクラッとした。御子神グループと言えば日本で三指に入る旧財閥系の大企業だ。

　そんな人を下の名前で呼ぶなんて、恐れ多くてできるわけがない。それに、できれば私のことも名字で呼んでもらいたい。

「では、御子神さん――」

　手を借りて車を降りながらさりげなく訂正すると、彼は不満だったらしく表情を引きつらせた。

「今、厚意を跳ねのけられた気がしたんだが、気のせいか？」

「そんなんじゃありませんよ！　名前で呼ばれるのが好きじゃないだけです」

　彼は私の手を引きながら、眉をひそめる。

「両親から授かった名前だろう。なにが嫌なんだ」

「『ひめ』って、響きだけ聞くと『お姫様』の『姫』みたいでしょう？」

　多くの人は、『ひめ』と聞いて『姫』を連想する。響きがかわいらしすぎて、私にはとても似合わない。

「子どもの頃、からかわれたことがあるんです。私、そんなにかわいくないですし」

　それ以来、下の名前で呼ばれると、からかわれているような気分になる。

　すると突然彼が立ち止まり、私の顎に指をかけた。高い背をかがめて不思議そうな顔をして覗き込んでくる。

「なにを謙遜している？　君は充分かわいらしいが」

　ドキリと鼓動が跳ね上がった。驚きで私は言葉を失い、目の前に迫った美貌をただただ見返した。

　一瞬舞い上がりかけたものの、すぐにいやいやいやと自分をたしなめる。

　今のはただのお世辞だ。それに、美人と言われたわけではない。『美人』ではなく『かわいい』なら、だいたいの女性にあてはまる。

　彼とともに大使館の入口に向かいながら、私は必死に落ち着こうとする。

「漢字は？　そのまま姫君の『姫』なのか？」

「あ、いえ。太陽の『陽』に、草の芽の『芽』です」

「素敵な願いが込められているじゃないか」

　パチッと目を瞬いて、彼を見つめた。

「名前は親御さんの願いだ。親孝行したいというなら、まずはその名に恥じぬ人間になれ」

　そう言って私の頭の上に手を置き、ぞんざいになでまわす。

　両親の願い？

　この『陽芽』という名前は両親が一緒に考えてくれたと聞いている。ふたりは私にどんな人間に育ってほしいと願ったのだろうか。

　大使館内に足を踏み入れたところで、彼はようやく私の手を解放した。

「とにかく私のことは志遠と呼んでほしい。君は私の『友人』なのだから」

　私はぐっと押し黙る。そういえば、私は彼の友人という名目で特別待遇を受けているんだった。そう言われてしまっては、お願いを聞かないわけにはいかない。

　彼――志遠さんがロビーに立つ大使館職員に目配せをすると、職員は慌てた様子で駆け寄ってきた。

「みなさん、志遠さんの顔を知っているんですね。街の人や警察の人、大使館の人まで」

「ああ。仕事の関係でメディアに顔を出す機会が多いんだ。東洋系の顔立ちが珍しいせいか、よく覚えてもらえている」

　珍しいどうこうというよりも、シンプルに超絶イケメンだから覚えやすいのだと思うけれど。

　彼、なぜだかわからないって顔してる……モテるって自覚はあまりないのかもしれない。

　志遠さんは駆けつけてきた職員と英語で数言交わした。

　職員は「どうぞこちらへ」と私にもわかるように日本語を使って別室へと案内してくれる。立派な客室に招かれ、大きな革のソファに志遠さんと並んで座った。

　おそらく、一般人は立ち入れない部屋。職員が差し出してきた書類に記入し、処理が終わるのを待つ。

　この待遇はおそらく、いや確実に、志遠さんの恩恵を受けている。本当に彼と出会えたのは幸運だった。

　しばらくすると別の職員に連れられパンツスーツ姿の美女がやってきた。

　彼女は持っていたファイルを志遠さんに手渡し、志遠さんはそのままファイルを私の胸もとに差し出す。意味がわからず、私はきょとんと目を瞬いた。

「これは？」

「ポリスレポート――盗難届だ。秘書に取ってきてもらった。これがなければ手続きが進まない。それから、君の帰りの航空券を再発行するよう頼んでおいた」

「どうもありがとうございます！」

　私が立ち上がり秘書の女性に頭を下げると、彼にうしろからファイルでぺしんと頭をはたかれた。

　ファイルはペラペラなので痛くもかゆくもなかったけれど、振り向くと怖い目つきをした彼が私をじっと見上げていて、思わず「ひっ」と悲鳴を上げた。

「言っておくが、今回は特別措置だ。私に免じてあらゆる手続きを簡略化してもらっている。次からはこうスムーズにはいかない。わかったら二度と海外でパスポートを失くさないように」

　私がひとりでこの手続きをしようと思ったら、もっと時間がかかっていただろう。各所をたらい回しにされていたかもしれない。

「はい……申し訳ありませんでした……」

　私がぺこりと一礼したとき、志遠さんの携帯端末が震え出した。

　彼はすぐさま応答し、英語でひと言ふた言交わしたあと、通話を終える。秘書に声をかけると、彼女は短く答えて部屋を出ていった。

「君のバッグが見つかったようだ。現場周辺の路地に落ちていたらしい」

「本当ですか！」

　私は興奮してソファから腰を浮かせる。金目のものは奪われてしまっただろうけれど、バッグが残っていたということは、遺影も無事かもしれない

「秘書に取りに行かせた。君はここで残りの手続きをしながら待っているといい」

　私の手続きが完了する頃、彼の秘書が戻ってきた。手には私のショルダーバッグを持っている。

「サンキューソーマッチ！」

　私はさっそく受け取ったバッグを開き、中身を確認する。

　財布や携帯端末など、金目のものはすべてなくなっていた。パスポートも同様で、違法な業者に売られてしまったかもしれないと思うとかなり怖い。

　しかし――。

「あった！」

　母の遺影は無事。写真の中から笑いかけてくれる母の姿に安堵し、私は黒縁の額ごとぎゅっと抱きしめた。

「よかった～……」

　たかが写真ではあるけれど、私にとっては思い入れがある。母が亡くなってから、伝えたいことはすべてこの写真に向かって話していた。

　お金なら働いてまた稼げばいい、携帯端末もまた買えばいい。でも、私をずっと見守ってくれた写真は世界にこれひとつだ。

　なにより、母のために来たロンドンで、母をひとり置いて帰国するのは悲しすぎる。

「君は不思議な子だな」

　声に振り向くと、志遠さんは穏やかな表情で私を見つめていた。

「貴重品がすべて奪われたんだ。そこは普通、落胆するところじゃないのか？」

「大事なものがちゃんと戻ってきたんですから、喜ぶところですよ」

　私が笑って遺影を見せると、彼はあきれたように苦笑する。楽観的な子だなぁとでも思っているのかもしれない。

「本当に大切なものは、お金で買えるものではないと思いますよ」

　それに志遠さんだって、私が遺影を奪われたと知ったとき、一緒に犯人を追いかけようとしてくれたではないか。

　彼はくつくつと含み笑いをして、まばゆい瞳を私に向ける。

「ああ、まったくその通りだ」

　彼が私の頭に手を載せて、ポンポンと弾ませた。

「君の意見に同意する。賛同してくれる人は少ないだろうが」

　驚きとともに、ほんのり胸が温かくなる。彼とわかり合えた気がして、なんだかうれしい気持ちになった。

　しばらくすると、部屋に年配の大使館職員がやってきた。堂々とした佇まい、品のいいスーツにポケットから覗くチーフ、他の職員とはあきらかに雰囲気が違っていた。

　志遠さんは私の耳もとで「彼は特命全権大使の森もり永なが氏だ」とささやき、ソファから立ち上がった。

　全権大使というくらいなのだからこの大使館で一番偉い人なのだろう。そんな人までわざわざ足を運んでくれるなんて。

　私は激しく恐縮しながらもピシッと姿勢を正して立ち上がる。

　大使は志遠さんと英語で挨拶を交わすと、私に向き直って手を差し出した。

「大使の森永です。わざわざイギリスまで来てくださったというのに、痛ましい犯罪に遭われたとのこと、心苦しくてなりません」

　とても偉い人に低姿勢で来られたので、私はわたわたしながら両手で握り返す。

「と、とととんでもありませ――」

「こちらこそご迷惑をおかけして申し訳ありませんでした」

　私の言葉を遮って、志遠さんが大使に笑顔で一礼した。私があまりにいっぱいいっぱいだったからフォローしてくれたのだろう。

「早々にご対応いただき、感謝申し上げます」

「どうかお力になれればよいのですが。御子神様、もしよろしければ菊宮様を我々のゲストとしてお世話させていただいても？」

　ぎょっとした展開になり私は志遠さんを見上げた。

　どうしよう、お世話されるべきなのだろうか。志遠さんにお金を借りるのも申し訳ないけれど、大使館のゲストというのも仰々しくて心苦しい。

　志遠さんは一瞬悩ましい目で私を見つめたあと、大使に向けてにっこりと笑顔を作った。

「それには及びません。彼女は私の友人です。滞在中は私がもてなします」

「では、なにかあれば遠慮なくお申しつけください」

　私たちは大使が部屋を出て行くのを立ったまま見送る。ふたりきりになった途端、私は力が抜けてへなへなとソファに座り込んだ。

「すみません……なんだか志遠さんが私の面倒を見る流れになってしまって」

「よく言う。助けてくれって目で私に訴えていただろう」

　あきれた様子で言い放ち、志遠さんはどっしりとソファに腰をすえる。

　悪態をつきつつも私の意を汲んでくれるのだから、案外お人よしなのかもしれない。

「私のように全財産を盗まれた人は、みなさん大使館のお世話になるんでしょうか？」

「それはない。君が私の知り合いだというから、特別に申し出てくれたのだろう」

「では、私のように無一文になってしまった人はどうするんです？」

「日本にいる親族に送金してもらうケースが多いようだが――あてはあるか？」

　私は頬を引きつらせてうつむく。両親はすでに他界。親戚はあまりにも疎遠で、突然『海外にお金を送ってほしい』なんて言えるような間柄ではない。

　ああ、私はイギリスの中だけでなく、全世界で孤立無縁のようだ。

　――いや。ちょっと待って。

　ふと頼れる人物を思いついて、私は目を輝かせて志遠さんを見返した。

「います！　お付き合いしている人に連絡を取れば、送金してもらえるかも」

　お付き合いと言っても、まだ出会って二カ月しか経っておらず、お互いのことをよく知らない。とはいえ、私が困っていると聞けば助けてくれるだろう。

「恋人がいたのか」

　彼は少しだけ意外そうな顔をする。

「その恋人の電話番号はわかるか？」

　彼に尋ねられ、「あ」と私は動きを止めた。電話帳は携帯端末の中。そしてその端末は現在スリ被害によって紛失中だ。

「恋人の住所は？」

　私は首を横に振る。まだ付き合いたてなので、相手の家にも行ったことがない。

「なら、その恋人の名前と会社名を教えろ。連絡をつけてみる」

「はい！」

　幸いそれなら知っている。私はテーブルにあったメモとペンを拝借し、恋人の名前と会社名、部署名を記入した。

　山やま内うち大だい也や。『三み積つみ証券』本社営業部所属。

　三積証券といえば日本では知らない人はいないほど有名な大手証券会社だ。

　どうやら彼も知っていたようで「ほう」と興味深そうに声を漏らした。

「うちも懇こん意いにしている会社だ。連絡が取りやすくて助かる」

「本当ですか？　よかった……」

「今夜にでも会社を通じて話を通してみる。今は無理だ。もう日本は夜中になっているはずだから」

　彼の言葉にハッとさせられる。ロンドンと日本では九時間の時差があり、ロンドンが午後三時である現在、日本ではすでに午前〇時を回っている。

「すみません、お願いします」

「次からは恋人とともに旅行することをお勧めする。君ひとりでは危なっかしい」

　鋭い指摘に私はうっと唸った。

　たしかに、彼の言う通りではあるのだが――。

「この旅行は私のわがままなので、彼を付き合わせるのは気が引けて」

　遺影をぎゅっと抱きしめて答える。生前、母と約束したロンドン旅行。親子水入らずで来ようと決めていた。

「両親は以前ここで暮らしていたそうなんです。私が生まれる前、父は仕事の関係でロンドンに赴任していたらしくて――」

　私がたどたどしく話し始めたのを、彼は黙って聞いてくれる。

「母の妊娠とともにふたりは日本に戻ってきたそうです。ですが、私が産まれてすぐ父は病で亡くなって、以降、母が女手ひとつで私を育ててくれました」

　正直、父のことはよく知らない。悲しもうにも記憶がないので、ただ空虚な気持ちになるだけだ。

　だからこそ私と母の絆は強固だった。

「ここでの暮らしは、最高に輝かしいものだったと母が言っていました。緑豊かなハイド・パークでの散歩、ブロンプトンロードにある高級百貨店でのショッピング、休日に訪れるパブのビールに、自宅から臨むテムズ川の眺め――」

　母は父のいた時代に戻りたかったのかもしれない。

　もう父とともにロンドンの景色を見ることはかなわない、そう考えたからこそ、いっそうこの地に思いを馳せたのだろう。

「楽しそうに語ってくれました。いつか一緒に行こうって約束していたんですが、母も病気で亡くなってしまって――」

　結局、約束は果たせずじまいだ。だから私は遺影を持ってここに来た。

「恋人との間に、結婚の話が持ち上がったんです。だからこそ今、母と向き合うことがケジメだと思いました。この機会に、母にロンドンの景色を見せたくて」

　もう死んでしまった母にはなにをしても届かない。これは自己満足だ。

　しかし、彼は否定せず、清々しい表情でゆっくりとうなずいた。

「そういう考え方は嫌いではない」

　賛同してもらえて、どこかホッとする。

　スリに遭ったときもそうだった。バッグに母の遺影が入っていると聞いた瞬間、彼は人が変わったかのように意見を変えた。

　それまでは、犯人を追いかけるな、警察に任せようと言っていたのに、急に自分で交渉すると言い出した。

「どうしてあのとき、犯人を追いかけようって言ってくれたんですか？」

　なぜ見ず知らずの他人のためにわざわざ危ない橋を渡ろうとしたのか、ずっと不思議に思っていた。

　彼はためらうように目線を彷徨さまよわせたが、なにかが吹っ切れたのか、ため息とともに口を開いた。

「私も母を失くした。二年前――私が三十歳のときだ」

　そのひと言に胸がずきりと痛む。彼も私と同じように、大切な人を亡くしたやるせない感情を抱えていたんだ。

「君にとっては、母をロンドンに連れてくることが親孝行なんだな」

　私がうなずくと、彼はどこか遠くを見つめながらぽつりぽつりとこぼした。

「俺は母がなにを望んでいたのかを知らない。仕事で功績を残すことくらいしか、親孝行の手段を思いつけずにいる」

『俺』という言葉を聞いて、これが彼の本心なのだと思った。

　巨大企業のトップを務め、『騎士』という名誉な称号を授かっても、親孝行ができたと思えずにいるのだろうか。

　傍はたから見れば充分立派な孝行息子だろうけれど、彼自身は納得できていないようだ。

「陽芽が少し、うらやましい」

　そう言って笑う彼の表情は、どこか空虚だった。悲しげな、自分を貶おとしめるような笑みを浮かべている。

　終始堂々としていた彼がそんな顔をするのは意外で、親近感を覚えた。騎士という名誉を授かった特別な人といえど、私と同じ人間らしい。

「……ところで今、さりげなく陽芽と呼びましたね」

「その件はさっき解決しただろう。親から与えられた名前で呼んでなにが悪い」

　そんなやり取りを交わしているうちに、大使館の職員が部屋に戻ってきた。帰国のために必要な渡航書を渡される。

「行くぞ、陽芽」

　もう訂正するのも疲れたので、その呼び方を受け入れることにした。職員たちにお礼を言って、私たちは大使館を出る。

「連れていってあげよう。君のお母様を、思い出の場所へ」

　ふと志遠さんを見上げると、優しい眼差しで私を見つめていた。差し出された手に、反射的に自分の手を重ねる。

　大使館の前にはすでに迎えの車が停まっていた。

　彼は私を後部座席へとエスコートしながら、頼もしい笑みを浮かべた。
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「君はとても素直で、純粋で、かわいらしい女性だと思う」

　車内であらたまって切り出してきた志遠さんに、なにか嫌な予感を覚える。

「魅力的――ではあるが、素直すぎるのも問題だ。放っておけないというか、目が離せなくて困る。さっきも、怪しい男についていこうとしていただろう」

　ぎくりとして目を逸らす。

　車に乗る直前、志遠さんと少しだけ距離が開いた。その隙に、見知らぬ男性に話しかけられたのだ。

　なんだろう？と思い、ついていこうとしたところを、志遠さんに腕を掴まれ止められた。

「手招きされたので、つい」

「『つい』で誘いに乗るな。もう少し他人を疑ってくれ」

　志遠さんが額に手をあててうなだれる。

「どんな用事だったんでしょう」

「ナンパだろう」

「もっとかわいい子に声をかければいいのに」

「だから。どうしてそう自尊心がねじくれているんだ君は。充分かわいいと言っているだろう」

　苛いら立だった声で『かわいい』と言われ、素直に喜んでいいのかわからない。

　彼は大きなため息をついて、ウィンドウの外に視線を向ける。

「いい加減お腹なかが空いただろう？　食べに行くぞ」

　そういえばと私はお腹をさする。

　ブランチにカフェでシェパーズパイを食べた。イギリスの伝統料理で、羊肉のミートソースにマッシュポテトを載せて焼いたものだ。

　パイと言うからサクサクした軽食を想像して頼んだら、ポテトグラタンのようなずっしりとした料理が出てきて驚いた。

　今思えば、あのときにきちんと食事を取っておいてよかった。そのあとすぐにスリに遭い、昼食を食べられないまま気づけばもう夕方だ。

「……お腹空きました」

　途端にお腹の虫がぐ～とわがままボイスを奏でる。

　志遠さんは小さく笑ったあと、英語で運転手に行き先を指示した。

「大使に君のことを任せてほしいと約束してしまったからな。親孝行を手伝おう。君のお母様にはイギリスのもっともおいしいディナーを味わっていただく。だがその前に――」

　車は走り出し、ほどなくしてブロンプトンロードにあるイギリスでもっとも有名な老舗の百貨店にたどり着いた。

　外観は宮殿のように荘厳で、とくに日が落ちた今は建物全体がライトアップされ圧倒的な存在感を放っている。

　彼のエスコートを受けて車を降りながら、私はそのきらびやかな建造物を茫ぼう然ぜんと見上げた。

「ここはまさか、あの有名なハロッ――」

「お母様の思い出の地なのだろう？」

　そういえば彼にも伝えたっけ。母はかつてこの高級百貨店でショッピングを楽しんでいたと。

「ディナーの前にまずは服を買う」

「え、服？　なぜ？」

「形から入らないとディナーは楽しめない」

　売り場は商品さえ並んでいなければ宮殿かなにかと見間違えていただろう。細やかな模様が描かれた柱に、華やかな天井画、床は艶々の大理石。

　見事な装飾が施されていて、これが世界に誇る老舗百貨店かと圧倒された。

　彼が足を踏み入れたのは、私でも知っている超高級ブランドショップ。

　一着何万、いや、下手したら何十万とするドレスを、彼は軽快にこれと、あれと、と選び取っていく。

「あの、志遠さん？」

「陽芽はもう少し華やかな格好をした方がいい」

　確かに私が今着ているネイビーのロングカーディガンとブラックのスキニーパンツは、彼の隣に立つには地味すぎる。

「せっかく美しく生まれたんだから、着飾ることを覚えるべきだ」

「美しくって、あの――」

「これなんか似合いそうだ」

　そう言って彼が手に取ったのは、スカートの裾がアシンメトリーになっているレースのワンピースだ。色はクリーム色とすみれ色がグラデーションになっていて、華やかながらも上品さがある。

　彼はスタッフを呼びつけ私に試着させるよう指示した――のだと思う。全部英語なので聞き取れなかったけれど。

　私はフィッティングルームへ案内され、彼が選んだワンピースに着替える。素敵なデザインではあるけれど、かなりのミニ丈で恥ずかしい。

　スカートを押さえてもじもじしながらドアを開けると、着替え終えるのを待っていた志遠さんが柔らかく微笑んだ。

「色もデザインもよく似合っている。これまでパンツ姿だったからわからなかったが、陽芽は脚が綺麗だな」

　私はポカンと口を開けてフリーズする。

　脚が綺麗だなんて言われたのは生まれて初めてだ。ちなみに、今の衝撃でミニ丈の羞恥心はどこかへ吹き飛んだ。

「足もとも選ぶといい。いくつかスタッフに見繕ってもらった」

　気がつけばとびきり高いヒールのパンプスが並んでいた。まともに歩く自信がない。

「私、あまり高いヒールは……」

「エスコートするから安心しろ。俺の腕に掴まっていればいい」

　私がパンプスを選んでいると、身なりのいい男性が近づいてきて、志遠さんに向かって深々と頭を下げた。

　志遠さんが人あたりのいい笑顔を作ったので、嫌な予感を覚える。

　彼がその表情をするとき、相手はとんでもない大物であると、大使館で学習済みだ。

　あのときは大使だったが、今度はどんな人物が登場するのか。

　志遠さんは男性と英語でいくつかやり取りを交わしたあと、私に紹介してくれた。

「彼はこの百貨店の総支配人だ。特別室へ案内してくれる」

　総支配人！

　やはりそうきたかと眩暈めまいがしてきた。世界的な老舗百貨店のトップからも、志遠さんはＶＩＰ扱いを受けているのか。

　案内された部屋は、個室と言うには広すぎるがらんとした空間で、中央にソファとローテーブルだけが置かれていた。

　ソファに座るとすぐにシャンパンやチーズ、フルーツなどが運ばれてくる。

　シャンパンをいただいている間に、あれよあれよとスタッフが押し寄せ、私たちが購入を検討していたワンピースやパンプス、クラッチバッグ、アクセサリーをカートに乗せ続々と運び込んだ。

　周囲の空きスペースが商品で埋め尽くされていく。あっという間にオーダーメイドのセレクトショップができあがり、私はぽかーんと口を開く。

「あの、志遠さん」

「なんだ？」

「いつもこんな風に買い物されてるんですか？」

「最近はそうだな。実家にいた頃は、直接家に来てもらうことが多かった」

　家に来るってどういう意味だろう。この量を丸々家に運び込むのだろうか。

　もはや理解ができないので、いちいち驚くのはやめようと心に決める。

　やがてヘアメイクスタッフがやってきて、私をこれでもかというほど飾り立てた。

　大人びたパープルとブラウンを使ってアイメイクを施し、アクセントカラーにゴールドを置く。ワンピースに配色を合わせてくれたみたいだ。

「ぐんと大人っぽくなったな」

　志遠さんがうっとりと目を細めて感想を述べる。

　たしかに普段はメイクも薄いし、胸も小さいし、身長もそこまで大きくはないから、子どもっぽく見えていたに違いないけれど。

「大丈夫でしょうか？　馬子にも衣裳とも言いますし、それなりに見えますか？」

「そんなに不安なら、自分の目でよく確かめてみるといい」

　そう言って私を鏡の前に立たせる。映る自分の姿は華やかでまるで別人だ。

「陽芽は咲き方を知らない蕾のようだな。自身に秘められた美しさに気づいていない。だが、花開いた君は見違えるほど魅力的だ」

　私よりよっぽど美しい紳士に仰々しい褒め方をされ困惑する。

「見違えはしましたけど、美しいのかどうかは」

「目が慣れていないだけだ。こっちの服ではどうだろう？」

　今度はピンク色のワンピースを手に取って、私の正面にあてる。

「ほら、愛らしいだろう。こちらも頼む」

　志遠さんは購入リストにどんどん洋服を加えていく。

「あ、あの、そんなにたくさんは――」

　ワンピースを数着、それらに合わせた小物や装飾品、コスメを数点購入したところで、ようやく彼の手が止まった。

　値段は見ていないが、とんでもないことになっていると思う。会計はしないそうだ。後日まとめて彼のもとに請求が行くという。

「こんなに買っていただくなんて、私、どうしたらいいか……」

「そう恐縮するな。これは君に対する投資だ。これらを着こなし、視野を広げてくれるならそれでいい」

　さあ、と言って彼は腕を貸してくれる。

「約束のエスコートだ。俺に掴まっていろ」

　慣れないヒールで転んでしまいそうなので、彼に掴まっているしかない。

　彼の肘の部分に手を絡め体重をかけると、彼は「うっ」と表情を歪めた。思った以上に重たかったらしい。

「わざとやっているんじゃ――」

「違いますよ、本当に歩けないんです」

「こんなに歩けないことってあるか？」

　彼は私を支えようとがんばってくれているが、私が体重をかけるたびに彼の肩が下がってしまう。ふたりでぎくしゃくと歩く姿は、正直格好悪い……。

「これまで五センチ以上のヒールは履かないようにしていたんです、転ぶので」

「そういうことは先に言ってくれ」

「言いましたよ？」

　すると、彼は片腕で支えることをあきらめたのか、私の胸の下に手を回した。

「きゃっ」

　抱き寄せるように力を込められ、勢い余って彼の胸に顔をぶつける。ぴったりと寄り添うことになりドキドキするけれど――これはたぶん、不可抗力よね？

「あ、あの、これはエスコートというより」

　私を小脇に抱えている？

「仕方がないだろう。腕を貸すだけじゃ君の体重を支えられない」

「せめてもうちょっと手が下にいきません？　これじゃ、その、まるで胸を揉――」

「無理だ。姿勢をキープするにはこの位置しかない」

　彼が私の腰――正しくは胸――を抱き支え、私は彼にしがみつく。

　一見イチャついているように見えるが、お互い転ばないように、転ばせないように、それぞれが別の意味で必死になっていた。

　こうして、ロンドンでもっとも奇妙なカップルができあがった……。




　百貨店を出た私たちは車に乗り込み、今度こそ食事をする店に移動した。

　ブロンプトンロードからロンドン有数の繁華街であるピカデリー方面に向かって車を走らせ約十五分。ロンドンらしい白い外壁の建物の一階に、シックな木製の扉があった。

　頭上にはパブのようなぶら下がり看板が設置されていて、ゴールドのロゴで『RESTAURANT』と書かれている。

「ここは伝統的な英国料理の店だ。二百年以上続く老舗だよ。君のお母様も来たことがあるかもしれない」

　先ほどの百貨店が宮殿なら、こちらは貴族の屋敷のように上品でノスタルジック。落ち着いたセピア色のライティングに、木製の調度品、清潔感のある真っ白なテーブルクロス。

　まるで母のいた時代のイギリスにタイムスリップしたかのような、歴史的な趣を感じる。

「イギリスの料理と言われれば、なにをイメージする？」

「えっと……定番はフィッシュアンドチップスです？」

「まずそうって思っただろう？」

　私はうっと言葉に詰まる。

　イギリス料理はおいしくないことで有名だ。

　もちろんそれは昔の話で、今ではおいしいものがたくさんあるのだろうが、『イギリス料理』で検索すると上位に『まずい』が出てくるのは事実である……。

　私たちは四人席に案内された。志遠さんは百貨店でもらった紙袋の中から私のショルダーバッグを取り出し、手渡してくれる。

「座ってもらおう」

　彼が私の隣の席をトントンと叩く。

「え？　誰に？」

「お母様だ。親孝行がしたいんだろう？」

　私は彼に指示されるがまま、バッグから遺影を取り出しテーブルに置いた。

　彼が注文した食事は三人分。私と彼と、遺影の前に豪華な料理が並べられていく。

　結局、イギリス料理がまずいというのは大昔の話だと、身をもって証明することができた。

　ロブスターのグリルも、キャビアが添えられた生ガキも、野鳥のアングレーズも、子羊のローストも、出てくるものみなすべておいしくて、目の前の料理がどんどん減っていく。

　だが母の前にある料理だけは減らなくて、うれしいはずなのに寂しくなって、じんわりと涙が滲にじんだ。

　ワインをごくりと飲み込んで涙をこらえる。すると、正面からクスリと笑う優しい声が響いてきた。

「笑っていろ。陽芽の『陽』は太陽の『陽』だろ」

　穏やかに笑いかけられ、ああそうかと納得する。名前に込められた願い――きっと両親は私に笑っていてほしかったのだろう。

「はい」

　もしかしたら母も、私くらいの年の頃に、この店でこの料理を食べていたかもしれない。正面の席に座っていたのはきっと父だ。結婚したばかりで新婚気分を味わっていただろう。

　志遠さんが頼んでくれた多すぎるディナーを、母の分も味わうつもりでお腹いっぱい食べる。

　彼はあきれたような、でもうれしそうな顔で「よく食べるな」と笑っていた。




　食事を終えて店を出ようとしたとき、背後から「シオン」と声をかけられた。

　振り向くとそこに立っていたのは、身なりのいい老夫婦。

　男性はダブルのスーツに中折れハットという典型的な紳士の格好。女性の方は品のいいコートを纏まとい、艶やかに輝くパールのネックレスをつけていた。店にやってきたばかりで、ちょうどスタッフに座席を案内されているところのようだ。

「ロード・アルフォード！」

　志遠さんの表情が驚きのあと、柔らかな笑顔に変わり、まずいパターンだと直感した。彼がこの顔をするときは――以下略。

　だが、これまでとあきらかに違うのは、志遠さんの笑顔に余裕がないこと。

　知り合いらしきその紳士は笑顔で手を差し出してきた。志遠さんは手を握り返し、気遣わしげなトーンで談笑している。

　私の肩をそっと抱き「Hime Kikumiya」と紹介してくれた。

　紳士は、今度は私に笑顔で両手を差し出してくる。英語の挨拶にわたわたしている私を見かねて、志遠さんが通訳してくれた。

「彼はアルフォード伯爵家のアーサー・ウェイン。気軽にアーサーと呼んでくれと言っている。俺が子どもの頃から世話になっている人で、頭が上がらないんだ」

　どうやら彼ですら腰が引けるほどの相手らしい。

　なにしろ伯爵家だ。今度は本物の貴族が来たと、私は笑顔を引きつらせて手を握り返した。

「は、ハロー、アーサー。アイム、ヒメ・キクミヤ。ナイストゥーミーチュー」

　英語の教科書の一番初めに出てくる英文でなんとか自己紹介すると、アーサーはにこにこと笑ってくれた。

　どうにか理解してもらえたみたい。いや、私の英語がつたないと理解したのかな？

　次いで奥様とも握手を交わす。お淑しとやかで笑顔が素敵なご夫人だ。

　店のスタッフを待たせていたこともあり、軽い挨拶だけで会話を終える。

　老夫婦を見送ったあと、志遠さんはいまだかつてない硬い声で今起きたことを説明してくれた。

「君に会えてとても喜んでいた。話の続きは週末のパーティーでゆっくり聞かせてくれと。君もパーティーに連れてきてほしいとのことだ」

　私は「んんっ？」と眉をひそめる。

　週末のパーティーとやらに、私も行くことになったの？

「私はただの路頭に迷う日本人です、とは説明しなかったんですか？」

「そんな時間もなかっただろう。俺の恋人だと誤解したらしい」

　いやいや、そこはきちんと否定してよ。私は胡う乱ろん気げな眼差しを彼に向ける。

「どうして否定してくれなかったんですか」

「否定をすると、それはそれで大変なんだ」

　話を続けながら志遠さんは私を店の外へエスコートする。

　ちなみに、相変わらずヒールが高くて足もとがフラフラだから彼にしがみついている。まぁ、それがアーサーの誤解を招いたのではないかと言われれば、たぶんそう。

「彼は……その、なんというか、世話焼きなんだ。放っておくと縁談を持ってくる」

　店を出ると、すでに正面に迎えの車が停まっていた。後部座席に促しながら、志遠さんはまいったような顔でため息をつく。

「恋人がいるからといつも断っているんだが、ちょうど君がその恋人だと誤解してしまったらしい。否定して浮気と受け取られても困る」

　なるほど、たしかに浮気のイメージはよくない。騎士という名誉な称号を授かりながら実は女癖が悪いだなんて、一番ドン引きされるパターンだ。

「ついでに言えば、この店は由緒正しい店でね。アーサーのお気に入りなんだ。そんな店に本命の女性ではなく遊び相手を連れてきたと知られれば、何事かと大目玉を食らう」

「ええと……」

　つまり、志遠さんは私の親孝行を手伝うために、伯爵御用達の超高級店に連れてきてくれた。そして運悪く伯爵と鉢合わせ、誤解されてしまった――というわけか。

　そう考えると申し訳なくて、文句などとても言えない。

「帰国しちゃったとかなんとか言って、パーティーの件はお断りを……」

「そんなことをしたら、彼は海を越えて君に会いに行きかねない。俺をよろしくと」

　そんなに過保護な人なの!?と私は青ざめる。

「彼は俺を実の息子のようにかわいがっている。幼い頃、両親が日本とロンドンを行き来していたときに、ガーディアン――親代わりをしてもらっていたこともあるんだ」

　志遠さんは後部座席に腰を下ろすと、額に手をあて深くうなだれた。

　普段はあんなに堂々としている彼がここまで弱りきった姿を見せるなんて、余程の事態なのだなと私なりに推察する。

「陽芽。頼む。俺の恋人の振りをしてパーティーに出てくれ。その日だけでいい。ほとぼりが冷めたら別れたことにするから」

　さすがに困惑して言葉に詰まった。

「私が恋人役をしたら、本物の彼女さんに申し訳が立たないんですが」

「安心しろ、今はいない」

「そうなんですか？」

　こんなにハイスペックな男性に恋人がいないだなんて、まずはそこに驚きだが、彼にふさわしい女性というのも相当限られてくるから仕方がないのかもしれない。

　そりゃあ、恩人が困っているんだもの、協力してあげたいとは思う。

　でも私は英語がさっぱりだし、パーティーの同伴なんて荷が重すぎるのでは。

　しかも、アーサーは伯爵――貴族だ。なんの家柄もない私が恋人面をしていたら、嫌がるのではないだろうか。

「本当にいいんですか？　私なんかが恋人役をして。英語はできないし、美人でもないし、家柄もないし」

「伯爵はそういうことにこだわる人じゃない。真実の愛を重んじる人だ」

「……理解のある方なんですね」

　どうやら育ちや家柄にこだわる人ではないみたいだけれど。おいそれと引き受けていいものだろうか。

　すると、志遠さんが真面目な顔で私に向き直った。

「ロンドンの滞在費用はすべて俺が払う。自由に観光してもらってかまわない。その代わり、君の週末を俺にくれ」

　うっ、と私は眉をひそめる。これまで彼にいったいいくらお世話になっただろう。

　フルコーディネートに高級ディナー、宿代まで借りることになる。

　恐縮を通り越して土下座が地面にめり込むくらいお金を使わせてしまった。恩に報いないというのも、どうなの？

「わかりました。協力します。でも、英語力には期待しないでくださいね？」

「ああ、もちろん。俺がリードするから、君はただそばにいてくれればいい」

　志遠さんは頼もしいことを言って、目もとを緩めた。

　私はそのときまでにハイヒールで歩く練習をしておこうと、こっそりと決意した。




　食事を終えると、志遠さんが宿まで送ってくれた。

　私が泊まっているのは、ウエストミンスター地区にある、観光ガイドにも載っている有名ホテルだ。

　一応犯罪に警戒して、女性がひとりで宿泊していても狙われないような、名の知れたホテルを選んだ。

　バッキンガム宮殿に観光することを見越して、徒歩圏のホテルを探したのだが、この周辺はみな高額。唯一、この部屋だけ手の届く価格に設定されていて、迷わず予約した。掘り出し物というヤツだろう。

　志遠さんはホテルの前ではなく、部屋の入口までわざわざ見送ってくれる。根っからの紳士だ。

　ありがとうございましたとお礼を言おうとしたところで、彼がドアの枠に手をかけて端的に言い放った。

「一時間後に迎えに来る。それまでに荷物をまとめておいてくれ」

「え？」

　私は意味がわからず、きょとんと首をかしげる。

「あの、どうして？」

「俺の保護下に置く」

「保護下……」

　余計に混乱し、目をパチパチと瞬いてその単語を反復した。

「恋人をひとりでホテルに泊めておいたと知られたら、アーサーからなんと言われるか。それに君はノックをされたら警戒もせずにドアを開けてしまうだろう？」

　私はうっと唸る。ノックされたら開けてはいけないの？

　ホテルの中にまで敵が潜んでいるかもしれないなんて、考えたこともなかった。

　とはいえ、今でも充分立派なホテルに泊まっている。これ以上、お世話になるのも申し訳ない。

「あの、大丈夫ですよ？　私、ドアは開けないように気をつけますし。この宿、けっこう気に入ってますから」

　私がおずおず説得すると、彼は一度目を閉じて黙り込んだあと、「いい部屋だな」と言ってあらためて部屋の中を見回した。

「陽芽。君はこのホテルに一泊いくらで宿泊している？」

「ええと、日本円にして一万円くらいでしょうか」

「相場は倍以上だ。なぜこの部屋だけ安く設定されていたのか、気にならなかったか？」

　彼は部屋につかつかと足を踏み入れ窓を開け、外を覗き込んで「なるほどな」とつぶやく。

　見てごらんと指示され、私も彼と同様に階下を覗き込んだ。

　すぐ下はホテルの中庭で、大きな切り株が見える。最近切られたのだろうか、幹の太さから、かなり立派な木だったことがわかった。

「ここは以前強盗が入った部屋だそうだ。まぁ、あれだけ太い木が立っていたなら、身軽な人間がよじ登って窓に飛び移ることは可能だっただろう。今はその木もないから、セキュリティ的には安心してもらってかまわない」

　安心していい、そう言いながらも、彼はなぜか額に手をあてて沈痛な面持ちをしている。

「ではなぜ部屋が安くなっていたのか――まぁ、非科学的な話にはなるんだが、当時殺された人間がいたそうだ」

　私はかちんと凍りつく。

　なぜこの部屋だけ大特価だったのか、その理由をやっと理解して背筋が寒くなる。まさかいわくつき価格だったとは。

「このホテルのサイトを見れば注意書きが載っていたはずだが」

　そう言えばなにかごちゃごちゃ書かれていたような。英語が苦手な私は訳せずにスルーしてしまったけれど。

「幽霊ホテルと言えば、逆に人気が殺到して値段が跳ね上がるケースもある。半額以下に設定されていたのは、良心的とも言えるかもしれないな」

「いや、私、幽霊ホテルに泊まりたかったわけじゃ……」

　しかも、もう一泊したあとだ。

　そういえば昨晩、真夜中に足音が聞こえてきておかしいとは思ったのだ。

　上の階にうるさい人がいるのかな？くらいに思っていたけれど、よくよく考えてみれば、そんな時間に下の階に響くほどドタバタと歩き回る宿泊客がいるなんておかしな話だ。

　まさか上の階ではなく、この部屋で誰かが――。

「どうする。ここに泊まるか、俺と一緒に来――」

「一緒に行かせてください」

　そんな話を聞いてしまったら、行くしかないじゃないか。彼はずるい。

「一時間後に迎えに来る」

　くるりと踵きびすを返した志遠さんのジャケットを私は慌てて掴む。

　一時間もひとりでこの部屋にいろと？　冗談じゃない。

「五分で用意します」

　志遠さんは振り向いて変な顔をしたが、ひとつため息をついてベッドに腰掛けた。

　彼が目をつむってじっと待っている間に、私はせっせと散らばった荷物をトランクに詰め込む。

「お待たせしました！」

　志遠さんが私の代わりにフロントで手続きを済ませてくれた。

　チップを多めに渡したらしく、フロントのスタッフは妙に笑顔で「Thank you for staying with us!」と笑いかけてくれる。私もカタコトの英語で「サンキューソーマッチ」と答えた。

　彼は右手で足もとの覚おぼ束つかない私を抱え、左手でトランクを引き、再び車へ。待っていた運転手に荷物を預ける。

　車に乗ってたどり着いた場所は、ロンドンの西側に位置する高級住宅街の一角、テムズ川に近いエリアだ。

　彼が案内してくれたのはこぢんまりとした三階建ての一軒家。

　こぢんまりと言っても、東京であれば豪邸と言えるレベルの邸宅だ。ただ、高級住宅街なだけに周囲の建物が立派すぎるから小さめに見えるだけ。

　そして、てっきりホテルに連れていかれるのだとばかり思っていた私は、きょとんと目を丸くする。

「狭くて悪いな。タウン・ハウスみたいなものだ」

「タウン・ハウス？」

「歴史の話になるが、たとえばアーサーレベルの貴族となると、タウン・ハウスにカントリー・ハウス、マナー・ハウスと複数の屋敷を所有している。貴族は自身の領地と、政治や経済の中心であるロンドンを行き来することが多かったから、ロンドン滞在のための別宅をかまえることが一般的だった。それをタウン・ハウスと呼ぶ」

　私は話の先が見えず、目の前にある真っ白な外壁の建物を見つめる。つまりここは貴族の別宅のようなもの？

「ここはまぁ、タウン・ハウスというか、俺の仕事用の家だ。本邸は地方にあって、最近はあまり帰っていない」

　ということは、ここは彼がひとり暮らしをするための家？

「待ってください。私、ホテルに泊まるんじゃないんですか？」

「恋人であれば普通は家に泊めるだろう」

　ちょっと待って、と私は頬を引きつらせる。私はこの人の自宅にお持ち帰りされてしまったのだろうか？

　いや、今さら彼を信頼していないとは言わないけれど。

　これでも一応、恋人を持つ身。相手の目の届かないところで別の男性とひとつ屋根の下というのはまずいのではないだろうか。

「あの、やっぱり私さっきのホテルに――」

「俺と一緒よりは、幽霊と一緒の方がマシだと？」

「いや、幽霊の方が嫌ですけど……でも志遠さんだって言っていたじゃありませんか！　知らない男についていくなって」

「襲ったりしないから安心しなさい。君に恋人がいることは知っているし、困らせるようなことはしない」

　毅き然ぜんと宣言する姿はまさしく紳士、信頼感がある。そこまで言うなら彼の家にお世話になろうと決意を固めた。

　現在私は無一文なのだ。泊めてもらえるだけありがたいと思おう。

　中に入ると、真っ白な壁に優しい木のフローリング。

　奥は広々としたダイニングルームとキッチン。一面にとられた窓からは、朝になれば日差しが清々しく差し込むだろう。

　二階はソファや暖炉、本棚やテレビが置かれているリビングルーム。ベッドが備えつけられた客間やバスルームもあるそうだ。

　三階は彼の寝室と書斎、そしてクローゼットらしい。

　先ほどの百貨店やレストランと違って内装は現代的だが、温かい雰囲気で、かつ彼らしいスタイリッシュさもある。

「素敵な家ですね」

　素直に感想を伝えたのだけれど、彼は驚いたようにぴくりと眉を跳ね上げ、やがて苦笑した。

「ありがとう」

　なんだか照れているみたいだ。ちょっぴり気の抜けた表情が見られて心がふんわりと温かくなる。家の中にいると、彼も警戒心が緩むらしい。

「荷物は二階の客間に置いてくれ。一階、二階は好きに使ってくれていい。三階は仕事のものがあるから、立ち入らないでくれると助かる」

　彼はテキパキと指示して車から客間へ荷物を運び込む。百貨店で買った服などもあるから大量だ。

「明日、俺は朝一で仕事に行く。午前中に護衛をよこすから、観光案内をさせてかまわない。金は彼に渡しておく。陽芽に預けると、また奪われるかもしれないからな」

「護衛、ですか……」

『彼』というからには男なのだろう。護衛とはいえ、見知らぬ男性と一日中一緒だと思うと緊張してしまう。

　私の考えを読んだのか、志遠さんは私の頭に手を置いて髪をくしゃくしゃとかき混ぜる。

「安心しろ。護衛と言っても警備会社の人間とか、そういうんじゃない。信頼できる友人に頼むつもりだ」

「わかりました。なにからなにまでありがとうございます」

　無一文になってしまった私だけれど、当初よりもよっぽど豪勢な英国旅行を味わうことになりそうだ。

　こうして現代の英国騎士様と私の奇妙なプチ同居生活が始まった。










第三章　奇妙な同棲生活の始まり




　イギリス三日目の朝。

「おはようございます。よく眠ってらっしゃいましたね」

　思いっきり寝坊をしてしまった私は、ダイニングルームで見知らぬ男性と遭遇した。

　髪はブロンドに近い茶色で、肌は白く瞳は青い。典型的なイギリス人の見た目をしているのに、あまりにも日本語が流暢で混乱した。

「あなたのスマホのアラーム、止めときました。疲れてるときはぐっすり眠った方がいいですよ。聞いたところによると昨日は大変だったんでしょう？」

　どうりで、と私は苦笑いを浮かべる。志遠さんが出社するというから朝七時にアラームをかけたのに鳴った記憶はなく、現在すでに十時だ。

　志遠さんはもう会社に行ってしまったのだろう。

　代わりにダイニングルームの奥にあるキッチンでフライパンを振っていたのが、この見た目的にはこてこてのイギリス人男性である。

　朝七時のアラームを止めたということは、その時間にはすでにこの家にいたらしい。そして爆睡中の私の寝顔を拝んだことになる。

「でも、そろそろ起こそうかなと思ってたんです。せっかくロンドンまで来たんだから、寝てるだけじゃなく観光もしたいでしょ？　あ、朝ご飯食べます？　英国定番メニューですよ」

　そう言って彼は調理台に置いてあった大きなプレートを私に見せてくれた。

　焼き目のついたソーセージにベーコン、トマトとマッシュルーム。ハッシュドポテトとベイクド・ビーンズ。

　仕上げに彼はフライパンから目玉焼きをプレートの中央に落とした。

　これぞイギリスの定番朝ごはん、その名も『イングリッシュ・ブレックファスト』。

「わ、ありがとうございます！　滞在中、一度は食べてみようと思ってたから！」

　私のテンションが上がってきたのを見ると、彼は「Lovelyいいね!」と笑って食器棚からナイフとフォークを取り出した。

　とてもフランクで優しそうな人だ。きっとこの男性が志遠さんの話していた信頼できる友人だろう。

「あなたは――」

「俺のことはダリルって呼んでください。ダリル・カートレイ。シオンの友人であり、彼の個人秘書でもあります」

　彼――ダリルはプレートをダイニングに運んでくれる。

　比較的悪天候の多い十月頭のロンドンだが、この日は雲間から陽が差し込んでいる。

　窓の多いダイニングは光をめいっぱい取り込み、明るく気持ちがよかった。

「今、ミルクティーを作ってきます。俺、朝はミルクティー派なんで」

　ダリルがいそいそとキッチンに戻っていく。

「あの、私も手伝います！」

　慌てて追いかけようとしたが、「ヒメは食べててください！」と声を上げられ、ぴたりと足を止めた。

　ごく普通にヒメと呼ばれた。きっと志遠さんが私を陽芽と呼んでいたからだろう。

　まぁ、イギリスの人は名字よりも名前で呼ぶ方が主流のようだから、こういうものだと思った方がいい。ここには『ヒメ』を『姫』とからかう人もいない。

　なんにせよ、せっかく朝食を作ってくれたわけだし、温かいうちに食べさせてもらおう。私は「じゃあ、いただきます！」と声をかけてダイニングへと戻る。

　ダリルはキッチンで背中を向けながら「Tuck inめしあがれ!」と元気よく答えた。

　木製のアンティークチェアに腰掛け、私は食事をいただく。塩味の効いたカリカリベーコンに食欲をそそられる。

　やがて、ダリルがミルクティーを淹れてきてくれた。トレイにはティーカップがふたつ。私の前と正面の席にそれぞれ置く。

　ダリルは腰かけて肘をつくと「どうです？　お口に合いました？」と食事をする私をにこにこと観察しながら、ミルクティーを口に運んだ。

「とてもおいしいです。それにこの紅茶、すごくいい香り」

　ミルクティーをひと口飲むと、たっぷりとしたミルクの甘みと、しっかりとした茶葉の香りが口いっぱいに広がった。

　ミルクのポーションを入れたのではなく、手間をかけて煮出してくれたのだとすぐにわかる。

「すごくおいしい！」

「イギリスは紅茶の国ですからね。おいしくない紅茶なんて出せませんよ。あ、あとで茶葉、買いに行きます？　お土産も必要でしょう？」

　ダリルは日本語をペラペラと操りながら、気まぐれにミルクティーを口に運ぶ。

　とても親しみやすい人だ。穏やかな笑顔は紳士だが、屈託ない口調は相手の警戒心を解きほぐす。

　すっと懐に入り込んでくるけれど、厚かましさも感じない。人と距離を詰めるのが上手な人だと思った。

「あなたには英国をたっぷり味わってもらえって、シオンから言われてます。今日は存分に楽しみましょう」

　この調子で一日エスコートしてくれるのだろうか。とても心強くて、私はホッと胸をなで下ろした。

「わざわざ私のために時間を割いてくださってありがとうございます」

　すると、ダリルは笑顔のまま両手を広げて陽気にジェスチャーした。

「いえ、お気になさらず。ヒメのためではなく、シオンのためですから」

　どことなく棘とげのある言い方をされ、思わずフォークを持つ手が止まる。

　まるで、あなたのためではありませんと強調したように聞こえたけれど――今のは日本語訳に失敗しただけ？　それともあえて念を押したの？

「そう……ですか」

　返答に困り引きつった笑みを浮かべていると、彼は笑顔を崩さぬまま、組んだ手の上に顎を載せた。

「俺はシオンの世話全般を任されています。ですから、この時間も給料が出ているんですよ。あなたに楽しんでもらうことがシオンの意志であり、今日の俺の仕事なんで」

　つまり、これも仕事のうちということ？

　彼と心の距離が一気に開いた気がした。

「お礼は志遠さんに言うべき、ということでしょうか」

「そういうことです」

　さわやかスマイルでとんでもなくドライな返答をする。

　いや、ハイクオリティな護衛兼案内役をつけてもらえて喜ぶべきだろうか。お金は彼が管理してくれると言うし、安心してロンドンを歩けそうだ。

「今日一日、どうぞよろしくお願いします」

「こちらこそ」

　ダリルは景気よく返事をすると、底知れない笑みを浮かべてミルクティーを飲み干した。




　昨日、志遠さんが買ってくれた服の中から、落ち着いたアイスグリーンの一着を選んで着た。Ａラインのワンピースで丈は膝下まである。上品な丸襟がついていて、英国風お嬢様といった装いだ。

　せっかく買ってくれたお洋服なので、着ないのも申し訳ない。

　きちんとおめかしをして、私とダリルは志遠さんの家から少し歩いたところにあるカフェにやってきた。

「じゃあ、志遠さんとは学生の頃からのお付き合いなんですね」

「ええ。ひとつ後輩の俺をシオンはとてもかわいがってくれて」

　テムズ川が見えるオープンテラスで、コーヒーとクロドと呼ばれる甘々のクロワッサンドーナッツを食べながら和やかなひとときを過ごす。

　話題は志遠さんのことばかり。学生時代、志遠さんがいかに素晴らしく優秀な生徒だったかをダリルはとうとうと語っている。

「彼は本当にすごい人なんです。うちのスクールは貴族や金持ちの子息が通う排他的な学校だったので、他国籍の人間がいるだけでも珍しいんですが、その中でもシオンはとくに優秀な成績を修めていて――」

　イギリスの学校にも差別やいじめは存在するらしく、国籍が違う生徒や身分の低い家の子は蔑さげすまれることがあるらしい。

　しかし、勉強も運動も芸術もすべてに秀でた志遠さんは、疎外されるどころかみなの上に立ち、特待生として表彰され首席で卒業したという。

「――日本的に言うと、文武両道でしょうか」

「どちらかというと、智ち勇ゆう兼けん備びですかね」

　知らない言葉を使われ、思わず黙り込む。ダリルは私より日本語がお上手だ。

「親の影響力や家柄を笠に着て生意気な口を利く生徒もたくさんいる中、シオンは自らの手で栄光を勝ち取った、ということです」

　拳を握りしめうっとりと思い出に浸るダリルを見て、彼はよほど志遠さんを尊敬しているのだなと感心する。

　ここまで人の心を引きつけるなんて、騎士という称号は伊達ではないようだ。

「俺も一応貴族ではありますが、位で言えば下の方で。上の人間から見れば嘲笑の的だったりするわけです。ですが、シオンだけは俺自身を見てくれました」

　ダリルがふっと暗い顔を覗かせる。

　彼自身、階級や差別に苦しめられていたのかもしれない。だからこそ志遠さんが余計にまぶしく目に映るのだろう。

「まぁ、他にもいろいろと恩があって、彼の力になろうと決めました。半ば強引に個人秘書として雇ってもらって――」

「強引に？」

「シオンは実家に帰って家業を継げと言うんですよ。でも俺は恩返しをすると決めたので」

「それだけ深い恩を感じているんですね」

　私が微笑み返すと、ダリルは「ご理解いただけてうれしいです」とコーヒークリームがたっぷり載ったクロドを頬張った。

　私がチョコレートとクランチがトッピングされたクロドにかぶりつこうとすると、ダリルは携帯端末を取り出し、私に向けてタップした。

　ピロンという軽快なシャッター音が鳴る。

「ダ、ダリル!?」

「報告用です。イギリスを楽しんでもらっている様子をシオンに送ろうと思って」

　画面を見せてもらうと、テムズ川を背景に大口を開けた私が写っていた。

「……次はもうちょっとお淑やかなところを撮ってほしいです」

「ははは。善処します」

　休憩を済ませ、次に私たちが向かったのは、エメラルドグリーンのイメージカラーが世界的に有名な紅茶屋さん。

「お好きな茶葉はありますか？」

「ええと、ダージリンとかアールグレイなら聞いたことありますけど」

　曖昧な返答は紅茶初心者だとバレバレで、ダリルはこれ以上深く突っ込んでくることはなかった。

「ティーバッグの詰め合わせでもいいんですが、せっかくなのでリーフも試してみてください。今朝ミルクティーにしたのはキーマンです。アッサムもミルクに合うんですが、俺はこっちの方が好きなんですよねぇ」

「あ、これおいしそうです。オレンジペコって、オレンジの香りですかね？」

「今の発言が日本語で本当によかったです。恥をかかずに済みました。オレンジペコは茶葉の等級の名称です。オレンジの味はしません。柑橘系ならばこっち、アールグレイ。って、アールグレイは知ってたんじゃないんですか？」

　下手に口を出さない方がいいと悟り、私はダリルに全権を委ねる。

　彼は買い物慣れしているようで、店員に次々と茶葉の缶を持ってこさせた。

「これはちょっと買いすぎでは」

「シオンだったら全部一種類ずつ頼むと思いますよ」

　全部って、このたくさん並んでいる茶葉を全部？　まさかそんな――いや、昨日の志遠さんの買い方を考えると、あながち誇張とも言いきれない。

　購入後、大きなショップバッグを抱えた私をダリルが携帯端末でパチリと撮る。

　それから私たちは、ピカデリー・サーカスの賑やかな街並みを眺めたあと、エロスの像――正しくはアンテロス像というらしい――の前で記念撮影。

「ところで、ダリルってすごく日本語がお上手ですよね。勉強されたんですか？」

　日本人の秘書だから日本語が流暢でないと務まらないのだろうか？

　私が尋ねると、彼は「趣味のようなものです」と笑って答えた。

「シオンの母国語だからマスターしたくて勉強したんです。ネイティブに近づけるよう、何度か日本に留学して」

　おお、と私は感嘆の声を漏らす。ここまでくると、もはや熱狂的なファンといった感じだ。

　志遠さんが『信頼できる人』と形容していたのを思い出し、なるほどと思った。彼は絶対に裏切らなそうだ。

　おやつの時間には英国定番グルメ、ビッグサイズのフィッシュアンドチップスをいただき、お腹がぱんぱんに膨らんだ。

　最後はファブリック百貨店でお買い物だ。花柄やアールヌーボー柄などのプリントが世界的に有名なお店である。

　美しい色柄のテキスタイルに魅せられ、私はポーチやエプロンなど素直にほしいと思ったアイテムを購入した。

「志遠さんになにかお土産を買っていきたいのですが――」

　私が相談すると、ダリルに「シオンのお金なのに？」と返されてしまった。ごもっともだ。

「まぁでも、プレゼントで大事なのは、お金の出所よりも相手への気遣いでしょうから」

　気落ちした私を見かねて、ダリルはお土産選びに付き合ってくれる。

「志遠さんの好みがさっぱりわかりません……」

「衣類は固定のメーカーのものを使っているので、家に飾れるものや消耗品なんかがいいんじゃないでしょうか」

　そんなアドバイスを受けて、私はキッチン用品売り場に向かう。

「これなんかどうでしょう？」

　私が選んだのは、オレンジとグリーンが色鮮やかな花柄のマグカップ。女性的なデザインではあるが、優雅さと繊細さが志遠さんとよくマッチしているような気がした。

「いいんじゃありませんか？　いらないと言われたら、ヒメがもらってしまえばいいですし」

　身も蓋もないアドバイスに苦笑いを浮かべながら、私はマグをギフトボックスに詰めてもらう。

　志遠さんへのお土産代は、日本に帰ったらきちんとお支払いしよう。

　そして最後は、本日恒例となった店の前での記念撮影。

「Smile!」

　そう言ってダリルは私の肩を抱き、頬にちゅっと口づけた。

「ダ、ダリル!?」

「俺たちが仲良くしていないと、シオンも心配でしょう？　ほら、笑って笑って」

　そう丸め込まれ、私はダリルのハグに応じる。本当にこれを見て志遠さんは安心してくれるかな？　少々疑問ではあるけれど。

　私たちが志遠さんの自宅へ到着したのは夕方。

　夕食も外で食べるかと提案されたけれど、午後に食べたフィッシュアンドチップスでまだお腹がいっぱいだったので辞退した。

「今日は本当にありがとうございました」

　玄関を入ったところでダリルにぺこりとお辞儀をすると、彼はいえいえと謙遜しながらも、妙にかしこまって姿勢を正した。

「ヒメ。ひとつだけ約束してほしいんです」

「はい、なんでしょう？」

　神妙な顔で切り出してきたダリルに、私はきょとんと目を瞬く。

「シオンのことは、絶対に誘惑しないでください」

「ゆ、誘惑!?」

「ええ。シオンには婚約者がいますから」

「婚約者……？」

　昨夜聞いた話と違う。恋人はいないと、志遠さん本人が言っていたはずなのに。

「シオンに手を出さないでほしいんです。と言っても、ダメと言われれば言われるほど、やりたくなるのが人の性さがだと思うので――」

　ダリルがにっこりと笑みを浮かべて、私に詰め寄る。思わず数歩あとずさると、壁に背中がぶつかった。

「俺でよければ、お相手しましょうか？」

「へ？」

　ダリルはなにを言っているの？

　硬直していると、静かな住宅街に車のドアの開閉音が響いた。間髪容いれず玄関のドアが開き、甘くて深いチョコレート色のスーツを着た志遠さんが入ってくる。

「志遠さんっ！」

　志遠さんは私たちを見て、顔をしかめた。私が壁に押しつけられていたから、なにがあったのかと不審に思ったのだろう。

「お疲れ様です、シオン。今日はたっぷりとヒメをもてなしましたよ」

　ダリルはぱっと笑みを浮かべると、私の腰に手を回した。突然抱きつかれ、私はリアクションに困り果てる。

「その手を放せ、ダリル。彼女に触れるな」

　志遠さんの冷ややかな声が響き、私はびくりと肩を震わせた。

　反対に、ダリルは挑発するような笑みを浮かべている。

「俺がヒメと仲良くしているのを見て嫉妬ですか？」

「そうじゃない。彼女には恋人がいると話しただろう、配慮してくれ」

「それ、本当にただの配慮ですか？　急に女性を家に泊めるだなんて、いったいどうしたっていうんです？　まさか、あと腐れない女性を囲って遊ぼうと――」

　すると、志遠さんはこちらにつかつかと歩み寄って私の腕を取り、庇うように自分の背に置いた。

「誤解しているようだが、俺は陽芽と男女の関係ではない。そういうつもりで家に置いているわけでもないよ。困っているから助けただけだ。無駄に牽けん制せいなどするな」

「その言葉、ちゃーんと覚えておいてくださいね」

　ダリルはうれしそうに笑う。志遠さんからその言葉を引き出したかったのだろうか。

「シオンがお望みなら、帰国まで俺が彼女の面倒を見ますよ。明日は休暇でしょう？　わざわざ貴重なプライベートタイムを彼女に割く必要はないんじゃありませんか」

　しかし、志遠さんは「不要だ」と簡潔に断って、ダイニングルームに入っていく。

「陽芽の世話をするつもりがあるなら、不用意な行動を慎め」

「シオンが浮気などしないと誓ってくれれば、俺も誓ってヒメに手は出しませんよ」

　志遠さんはぴたりと足を止め、ダリルを睨みつける。

「ダリル。俺は縁談など受ける気はないと言っただろう」

　空気がピリッと張り詰め、ダリルの表情から笑みが消えた。

　志遠さんは奥の冷蔵庫からミネラルウォーターを取り出し、キャップを捻る。

「あの件は忘れろ。それに、何度も言うように、陽芽には恋人がいる。俺に手を出す権利などない」

「まるで出せるものなら出したいというような言い方をしますね」

「揚げ足を取るな」

　簡潔に言い放ち、志遠さんはミネラルウォーターを口に運ぶ。

　ダリルは無表情で志遠さんを見つめていたが、これ以上追及するのをあきらめたのか、ダイニングを出た。

　帰ろうとしているダリルに、私は慌てて声をかける。

「あの、今日はありがとうございました。ダリルの案内のおかげで、素敵な一日を過ごせました」

　ダリルは肩越しに振り向き、「Good night!」と手をひらひらさせた。そのまま玄関を出ていってしまう。

　妙な空気を引きずったままダイニングに戻ると、志遠さんはペットボトルを握りながら茫然とこちらを見つめていた。

「あれだけ、『志遠』と呼ぶのを拒んでいたくせに、ダリルのことはあっさり名前で呼ぶんだな。しかも呼び捨てで」

「え？」

　目を丸くしていると、志遠さんは真面目な顔をしてこちらに詰め寄ってきた。ダリルがしてきたみたいに、私を壁に押しつけ立ちはだかる。

「え、あの、志遠さん？」

「やはり陽芽は警戒心がなさすぎる。男が迫ってきたら、きちんと拒め」

　そう言って志遠さんが壁に手をつく。どうしたらいいのかわからなくて、私はじっと目の前の彼を見つめた。

　彼は私を睨んでいたが、目が合ってしばらく経つと、困ったように目を逸らした。

「……だから。拒めと言っている。練習だ」

「え？　あ、はい。でも、どうやって」

「嫌がるとか、突き飛ばすとか、いろいろあるだろ」

　私は思い切って、志遠さんの胸に手をあてて突き飛ばそうとしてみた。だが、意外と彼は力が強いらしく、びくともしない。

「もう少し力を出せ。こんなんじゃ男に襲われたとき抵抗できないぞ」

「えい！」

　思いっきり彼の両肩を突き飛ばしてみたけれど、反動で自分の背中が壁にあたり、痛いだけだった。

「あの、動かないんですけど」

　志遠さんが額に手をあてて嘆かわしげにつぶやく。

「もういい、やめろ。逆に相手を煽あおるだけだ……」

「はい？」

「なんでもない」

　志遠さんはいろいろとあきらめたらしく、私に背中を向けて距離を置き、ミネラルウォーターを一気に飲み干した。

　ふうと大きく息をついて気分を落ち着けると、くるりと振り返りいつもの表情を私に向ける。

「君の恋人について調べた。三積証券の山内大也だったな」

「あ、はい！」

　思わず志遠さんに詰め寄る。しかし彼は表情を険しくして、はっきりと言い切った。

「該当する人物はいなかった。全国の支社を、退職者も含め洗ってもらったが、君と同年代で山内大也という人間は存在しない。近い名前の人物にコンタクトを取ってみたが、君のことは知らないそうだ」

「え？」

　志遠さんの言葉の意味がわからず、私は声を詰まらせる。

「ええと、それは、連絡を取るのは難しい、ということでしょうか」

「そもそも、そんな人物が存在しているのかと聞いている」

　混乱してなにを答えたらいいのかわからない。

　幽霊とお付き合いしていたわけではあるまいし、存在しているに決まっている。だが、どうやって証明したらいいのだろう。

「なにか見落としがあったのでは。だって、全国って言ったらすごい人数でしょう？」

「それはそうだが」

　志遠さんは難しい顔のまま視線を落とす。ふたりの間に気まずい沈黙が流れた。

　ふと彼が思いついたかのように視線を上げる。

「陽芽。夕食は食べたのか？」

「ああ、ええと、おやつに食べたフィッシュアンドチップスでまだお腹がいっぱいで」

　ちょっぴり膨らんだお腹に手をあてると、志遠さんは「だろうな」と小さく笑った。

「あのフライ、君の顔より大きかっただろう」

　フィッシュアンドチップスを頬張る写真を見たのだろう、彼があきれたような声を上げる。

「軽く食べに行くか。飲む方をメインで」

「え？　今からですか？」

「パブに行くならこのくらいの時間がちょうどいいだろう。君の母も行っていたんじゃなかったか？」

　たしかに母は、休日になるとよく父と一緒にパブでビールを飲んでいたそう。

「それに、せっかくその服を着てくれたようだし」

　志遠さんは私が着ているアイスグリーンのワンピースを眺めて眼差しを緩める。

「とてもよく似合っている」

　甘い笑みで褒められ、たとえお世辞だとしても悪い気はしなかった。この服を着て彼と一緒に出かけてみたい、そんな気にさせられる。

「ぜひ、連れていってください」

　私が乗り気であることを確認すると、志遠さんは家の前に迎えの車を呼びつけた。

　連れていってくれたのはクラシックなイングリッシュパブ。

　もとは銀行だった建物をリノベーションしたというそのパブは、伝統的で気品漂う、大人の社交場といった印象の店だった。

「素敵なお店」

「気に入ってくれたならなによりだ」

　重厚なダークブラウンの木材と大理石を組み合わせた優雅な内装。昨日行った有名百貨店のように豪華な天井の装飾。これが英国流スタンダードなのだろう。

「ゴージャスなのに木であったかい感じ。歴史を感じるというか」

「ああ。日本と違って、この国は古く長く使われているものに価値が生まれる。ヴィンテージの文化だな」

「たしか、新築マンションより中古マンションの方が高いんですよね？」

「よく知っているな」

　これも母の受け売りだ。築百年以上の家というのもざらにあるらしい。

　もちろん補修は必要だけれど、構造自体長持ちする設計になっているし、地震などの災害が少ないことも背景にあるだろう。

「ビールは飲めるか？　甘いものの方がいい？」

「ビールも飲めますけど、甘い方が好きです」

「了解」

　彼が頼んでくれたのはサイダー。と言っても日本でいう〝サイダー〟ではなく、リンゴを発酵させたアルコール飲料、つまりシードルだ。

　彼は「これがイギリスの定番だ」と言ってエールビールを注文する。ひと口飲ませてもらったら、苦みが少なくコクがあって飲みやすかった。

　ふたり乾杯を交わしたところで。

「ひとつ、説教をしてもいいか」

　唐突に志遠さんが切り出したので、私は「は、はい！」と姿勢を正す。

「これはどういうことだ」

　そう言って差し出してきたのは、携帯端末のチャットアプリ。ダリルが私の頬にキスしている写真を見て、私は「あ」と声を上げた。

「いくら日本ではないとはいえ、軽々しく男とキスをするな。君の恋人が見たらどんな気持ちになると思う」

「す、すみません、軽率でした」

「……俺も腹が立った」

「え？」

　志遠さんが拗すねたように言って目を逸らす。どうして彼が腹を立てるのだろう。

　もしかして、軽々しい女だと軽蔑したのだろうか。

「けっして浮気心とかじゃ。その、志遠さんが喜んでくださるかと」

「喜ぶわけがないだろう！　どう考えればそうなる」

「私とダリルが仲良くしていれば、安心していただけるかな、と」

　ダリルの受け売りではあるがそう答えてみると、志遠さんは的外れだとでも言いたげに首を横に振った。

「余計に心配になった。むしろ煽られているのかと」

「煽る……？」

「なんでもない」

　志遠さんは苦虫をかみつぶしたような顔でビールを口に運ぶ。

「君の恋人はどんな人だ？」

　突然尋ねられ、私はグラスを持つ手を止めた。

「言っておくが、俗っぽい興味ではないからな。話の中に君の恋人を探す手掛かりがあるかもしれないだろう」

「ああ、なるほど」

　私は恋人――山内さんとの出会いを振り返る。まだたった二カ月前の話だから、どんな会話をしたか、はっきりと思い出せた。




　出会いは少々変わっていたかもしれない。

　残業を終えた私は、同僚の女性社員と一緒に会社の近くにある定食屋さんに立ち寄った。お互いお腹がぺこぺこで家まで我慢できなかったのだ。この時間から自炊するのもつらいので、食べていこうという話になった。

　食事を終え、帰ろうとしたときのこと。

『うわっ、まずい！　財布、落としたかも！』

　隣の席から激しく焦った声が聞こえてきた。

　そこに座っていたのはスーツ姿の男性ふたり組。私の隣にいた二十代後半くらいの男性がスーツの胸ポケットや腰ポケットをパンパン叩きながら財布を探している。

『え、マジで!?　俺、先輩の金、あてにしてきたのに』

『悪い。今だけ貸してくれない？　カードくらいあるだろ？』

『カードは持たない主義なんですよ。使いすぎちゃうから彼女に没収されて』

『じゃあ、会社の誰かに連絡して』

『早帰り日だし、みんな帰っちゃったんじゃないですか？　わざわざたかられる前提でここまで来てくれるようなお人よし、いませんよ』

　ふと、困り果てた男性と目が合う。『助けて～』という心の声が聞こえた気がして、思わず私は口を開いた。

『あの、お金、貸しましょうか？』

『ちょ、菊宮さん！』

　同僚に腕を掴まれ、ひそひそ声で注意される。『そんな怪しい男たちにお金を貸しちゃダメですよ』、『返してもらえないかもしれませんよ』、『新手のナンパじゃありません？』と必死に止められた。

　でも、ふたりともスーツを着ていて身なりもきちんとしているし、お金に困っているようにも見えなかった。

　居酒屋ならともかく、定食屋でナンパというのも珍しい。

『大丈夫ですよ、悪い人には見えませんし』

『菊宮さん優しすぎますよ～。私にはなにが大丈夫なのかさっぱりなんですけど～』

　そんな論争を経て、結局私はお金を貸そうと決め、彼らの分の飲食代を支払った。そこまで大きな額ではなかったし。

『本当にありがとう！　このお金は絶対に返すから！』

　そう言われて、私は財布を落とした彼――山内大也さんと連絡先を交換した。

　食事を終えたあと、同僚はあきれながら帰っていき、山内さんの後輩も『どうもすいませんでした、お金は山内さんから取り立ててください！』と頭をぺこぺこ下げて去っていった。

　私は山内さんとふたりきりになり、駅までの道のりを雑談しながら歩く。

『お財布は大丈夫でしょうか？　盗難届、出された方が……』

『俺、一度会社に戻って見てきます。もしかしたらデスクに置いてきたかもしれないんで』

　そう言って山内さんは、駅前にある高層ビルを指さした。大手企業のオフィスがたくさん入っている有名なビルだ。

『俺、三積証券で働いているんです。こんなこと言って、身元の保証になるかはわかりませんけど、怪しい男じゃないので安心してください』

　最初から疑っていなかった私は、くすくす笑いながら『はい』と返事をした。




　――ここまで話を聞いた志遠さんが「同僚の言う通りだ、君はお人よしすぎる。だいたい自分で『怪しい男じゃない』というヤツほど怪しいとは思わないか」とヤジを飛ばしてきたけれど、私はとりあえず話を続ける。




　結局、山内さんはお金を返してくれた。それどころか、次に会ったときはお礼と言ってご飯をごちそうしてくれた。

　優しくて、誠実で、いつもにこにこしている素敵な人――それが山内さんの印象だ。

『あの日、会社にお財布を忘れてよかった。菊宮さんと出会えたので』

　トラブルもいつの間にか素敵な出会いのきっかけに変わっていた。

　二回目のお食事の日、不意に彼が切りだした。

『菊宮さん。結婚って、ご興味あります？』

　突然結婚の話題を持ち出され、私はぽかんとする。

『お恥ずかしい話ですが、実は両親に結婚はまだかとせっつかれていて。俺ももう、今年で三十になるので』

　恥ずかしそうにぽりぽりと頬をかく彼。

　そうか、三十歳にもなるとご両親が心配するものなのね。

　私はすでに両親を亡くしているから、せっつかれはしないけれど、天国で『そろそろ結婚しなさいよ』なんて心配されているかもしれない。

『菊宮さん、もしよければ、俺と結婚を考えてみてくれませんか？』

『えっ、結婚ですか？　出会ってまだ一カ月しか経っていないのに』

『菊宮さんほど素敵な女性は他にいませんから』

『で、でも……』

　まだお互いのことをよく知らないのに、さすがに結婚は早いのではないだろうか。

　ためらっていると、彼は真剣な顔をして私の両手を握った。

『では、結婚を前提にお付き合いをしてはいただけませんか。きっと亡くなった菊宮さんのご両親も喜んでくださると思います。俺も両親を安心させたいし』

　お互いの両親のことを引き合いに出され、うっと言葉に詰まる。

　私が結婚をすれば、両親は喜んでくれるだろうか。山内さんのご両親も？

　彼はとても優しい人だ。誠実だし、立派な会社に勤めているし、拒む理由もない。

　みんなが喜んでくれるならと、私はその場で『はい』と返事をした。




　――またしても志遠さんが「ちょっと待て」と横やりを入れる。

「今のところ、強引に交際を押し切られただけに聞こえるんだが。恋人感もまったく感じられないが、男女の情事はこれからなのか？　あるいは、かいつまんだだけか？」

「情事というと、キスとかです？　いえ、そういうのは結婚をしてからでもいいかなって」

「キスもまだなのか？　おかしいだろそれは」

　志遠さんは不満なようだが、それは他人にとやかく言われることではないので私は気にせず話を続ける。




　山内さんは結婚の話をどんどん具体的にしていった。気が早いとも思ったけれど、彼があまりに楽しそうに語るので、次第にそれでもいいかなと思えてきた。

　ある日、彼が電話で結婚式場を探していると教えてくれた。

『せっかくだから豪勢な式を挙げたいんだ。菊宮さんに素敵なドレスを着せてあげたいし』

　そんなことを考えてくれていたのだと、私は携帯端末を握りしめながら彼の優しさを実感した。

『でもそのあと、家を買ったりすることも考えると、あまりお金を使わない方がいいかなとも思っていて。ケチな男でごめん』

　彼が申し訳なさそうに声のトーンを下げる。

　彼の言い分はもっともで、ケチだなんて思わなかった。『そんなことありませんよ、堅実なんですね』とフォローする。

『せっかくだから菊宮さんの晴れ姿をみんなに見せたいし、友達にも祝ってもらいたい。でも俺の給料だけだと、控えめな式にするしかないかなって』

　記念なのに、と彼は名残惜しそうに言う。

　私は『ふたりで働いているんですから、少しくらい豪華にしても大丈夫じゃありませんか？』と背中を押した。ここで節約して、あとで後悔したら悲しいもの。

　彼は『家のローンはすべて自分が組む。住居費は任せてもらって大丈夫だから、結婚費用の二百万円だけ用意してもらえないだろうか』と私に提案してきた――。




　と、最後まで話を終えたところで、志遠さんが「二百万!?」と珍しく取り乱した声を上げた。

「渡したのか、二百万を!?」

「まさか。そんな大金がぽんと用意できるわけないじゃありませんか。ひとまず百万を渡して」

「渡したのか……」

　志遠さんは沈痛な面持ちで額に手をあてる。

「おかしいだろう、いきなり大金を渡せって」

「住居代はすべて彼が持つと言ってくれてますし、私だって働いてるんですから、少しくらいは負担しないと」

　そうじゃなくて、と志遠さんは腑に落ちない顔でうなだれる。

「それ以前に、本当に大丈夫なのかその男は。双方のご両親に挨拶には行ったのか？」

「いえ、これからです。それに、私の方はもう両親ともに他界してますし」

「格好の餌食じゃないか」

　志遠さんはなにかを言いかけたが、ごくんとビールとともに飲み込み喉の奥へ流し込んだ。

「ちなみに、出会ってから百万渡すまで、何カ月だ？」

「二カ月くらいです」

「What a pillock……」

　志遠さんが英語でなにかをつぶやく。なんと言ったのかはわからなかったが、あまりよくない意味のような気がした。

「でも、私には家族が必要かなって思ったんです。他に身内もいませんし」

「陽芽……」

　志遠さんが深刻な顔で黙り込んでしまう。しまった、重い空気にするつもりはなかったのだけれど。

「まだ知り合って間もないですが、とても優しい人なので、素敵な家族が作れたらなって」

　志遠さんは腑に落ちない顔でビールを口に運ぶ。グラスを置くと、あらたまって私に向き直った。

「陽芽。君はその男の優しさが気に入ったと言うが、相手は君のどこが気に入ったんだ？」

「それは……」

　言われてみれば、山内さんは私のどこを見て結婚したいと思ってくれたのだろう？

「陽芽。優しいだけの男にはあまり期待しない方がいい。裏がある」

　重々しい声でそう言い置き、志遠さんはグラスを空けた。

「とにかく今は母親の孝行に専念するといい。その男の捜索は俺がなんとかしておく」

　引き続き山内さんを探してくれるようだ。私は「ありがとうございます」とお礼を言って、彼にならいサイダーを飲み干す。

　二杯目は彼と同じエールビールを頼んだ。母もかつて、これを飲んでいたのだと思うと、同じ感覚を味わえてうれしい。

「明日ならどこへでも付き合える。行きたい場所はあるか？」

　そう尋ねられた私は、ポケットからおずおずとメモの切れ端を出して、志遠さんに渡す。

「昔、両親が住んでいたアパートメントの住所です。返ってきたショルダーバッグのサイドポケットに残っていました。ここに行ってみたくて」

　自分でも調べてみたのだが、ロンドン中心部から北西にある場所で、志遠さんの家からもそう遠くない。

「今は別の人が住んでいるでしょうし、外から眺めるだけでいいです。どんな場所に住んでいたのか知りたくて」

「わかった。行ってみよう」

　翌日の目的地が決まる。私たちはビールとともに軽食を楽しんだあと、再び車を呼んで帰宅した。




　シャワーを浴びてひと息ついた私は、志遠さんに買ってもらったふわふわのガウンを羽織った。

　バスローブらしいのだが、素肌に着るのは気が引けるので、下にキャミソールとショートパンツを履いている。

　彼もシャワーを浴び終え、シャツと緩めのスラックスに身を包みリビングのソファに座った。

　頃合いを見計らい、私はお土産にと買った小箱を差し出す。

「これ。もらっていただけませんか」

　彼は少し驚いた顔で「俺にか？」と小箱を眺める。

「はい。感謝の気持ちを込めて」

　包みを開けると、オレンジとグリーンが色鮮やかな花柄のマグカップが出てきた。

　彼は少し不思議な顔をしながらも、マグをいろいろな角度で眺めて、最後にふっと息をつく。

「ありがとう。使わせてもらう」

「よかった。あ、お金は日本に帰ったらちゃんと払いますから！」

　慌てて言い添えると、彼はくすりと小さく笑って、ソファから立ち上がった。

「紅茶でも飲むか」

「でしたら、私たくさん茶葉を買ってきたので、ひとつ開けてみていいですか!?　気になる茶葉があるんです」

　私は客間に置いておいた土産の中からリーフ缶を取ってくる。

「オレンジペコって、オレンジ味じゃないらしいんですよ、知ってました!?　ってずっとイギリスにいる志遠さんなら知ってるか」

　私がセイロンのオレンジペコを持っていくと、彼は意表を突かれたのか、お腹に手をあててプッと吹き出した。

「――くく。あっははは」

　思いのほか笑われて、私は目をぱちぱちと瞬く。

「そんなことも知らなかったのか」

「そ、そこまで笑います!?」

　そりゃあ、幼い頃から英国に住んでいた彼にとっては常識的なことかもしれないけれど、と文句を言いかけて、私は「ん？」と眉根を寄せる。

　あまりにも笑い続ける彼を見ていると、それだけのことで笑っているとは思えない。

「君みたいな女性は、これまで会ったことがない」

「失礼な、そりゃあちょっとくらい抜けているところはあるかもしれませんが」

「自覚しているよりずっと陽芽は抜けているよ。まったく――」

　不意に志遠さんの手が伸びてくる。私の頭に触れてポンポンと跳ねた。

「放っておけないと思わせる、これは君の才能かもしれない」

「志遠さん？」

　彼にこうして頭をなでられるのは何度目か。不思議と気持ちが安らぐ。

　志遠さんはリーフ缶を受け取り一階のダイニングルームに向かった。

　大きな窓にカーテンはないが、木々と高めの塀が私たちの姿を隠してくれている。まるで箱庭のようだ。

　志遠さんとふたりきりの空間なのだと思いがけず実感する。なんだかとても穏やかな夜だ。

　志遠さんはキッチンに足を運ぶと、お湯を火にかけ、ティーポットの準備を始めた。棚からお茶請けとなるビスケットやクッキーを取り出す。

　こんな時間からティータイムとは、なんて贅沢なのだろう――少しだけうきうきした気分でお茶が入るのを待つ。

「ひとつ、聞いてもかまわないか？」

　リーフの香りを確かめながら、志遠さんが神妙な顔で切り出してくる。

「君のほしいものはなんだ」

「ほしいもの、ですか？」

　どうしてそんなことを聞いてくるの？

　不思議に思いつつも、世間話だろうかと素直に考えを巡らせる。

「とりあえず今の目標は、母への孝行ですかね」

「それはしたいことだろう。それに、これから叶う予定のものだ」

　それではダメなのかしらと、私は首を捻る。

　彼はティーポットに茶葉を入れながら質問を続けた。

「金、地位、名誉、宝石、土地、仕事、なんでもいい。なにかひとつ手に入るとしたら、君はなにを望む？」

　彼はティーポットにお湯を注ぎ、茶葉を開かせる。

　こぽこぽこぽ、とお湯を注ぎ終わると、音のないゆったりとした時間が流れる――まるで私に考える時間を与えてくれているみたいだ。

　お金、地位、名誉、宝石、とくにほしいとも思わない。

　現状無一文ではあるけれど、志遠さんが肩代わりしてくれている。これから必要になるものは働いてどうにかするだろうし。

「ほしいものなんてありませんけど」

「もう少し考えてから答えろ」

　却下とでも言うように、彼はティーストレーナーを使って茶葉をこし、マグカップに注ぐ。

　彼は私がプレゼントした花柄のマグを、私はもともとこの家にあったシンプルな白いマグを使う。

「揃いで買ってくればよかったのに」

　そう彼に言われて、私は「たしかに」と声を上げた。そうすればお揃いのマグで紅茶が飲めたのに。

「あ、ほしいもの、見つかりましたね」

「そういうことじゃない」

　志遠さんが嘆かわしげな顔でダイニングテーブルに紅茶を運んだ。

「ジャムを添えてロシアンティーにでもするか」

「イギリスなのに!?」

　談笑を交わしながら、彼の家に来て二日目の夜は更けていく。

　こんな経験ができるのだから、私はこれ以上、ほしがるものなどないくらい幸せものだ。










第四章　君は誰よりも俺のパートナーにふさわしい




　仕事中に陽芽の写真が――しかもとびきり笑顔のショットが――わんさか送られてきた。

　ふつふつと湧き上がる苛立ち。その表情があきらかに、俺がこれまで目にしたものよりも楽しそうで負けた気がしてくる。

　その笑顔が別の男に向いていると思うと、なぜだか無性に腹が立つ。

　今、彼女が着ているのは、俺がプレゼントした服。着てくれたのはうれしいが、隣にいるのが自分ではないのが口惜しい。

　しかも、よりにもよってそのワンピースか。清楚で愛らしいチョイスにいっそう焦燥する。こんな格好をしては余計に男が寄ってくるのではないか。

　極めつきにダリルから頬にキスをされている写真が送られてきて、思わず執しつ務む卓たくから腰を浮かせた。

　警戒心が足りなくはないか？　詐欺に遭い無一文になったばかりだというのに、出会って一日の男に気を許すなんて。それとも、彼のような男が好みなのか？

　いや、きっとダリルにしつこくされて、断れなかったに違いない。彼女はいかにもノーと言えないようなお人よしオーラが溢れ出ている。

　万一ダリルが本気になり、手を出したら――いっそう憂ゆう慮りょが増し、俺は深く息をついた。

　陽芽はどこか危うく放っておけない。庇ひ護ご欲よくなんて生易しいものではなく、気づけば仕事中も彼女のことばかり考えていた。

　これまで女性に付きまとわれて不愉快になったことはあったが、頭から離れなくて迷惑をこうむった経験は初めてだ。どう処理すればいいのだろう。

　そもそも女性のことを四六時中考えているという経験が、生まれて初めてだ。彼女が原因で仕事が手につかないとは、自分が情けない。

　親孝行のためにわざわざ異国の地を訪れ、全財産を盗まれ、絶望したかと思えば遺影が返ってきたと喜んでいる。楽観的で純粋で、母親思いの心優しい女性。

　食事中、テーブルに置いた遺影を見て、涙をこらえていたのを思い出す。

　こんな女性は見たことがない。他の女性にはないものを感じ取り興味を引かれ、わざわざ家に置いている。

　彼女でなければ、ここまで世話を焼いたりしなかっただろう。適当に金を渡し、ホテルに放り込んでおいたはずだ。

　最悪、翌日の航空チケットを手配してさっさと帰国させていたかもしれない。

　……わけがわからないな。

　彼女のことがさっぱりわからない。と同時に、彼女のことをここまで気にかけている自分自身がわからない。

　理解の及ばない事象は人間にストレスを与えるものだ。

　自宅に帰った俺は、陽芽に手を出そうとしていたダリルに、そして手を出されそうになっても抵抗ひとつしようとしない警戒心ゼロの陽芽に、苛立ちが抑えきれなくなった。

　まるで子どものようだ。騎士の名が聞いてあきれるな。

　なんとか平常心を取り戻そうと、俺は陽芽をパブに案内した。観光地としても有名で、イギリスらしい重厚な歴史を体感できる店だ。

　彼女は喜んでくれたようで、写真の中で見せていた笑顔を俺にも見せてくれた。

　ああ、彼女はこういう人だ。

　不思議と平静を取り戻し、彼女と冷静に向き合えるようになった。

『君の恋人はどんな人だ？』

　彼女の恋人には興味があった。彼女はどんな男を選んだのだろうと。

　勤め先の企業を完全に洗ったにもかかわらず、それらしい人物が見つけられなかったことも気がかりだ。その男は本当に実在するのだろうか。

　陽芽が見栄を張って嘘をついているのでは？とも疑ったが、彼女はそんなことをする人間ではなさそうだ。

　そもそも、陽芽に嘘はつけないだろう。つかれても一瞬で見破る自信がある。

　そして、彼女の〝自称恋バナ〟を聞いていくうちに、それは本当に恋人なのだろうか？という疑問が湧き上がってきた。

　百万渡したと説明されたところで、いやそれは詐欺だろうと確信めいた考えが頭をよぎる。

　――捜索範囲を広めた方がよさそうだ。これまでとは違った方面に。

　英国だけでなく、母国でも騙されているとは、なんて不運な女性なのだろう。

　あまりにも嘆かわしくて、額に手をあて『What a pillockなんと愚かなんだ……』と、学生時代には禁止されていた、らしくないスラングをつぶやいてしまった。




　俺やダリルが通っていたパブリックスクールは指折りの名門校で、現代では数少ない全寮制の男子校である。

　生徒のほとんどは貴族や資産家の子どもたち。俺とは格が違う。

　御子神家もここイギリスで事業に成功し、そこそこの名声と資産は持っていたが、それでも歴史ある名門校に招かれるほどの家柄とは言えなかった。

　なぜそんな場所に通えたかと言えば、俺の祖父が日本の政界に強い権力を持っていたこと、加えて、俺が特待生として招かれるに遜色ない学力を有していたこと、そしてなにより、祖父がスクールに多額の寄付金を支払ったおかげだ。

　当時、日本に住んでいた両親は、俺がひとり国を離れ寄宿学校に入学することを『かわいそうだ』と大反対した。

　しかし、祖父は自身の見栄と、イギリスで確固たる地位を築く足掛かりとするため、俺をひとり異国の地に放り出した。

　当時は詳しい事情など教えてもらえなかったが、祖父はたったひと言、『なにがあっても上を向いていろ』とだけ言い置き、俺をあの悪魔の巣窟へと送り込んだ。

　冷遇されるとわかっていたのだろう。英国貴族が成り上がりの日本人を歓迎するとは思えない。

　それどころか、古い世代の人間からしてみれば、第二次世界大戦で戦った忌まわしき敵国の人間。

　そんな偏見を持った祖父、祖母を身内に持つ子どもたちが、俺と手を取り合って学園生活を送ろうと考えるわけがない。

　だがそれ以上に俺を悩ませたのは、イギリスにおける後見人――ガーディアンの存在だ。

　現地の人間ではない俺には、ガーディアンが必須だった。引き受けてくれたのは、アルフォード伯爵家のアーサー。俺の学力を高く買ってくれたらしい。

　とんでもない大物の名前が挙がり、プレッシャーに押しつぶされる日々。彼に恥をかかせまいと、必死に勉強をした。

　そのかいあって、ほぼすべての学科で学年首位を修めた俺は、伯爵家のバックアップもあり、学園内で確固たる地位を築くことができた。幅を利かせる貴族たちを黙らせた功績か、気がつけば熱狂的な信奉者に囲まれていた。

　虐げられる側の生徒たちは、英国の閉鎖的な階級社会にうんざりしていたのだろう。

　爵位も英国籍も持たない俺が学園のトップに立つことは、彼らに輝かしいアメリカンドリームを提供したようなものだ。いや、アメリカではないのだが……。

　かくして無事寄宿学校を首席で卒業し、現地の名門大学に入学した俺は、経営学を学びＭＢＡを取得。御子神家の家業を継承後、経済的な貢献と、スクールへの寄付という社会的貢献が評価され、騎士という名誉を授かった。

　努力に裏打ちされた順じゅん風ぷう満まん帆ぱんな人生――ではあったのだが、一点だけどうにもならない陰りがある。自分の周りを取り囲む女性たちの存在である。

　パブリックスクールが完全なる男子校だったこともあり、卒業した俺は久しぶりに女性と交友を持つようになった。

　いかがわしいものではなく、純粋な〝交友〟――のつもりだったのだが。

　女性たちは俺と過ごした時間をなぜか逐一ＳＮＳに上げたり、周囲に報告をしたりと、奇怪な行動をするようになった。

　複数人での食事も、さもふたりきりで密な時間を過ごしたかのように吹聴された。

　ダリルいわく、マウンティングという行為らしい。なにがしたいのか、俺には理解しがたい。

　次第に見知らぬ男から、やれ「エミリーと付き合っているのか」だの、やれ「イヴリンに手を出すな」だの言いがかりをつけられるようになり、しまいには本気で付き合っていた女性から「浮気者！」と頬を叩かれた。

　面倒になった俺は女性と距離を置くようになった。

　騎士の称号を授与されてからは、いっそう女性から言い寄られる機会が増えたが、俺個人に興味があるというよりは称号や金銭面に興味があることは明白だった。

　周囲も結婚や縁談を言い出すようになり、勧められた女性と交流を持つこともあったが、心を許せるような相手とは出会えないまま、女性不信をこじらせたようなかたちになった。

　そんなときだ。母が病に冒されたのは。

　イギリスで生活していた俺は、日本で暮らす母とはそう頻繁に顔を合わせてはいなかったが、母は家族の誰よりも俺を愛してくれていると実感していた。

　俺が女性に辟易していると見抜いた母は、病床からこんな言葉をかけてきた。

『志遠にお嫁さんができるまで、生きてはいられなさそうだわ。ごめんなさいね』

『大げさだ。俺の嫁なんてどうでもいいから、早く病を治してくれ』

　生をあきらめたような母の物言いが嫌いだった。

　実際、母は自分の残された時間を正確に把握していたわけだが、その事実を認めたくなくて、俺は憎まれ口ばかり叩いてしまった。

『私はもう充分に生きた。充分に幸せなんだもの。だから、志遠さえ幸せになってくれればもういいわ』

『俺は充分幸せだ』

『志遠に〝この人がいないと生きていけない〟って思わせるくらい素敵な女性が現れるといいんだけど』

『信用できる女性を見つけられるよう、せいぜいがんばってみるよ』

　いつかは与えられた相手と結婚をすることになるだろう。とはいえ、それは形式的なものであり、母が言うような大恋愛は生涯ないと思っている。

　すると、母はベッドの上で青白い顔をしながらクスクスと笑った。

『志遠はなんでも完璧にできてしまうから、女性が必要だと考えもしないのね』

　俺がもっと不完全な人間だったなら、女性が必要だと思えたのだろうか。

　愛情に飢えていれば、愛を注いでくれる女性を選ぶだろうし、羨望がほしければ、見栄えのいい女性を連れ回そうとするだろう――なるほど、人間は自分に欠けているものを補完するためにパートナーを選ぶようだ。

　だとすれば俺は誰もいらない。

『志遠。あなたが女性を幸せにするのは簡単よ。でも、あなたを幸せにしてくれる女性はきっと少ない』

『他人に幸せにしてもらおうだなんて、考えてはいないよ』

『こう質問してみるといい。【あなたのほしいものはなんですか？】と。【なにもほしくない】と答えた女性が、きっとあなたを幸せにしてくれる』

　いったいどんな言葉遊びだろう。なぜ母がそんなことを言ったのか、言葉の裏にどんな意味があったのか、今でもわからない。

　小馬鹿にしながらも、俺は幾度かその質問を女性に投げかけたことがある。

　ひとりめはジュエリーと答え、ふたりめは車と答えた。他にも家や仕事と答えた女性もいた。

　だが、【なにもほしくない】と答えた女性はいまだひとりもいない。

　同じ質問を陽芽にするとは。俺はなにを考えているのだろうか。

　ただ、これまでの女性たちとは違う答えが返ってきそうで、ほんの少しだけ期待している。




　翌日、俺たちは軽い朝食を済ませると、陽芽の両親が住んでいたというアパートメントに向かった。

　車で行けば早いのだが、それでは味気ないからと、陽芽は自分の足で行くことを希望した。俺と陽芽は電車を乗り継ぎ、目的の住所に向かう。

「そういえばダリルって、志遠さんのことをものすごく尊敬していますよね。なんていうか、心酔みたいな」

「心酔、か」

　言い方は悪いが的を射ていて苦笑する。実際、ダリルは異常なまでの熱量を俺に向けている。

「ダリルは男爵家の生まれだ。貴族階級で言えば一番下だな。とくに彼の実家の家業は経営難で、所有していた土地もほとんど売り払い、没落寸前といった状況だった」

　俺は住所を確認しながら大通りを歩く。陽芽ははぐれないように俺のうしろにちょこんと寄り添ってついてきた。

「十四歳の頃、俺はダリルの実家との業務提携を父に提案した。諸費用や契約金を試算し、十年後には黒字に転換させるプランを作った」

「試算って、十四歳で、ですか？」

「さすがに父も驚いていた。俺が経営に興味を抱いたことがうれしかったんだろう、父はやってみろと言ってくれた」

　子どもの提案を真に受けて億単位の投資をするとは、正気の沙汰ではない。

　だが父は、たとえ黒字にならなくとも、俺に社会勉強をさせるために有益な投資になると判断したのだろう。

「結果八年で黒字にすることができた。ダリルの家も、今では経営が安定している」

「それで、ダリルは志遠さんをあんなにも尊敬しているんですね」

「ああ。俺に恩を返すと言って仕事を手伝ってくれている。俺は実家を継げと再三忠告しているんだがな。さぁ、ついたぞ」

　目的の住所にたどり着き、俺たちはそこに建っているアパートメントを見上げた。五階建ての、赤茶色い煉れん瓦がの建物だ。

　陽芽の両親が住んでいたのは、おそらく三十年程前だろう。アパートメントがまだ存在していたことにまず俺たちは安堵した。

　ここイギリスでは古ければ古いほど建物の価値が上がる。

　このアパートメントも年月を重ねてはいるものの、周りに比べればまだまだ若造、徐々に味が出てきたといった印象の佇まいだった。

「三階、東の一番端――あそこでしょうか」

「陽芽。そっちは西。逆だ」

　俺はそれらしき部屋の窓を指さす。当然、今は別の人間が住んでいるようで、窓から白いカーテンがかけられているのが見える。

「訪ねてみるか？」

「いえ。ここから見るだけでも、両親がどんな景色を見て生活していたか、わかりますから」

　そう言って、陽芽はアパートメントを背にして立つ。正面には緑豊かな公園。その奥には静かな住宅街が広がっている。

　両親がかつて見た光景を、想像しているのだろう。

「こんなところまで付き合ってくださって、ありがとうございました」

「これで本当に満足なのか？」

「はい」

　陽芽がこちらを向いて、眩しい笑みを浮かべる。

　ただ目的の家を探しあて、眺めを確認しただけ。だが、陽芽は満足したらしい。

　これでよかったのだろうか？　もっと他にできることがあるのではないか？

　もどかしさを感じながらも、その場をあとにしようとした。そのとき――。

『私の部屋になにか？』

　背後から声をかけられ、俺たちは振り返った。

　立っていたのは五十代くらいの女性。デザイン性の高いモードなワンピースにクラッチバッグを下げている。真っ赤なリップと大きなピアスが印象的だ。

　ふと横を見ると、陽芽が返答に困りあわあわしていた。

　英語で話しかけられたので、なにを言われているのか理解できなかったのだろう。

『失礼。以前、彼女の両親があちらの部屋に住んでいたそうなので。と言っても、もう三十年も前の話になるのですが』

　俺が英語で答えると、女性は目を大きく見開き驚いた顔をした。

『昔住んでいた日本人夫婦の娘さん？』

　どうやら彼女は陽芽のご両親と面識があるらしい。

　陽芽に近寄ってまじまじと見つめると『似ているような気がするわ』と言って口角を跳ね上げた。

　女性が友好的だったことに安堵し、俺はざっと事情を説明する。

　陽芽の両親はすでに亡くなっていて、彼らの思い出の地を訪ね歩いていること。

　バッグの中の遺影を見せると、女性は『まぁ……』と口もとを押さえて涙ぐんだ。

『まるで運命だわ。ついてきて。あなたに見せなければならないものがあるの』

　そう言って彼女は俺たちをアパートメントの中へ招く。

　きょとんとする陽芽に「見せたいものがあるそうだ」と通訳すると、瞳をきらきらと輝かせて女性についていった。

『私の名前はイザベル』

　自己紹介くらいは聞き取れたらしい、陽芽はたどたどしい発音で『I'm Hime Kikumiya』と名乗る。

　中は広めのリビングとダイニングキッチン、そしてベッドルーム。ふたり暮らしをするには充分な間取りだ。

　ちなみに、日本の家はウサギ小屋などと呼ばれているが、イギリスの住宅も他の欧米諸国に比べて狭い。

　なにより、ロンドンは物価の高さで有名である。

　陽芽の両親は、ここイギリスでそこそこ稼いでいたと思われる。ここはロンドン中心地から少々距離があるとはいえ、充分高級住宅街の部類に含まれる。

『あなたのご両親が素敵なリフォームをしてくれていたおかげで、私はそのまま使わせてもらっているの。ほら、見てこのキッチン』

　落ち着いた木製の調理台や食器棚は、アンティークのような味わいを放っている。

「素敵なお家」

　ぽつりと漏らした陽芽の感想を通訳すると、イザベルはにっこりと笑って陽芽をクローゼットに案内した。

『この家を買うことになったとき、あなたのご両親から譲り受けたものがあるの』

　そう言って見せてくれたのは、日本的な装飾金具が施された桐の衣装箱だ。

　イギリスでは滅多にお目にかかれないその箱を、イザベルはゆっくりと開け、中を見せる。

「これは――」

「わぁ……！」

　俺と陽芽は揃って感嘆の声を漏らした。

　入っていたのは、白いたとう紙にくるまれた着物だ。深い紅と黒の地色に、金や白の花々が描かれた、きらびやかながらも重厚な振袖だった。

『あなたのお母様からこの着物を見せてもらったとき、あまりの美しさに涙が出てしまったの』

　イザベルは当時からアパレルの仕事に就き、ファッションには人一倍敏感だったそうだが、本物の着物を目にしたのは初めてだったと言う。

　イザベルが感動に打ち震えていると、陽芽の母は『あなたにあげるわ』と言ったそうだ。これを日本まで運ぶのは骨が折れるから、と。

　それから『こんなにも喜んでもらえるなら、ぜひあなたに持っていてほしい』とも。

「これが母の着物……」

　陽芽はおそるおそる手を差し出し、指先で感触を確かめるように、着物の生地に触れた。

『今日、ヒメと出会えたのはやはり運命だと思うの。もしよかったら、あなたのお母様の形見の着物を持ち帰って』

　イザベルの提案を陽芽に伝えると、陽芽は驚いたように息をのんだ。目が次第に充血していく。

「でも、これはイザベルさんがもらったもので……」

『今思えば、これはヒメに向けたお母様からのプレゼントだったのではないかしら？　あなたが取りに来てくれてよかった。親子の絆を繋つなぐお手伝いができたのなら、うれしいわ』

　その申し出に甘えていいのか、困惑している陽芽の背中をそっと押す。

「イザベルはこれを運命だと信じている。彼女の気持ちに応えてはどうだ？」

「……まるで奇跡みたいです。母を知る人と出会えるなんて。しかも、母の着物まで」

　陽芽は心を決めたのか、イザベルの手を取った。

「Thank you so much. I'm so happy.」

　つたないがまっすぐな英語で伝えると、イザベルも涙目になって陽芽の手を強く握り返した。




　着物は後日、車で受け取りに行くことになった。

　アパートメントを出たあと、俺と陽芽はイザベルが勧めてくれたビストロノミーで夕食を取った。フレンチを英国流にアレンジしていて、肩肘張らずに目と舌を楽しませてくれるいい店だ。

「志遠さん。私、両親を知る人に出会えるなんて思ってもみませんでした」

「もちろん俺も想像していなかった」

　ふたりでワインを飲みながら、今日のドラマティックな出来事を振り返る。

「今日への布石と考えれば、俺たちが出会ったあのさんざんな一日も、意味があったのかもしれないな」

　陽芽との出会いのプロセスを思い出し、苦笑する。

　詐欺に遭い全財産盗まれたことは同情するが、そのおかげで得たものを思えば、そう悪くはない。

「ねぇ志遠さん。昨夜の質問、覚えていますか？　『ほしいものはなに』って」

「ああ」

「考えてみたんですけど、やはり今の私は幸運すぎて――」

　彼女は困ったように笑って、くしゃりと目もとを歪める。

「ほしいものなんて見つかりませんでした」

　彼女の返答にごくりと息をのむ。かつての母の言葉が脳裏をよぎり、背筋に冷たいような熱いような衝撃が走り抜ける。

　――【なにもほしくない】と答えた女性が、きっとあなたを幸せにしてくれる――

「……言葉遊びだ」

　思わず言い訳のようにつぶやいてしまう。

「なにか言いましたか？」

「いや」

　ごまかすようにワインを飲み干し、認めたくない感傷から目を逸らした。




　その日の夜。陽芽の恋人について調査結果が届いた。

　想像通りの報告に、俺は陰いん鬱うつなため息をつく。

　これを陽芽にどう伝えたらよいだろう。

　リビングのソファに座っていると、シャワーを浴びた陽芽が部屋着にガウンを羽織ってやってきた。

「志遠さん？　どうしたんですか？　変な顔をして」

　普段は割と鈍感な彼女だが、こういうときだけよく気づく。いや、気づかずにいられない表情を俺がしていたのだろうか。

「陽芽。落ち着いて聞いてほしい」

　陽芽を自分の隣に座らせ、ゆっくりと切り出した。

「君の恋人である山内大也のことだが。君が日本を発つ数日前、同姓同名の人物が検挙されている」

　彼女はきょとんとした顔で俺を覗き込んでくる。

「けん、きょ？」

「罪名は詐欺。複数の女性から結婚資金として数百万円だまし取っていたそうだ」

「え……」

　陽芽がかちんと凍りついた。

「身に覚えが……あるよな？」

　陽芽は茫然とした様子で「えっと」と困惑した声を漏らす。

「本当に、その人が、私の知っている山内さんでしょうか？」

「年齢や外見的特徴も一致している。なにより、詐欺の手口が君の話と一緒だった」

　俺は調査を依頼していた秘書から送られてきた写真を陽芽に見せる。

　彼女は言い逃れもできなくなり、血の気の引いた顔でこくりとうなずいた。

「私、こんなことにも気づかないなんて、最低ですね」

「陽芽？」

「相手のことを全然見ていなかったんだなって。山内さんは私のこと、なんとも思っていなかったのに、見抜けなかった……」

　騙されたと怒るわけでもなく、悲しむわけでもなく。

　淡々と自分を振り返り始めた陽芽に、責めることもできなくなった。

　本当は、結婚詐欺に騙されるなんて警戒心がなさすぎると叱ってやろうと思っていたのだが。

「君のそのすぐ人を信じるところは長所でもある」

　思わずフォローが口をついて出た。

　彼女はがくりと肩を落とし、茫然とした様子でつぶやく。

「相手が自分を好きか嫌いかも見抜けないなんて、さすがに情けないです……」

「仕方がないだろう。向こうは騙そうとしていた。悪意があったんだ」

　陽芽の『自分にも家族が必要だ』という焦りや、『亡くなった両親を喜ばせたい』という善意に付け込んだ卑劣な犯行だ。見抜けなくとも仕方がない。

「怒ってもいいんだぞ。君は騙されたんだから」

「怒りより、自分への失望が大きいです。騙されたのは私だし、人を見る目がなかったのも私ですから」

　騙されたショックを自分へのふがいなさに変換してしまったようだ。むしろ見ているこちらが悔しくなってくるほど、彼女の反応は潔い。

「早くわかってよかったのかもしれません。もし私が山内さんを大好きになっていたら、もっともっとつらかったと思うので。うん、きっとこれでよかったんです」

　彼女なりの納得の仕方をして、へらっと歪な笑みを浮かべてみせる。

「君は、どうしてそういう……」

　出会ったときもそうだった。詐欺に遭い全財産を失っても、自らの不運を受け入れ、早くも目の前にある幸運に目を向けていた。

　遺影を抱きしめ、戻ってきてよかったと笑っていた。パスポートやクレジットカード、携帯端末を失ったというのに。

「もっと落ち込んでもいいんだぞ。つらければ泣いても」

「ですが、母を失ったとき以上につらいことなんてありませんし」

　ああ、と俺は腑に落ちた。彼女は人生で一番つらく苦しい時間を乗り越えてしまったのだろう。だからこんなにも達観しているのか。

　だからって、騙されて心が痛まないわけではないはずだ。

　きちんと怒ってほしい。泣いて悔やんで、もう二度と悪あく辣らつな輩に騙されないように自衛の術すべを身につけてほしい。

「もっとしっかりしてくれ。きちんと人を疑って、自分を大切にしてくれよ。でなきゃ俺は――」

　心配で、君のそばを離れられないじゃないか。

　飛び出そうになった言葉に俺自身、ハッとさせられる。

　陽芽も思うところがあったようで、パチッと目を見開いた。

「志遠さん、わかりました。私がほしいもの」

「は？」

「人を疑う心がほしいです」

「そんなもの――」

　違う、そういうことではないと俺はかぶりを振る。

　そんな価値のないものをほしがらなくていい。猜さい疑ぎ心しんなんて望んで与えられるものではないのだから。

　俺は、他人を疑ってばかりで誰も愛せないがんじがらめの自分を省みて、彼女にはこうなってほしくないと切に願った。

「そんなもの、ほしがらなくていいんだ」

　仮に彼女が慎重で強い猜疑心を持つ人間だったとしたら、今日起きたような奇跡的な出会いは訪れなかっただろう。

　彼女の幸運は、その純真さゆえ。他人を疑わない清い心は、神から与えられたギフトだと思う。

「ありのままを受け入れる素直さが、君の唯一のよさだろう。そこを捨ててどうする」

「疑えって、今言ったじゃありませんか」

「君は疑わなくていい」

「な、なんでですか！　疑えって言ったり、疑うなって言ったり」

　すっかり混乱して、彼女は目をぱちぱちと瞬いている。

　無理もない、俺自身も混乱している。彼女の警戒心のなさがもどかしい一方で、そのまま、清く正しくあってほしいとも思う。

　しっかりしろと叱りたい反面、そのままの君でいてほしいと願っているのだから。

「君はそのままでいいんだ」

　自然と手が彼女へと伸びていた。その真っ直ぐな心を守ってやらなければ、そんな使命感に駆られたのだ。

　彼女の体をこちらに引き寄せると、なんの抵抗もなく自分の胸もとに収まった。

　ただ大きな丸い瞳が、どうしてだろうというように俺をじっと覗き込んでいる。

　相変わらず警戒心がまるでなく、まいってしまう。きっと俺を信じ切っているのだろう。悪いことはしない、下心などない、と。

　もちろんその通りで、彼女に害をなすつもりなどないが、今この瞬間、下心がまったくないかと問われれば嘘になる。

　純真で身も心も美しい彼女を抱きしめて守りたい、もうこれ以上誰にも傷つけられないように、自分の腕の中に閉じ込めておきたい――そう考えてしまうのは下心とは言えないだろうか？

「……疑う心が必要なら、俺がいくらでも補ってやる」

　彼女に欠落しているのは狡こう猾かつさ、そして疑い深さ。それならば俺があまりあるほど持っている。

「俺が君の代わりに疑ってやる。だから君はそのままでいろ」

　亡くなった母のために遠い異国の地までやってきた。そんな彼女を愛おしく思う。彼女の純粋な気持ちを大切にしてやりたい。

「私はこのままで、いいんですか……？」

　彼女はきょとんとした目で俺を見つめている。

　どうしたらいいのだろう、そんな顔をされて、あどけない表情に庇護欲がかきたてられる。

「ああ。そのままでいい。君はただ、この世界の美しさにだけ目を向けていろ」

　きゅっと彼女を抱いてみると、小さいと思っていた彼女の体はさらにか細く弱弱しくて、同時に柔らかく繊細さに満ちていた。

　胸に衝撃と痛みが走る。庇護欲だけではない、自分のこの醜く欲深い心は、それ以上のものを彼女に求めようとしている。

　彼女がほしい、自分のものにしたい。

　湧き上がってきたそんな衝動を、胸の奥に押しとどめる。

　陽芽に恋人がいないとわかった途端、愛を告げるなんて、卑怯だろう。弱った心に付け込んで自分を受け入れてもらおうなどとは。

「……君の心が癒いえるまで、俺が支えになる」

　自らの気持ちに蓋をして、それらしい理由をつける。

　彼女は素直に信じ、柔らかな笑みを浮かべた。

「志遠さんは優しいですね」

　違う、と喉もとまで出かかり、慌てて人のいい振りをする。

「言ったはずだ。君の面倒を見ると」

「じゃあ、私がイギリスにいる間は、よろしくお願いします」

　俺は答えることができず、沈黙した。彼女が帰国するまで、あと三日足らず。

　無事日本まで送り返せば、俺はお役御免。もう二度と会うこともないだろう。

　このままで……いいのか、俺は？

　予期せず気づいてしまった彼女への想いに、俺は戸惑いを隠して閉口した。




　翌日の土曜日。俺は仕事に向かい、陽芽の世話はダリルに任せた。

　ダリルには今度こそ陽芽には近づくなと念を押してある。陽芽の半径一メートル以内に踏み込んだ写真が送られてきたら即座に飛んでいくぞと。

　そのせいか、今日は陽芽単独の魅力的な写真がたっぷりと送られてきた。

　ロンドン観光を満喫しているらしく、陽芽はとびきりの笑みを浮かべている。

　夕べあんなことがあったにもかかわらず、忘れているのか、あるいは無理をしているのか――彼女のことが余計に心配になってくる。

　そして仕事への意欲はどんどん削がれていく。頭の中の九割が陽芽のことで埋まり、いかんせん平静でいられない。

　もうこれ以上チャットアプリは開かない方がいいだろう。執務卓に伏せて置いた。

「恋人以外の男にあんな顔をさらすとは、無防備すぎる」

　秘書が席を外している隙を見て、こっそりと嫉妬を爆発させる。

　陽芽の警戒心のなさは長所だ。ダリルをこれっぽっちも疑わず身を任せきっているのは、彼女のよさでもあるのだと、わかってはいるのだが。

「ダリルが陽芽を襲うことはない、とは思うが――」

　やはり心配なものは心配だ。ダリルではなく日本語のできる女性秘書を護衛につけた方がよかったか？

　だが女性ふたりというのも、それはそれで心配だ。いざなにかに巻き込まれたときのためにも、男の力があった方がいい。そうするとやはりダリルが適任となる。他の男では、陽芽にちょっかいをかける可能性が増す。

　ダリルの場合、陽芽への下心があるわけではなく、俺を牽制したいだけなのだろう。

　彼は彼で純粋だ。俺を思い、条件のいい縁談を勧めてくる。

　俺の目を縁談に向けさせるために、あえて陽芽に近づき親しい振りをして俺を欺こうとしたのだろう。自分が先に陽芽を誘惑してしまえばいいとでも思ったのかもしれない。

　だが、その目もく論ろ見みは見事に外れ、むしろ俺の想いを陽芽に引きつけてしまったのだから皮肉なものだ。

「彼女への下心などなかった。少なくとも、家に招いたときは」

　それがいつ変わってしまったのか。あるいは、気づかなかっただけで、最初から女性として見ていたのか。

「……それが愛だと気づいたところで、どうしたらいい」

　口にすればいっそう想いは募るもので、触れたい、そんな衝動に駆られ自らを制御する自信を失くす。

　雪崩のように押し寄せてくる感情は、これまで恋愛をまともにしてこなかった反動だろうか。

「俺はなにがしたいんだ」

　昨夜、陽芽との触れ合いの中で、予期せず自分に足りないものを自覚した。

　他人を信じるまっすぐな心、純真さ。今ある幸せを尊ぶ謙虚さ。

　これらは俺がどう努力したところで得られないものだ。他人を信じよう、そう心がけた瞬間、その根底にはすでに疑心がある。

　足りなければ補えばいいという頭が働いてしまう俺には、足もとにある幸運に目を向けることはできないだろう。きっといくつものささやかな幸せを見逃して生きてきたに違いない。

「陽芽は、俺にはないものを持っている」

　俺はどんなに努力をしようが、彼女のようにはなれない。なる必要もない。そもそも、完璧な人間などこの世には存在せず、足りないものは人とのかかわりの中で補い合っていくのが真理だ。

　人間は自分に欠如しているものを補完するためにパートナーを選ぶ――それはかつて自分で導きだした答え。

　その理論でいけば、彼女は誰よりも俺のパートナーにふさわしい。

　俺は携帯端末をそっと手にとり、ダリルとのチャットアプリを再び開いた。

　予想通り、陽芽の写真が並んでいる。笑顔のものもあれば、少々憂いを帯びた表情のものもある。やはり昨夜発覚した、恋人が詐欺師だった件を気に病んでいるのか。

　……心配だ。陽芽は自覚こそないが、傷ついている。精神的ケアをきちんとしてやるべきだった。

「――社長？　どうかなさいましたか？」

　執務室に戻ってきた秘書が、携帯端末を前に真剣な顔をする俺を見て眉をひそめる。

「……所用ができた。車を回してくれるか」

　秘書は慌てて電話をかけ車を手配する。俺は席を立ち、コート掛けにあるジャケットを手にした。

「夕方の会議までには戻る」

「承知いたしました」

　俺ははやる気持ちを抑え執務室を飛び出すと、地下駐車場に向かった。

　地下エントランスの出口にはすでにハイヤーが待ちかまえている。俺は後部座席に飛び乗り、運転手に行き先を指示した。










第五章　触れ合う温もりで愛を確かめて




「ヒメ？　大丈夫ですか？　ヒメー？」

　ダリルが私の前で手をパタパタと横に振った。

　ティーカップを口に運びながらぼーっとしていた私は、我に返って目線を上げる。

「大丈夫ですか、ヒメ。かなりきてますねー」

「ご、ごめんなさい」

「いえいえ、誰でもそうなりますよ。恋人が詐欺師だったんでしょう？」

　ダリルのストレートな物言いに、私は思わず笑顔を引きつらせる。

　山内さんとはまるでお見合いしたてのような関係だった。お互い手探りで、恋愛感情がまだ生まれてなかったのだと思う。

　だから、失恋したというショックは驚くほど薄いけれど、ずっと騙されていたという事実は胸をえぐった。

　なにより、好意がゼロだったと気づけなかった自分がひどく情けない。

「優しい人だと思っていたんですが」

「優しくするだけなら誰だってできますよ。ほら、俺だって」

　ダリルがひょいっと肩をすくめる。そう言えばダリルは、お金をもらっているから親切にするだけだと最初からはっきり言ってくれたっけ。

「それでもダリルには感謝してますよ」

「そういう甘々なところが騙されちゃう原因なんじゃないんですか？　ヤケ酒でもしてみたらどうです？」

「味わわないとお酒がかわいそうです」

「お酒より自分に同情した方が。あなた、けっこうかわいそうな人ですよ？」

　そうか、私はかわいそうな人に見えているのか。

　志遠さんもすごく心配してくれているようだった。

　てっきり『警戒心が足りない！』と叱られるかと思いきや、彼はむしろ私以上にしょげてしまい『君のそのすぐ人を信じるところは長所でもある』だなんて真しん摯しに慰められてしまったくらいだ。

　志遠さんは頼もしく見えて、すごく繊細なところがある。彼の気遣いを見ていればなんとなくわかる。

　だから、きっと私の分まで傷ついてくれたのだろう。

　でも私は悲しむよりも、相手の気持ちにまったく気づかなかった自分の鈍感さにあきれている。

　イギリスだけでなく日本でも詐欺師に騙されていただなんて、情けなくて天国の両親に顔向けできない……。

「シオンに写真送りますから、今だけスマイルくださいねー」

　そう言ってダリルは携帯端末をかまえた。

　私はテーブルに置かれている三段のケーキスタンドに頬を寄せて、にっこりと微笑んでみせる。今、私とダリルは、高級ホテルの中庭でアフタヌーンティーを楽しんでいるところだ。

　志遠さんが気を遣って観光を勧めてくれたのだから、精いっぱい楽しまなければ失礼だ――と理解してはいるものの、なかなか切り替えられずにいる。

「また新しい恋人を作ればいいじゃありませんか。ヒメはかわいいので、きっとすぐに素敵な男性と巡り合えますよ」

「ありがとうございます、ダリル。あの、志遠さんには、私は元気で全然落ち込んでないって報告してくださいね？」

「了解しました。大丈夫ですよ、今日も素敵な笑顔がたくさん撮れていますから」

　そう言って携帯端末の画面を見せてくれる。

　今日も写真の中の私は笑顔で幸せそうだ。この表情を作り出してくれた志遠さんには頭が上がらない。

「こんなによくしてもらって。私、志遠さんにどうやってお返しすればいいんでしょう」

　ぽつりと漏らすと、ダリルはにっこりと微笑んだ。

「存分にロンドンを満喫して帰国してください。シオンのことはいい思い出に。それが彼の望みです」

　胸の奥に山内さんのこととはまた違った嫌なもやがかかり、私はきゅっと手を握りしめる。

　明日はアルフォード伯爵家のパーティーだ。それが終われば、翌日には帰国する。

　それなのに、志遠さんが『君はそのままでいいんだ』と言って優しく抱きしめてくれたことが忘れられない。

　自分を肯定してくれたその言葉は、結婚詐欺に遭ったことなど頭からすっぽり抜け落ちてしまうくらいうれしかった。

『君の心が癒えるまで、俺が支えになる』――まるで愛をささやかれたかのようで、ふわふわしてしまったのは自分だけの秘密だ。

　あんなに麗しい英国紳士に『支えになる』なんて言われたら、ドキドキしてしまうのも仕方がないだろう。

　ときめいただなんてちょっぴり軽率かもしれないが、胸の内にしまっておくので許してほしい。

　でも、その言葉が効力を持つのはロンドンにいる間だけ。今日を含めてあと三日だ。

　そう思うと、少しだけ寂しくなってしまう。

「……もちろん。満喫させてもらっています」

「それはよかった」

　ダリルは人好きのする笑みを浮かべて、ケーキスタンド下段のスコーンに手を伸ばした。私も気持ちを切り替えるべく、タルトを口に運ぶ。

　アフタヌーンティーを堪能し終える頃。ふとホテルの入口からこの庭園に向かって、スーツ姿の男性が歩いてくるのが見えた。

　背が高くすらっとしていて、気品漂う立ち姿は志遠さんにそっくりだ。少しだけドキリとしてしまう。

　それどころかさりげなくチェック柄が施されたチョコレートブラウンのスーツは、彼が今朝着ていたものにそっくり――って、あれ、本物の志遠さんじゃない？

　茫然と目で追いかけていると、思い詰めたような顔をした志遠さんが私たちの前までやってきて足を止めた。

「志遠さん？」

　こんなところにどうして彼が。ダリルも驚いたようで、目を大きく見開いてチェアから腰を浮かせる。

「シオン！　どうしてここに？」

「ダリル、すまない。少しだけふたりきりにしてもらえるか。陽芽に話がある」

　ダリルは愕がく然ぜんとしていたけれど、志遠さんの顔つきが真剣なものだと気づくと、黙って席を外した。

　志遠さんは隣のチェアに腰かけ、私に向き直る。

「陽芽」

　はっきりと名前を呼ばれて、私はびくりと肩を震わせた。

　仕事中だったはずなのに、突然こんな場所までやってきてあらたまって話だなんて。

　いったいなにを言われるのだろう。なんだか怖い。

「俺は昨夜、君の支えになると言ったよな」

「はい……」

「君は『イギリスにいる間は』と解釈した」

「ええ」

　話の先がさっぱり見えなくて、膝の上で手をにぎる。もしかしてお説教？

　すると、志遠さんは真摯な表情であらたまって私に向き直った。

「姑息な言い方をしてすまなかった。あの言葉は忘れてほしい」

「え」

　ときめいた台詞を真っ向からなかったことにされ硬直した。

　しかし、傷つく間もなく志遠さんは衝撃的な言葉を紡ぐ。

「イギリスだろうと日本だろうと関係ない。俺は君を支えたい。いや、俺を支えてほしい。俺の欠けた部分を補えるのは、君しかいないんだ」

　予想外の言葉に頭が完全にフリーズして、目をぱちぱちと瞬いた。

　昨夜は、私を支えてくれると言っていた。それが、今度は支えてほしいとは。いったいどんな心境の変化が？

　そもそも、いつでもスマートでパーフェクトな彼に、私が支えられるところなどある？

「あの、言っている意味がよくわからないのですが……」

　すると、志遠さんは私の手を取り両手で握り込んだ。椅子から腰を浮かせ、中庭のタイルの上に膝をつく。

「し、志遠さん!?」

　私が慌てて声を上げると、彼はひざまずいたまま意志の強い眼差しを私に向けた。

「あらためて頼みたい。俺のパートナーになってくれないか」

「は？」

　頭の中がさらに真っ白になる。パートナーってなに？

　普通に解釈すれば、『ビジネス的なパートナー』や『ごく近しい友人』、『恋人』にあたるのだろうが、私と彼が一緒にビジネスをするなどあり得ないし、友人と呼べるほど対等な関係でもない。

　文脈的には『恋人』に取れない気もしないが、彼が私に交際を申し込むだなんて天地がひっくり返ってもありえないだろう。

　パートナーって他に意訳があったかしら？　もしかして、イギリス英語にはなにか特別なニュアンスが？

「……その、私はこれから日本に戻りますし、志遠さんはイギリスでお仕事をされるんですよね？　私が力になれることって、あまりないような気がするんですが」

　志遠さんの顔色をうかがいつつ尋ねてみると、彼は私の手を唇に運んで、薬指に優しくキスを落とした。

「俺が君とともに日本へ行く。日本で一緒になってくれ、陽芽」

　んん……？

　彼の言葉が咀そ嚼しゃくできず、沈黙してしまう。

　一緒になってくれって、まるで結婚してほしいと言っているように聞こえるのだけれど。

　彼は旧財閥の家の跡取り息子で、英国王室から騎士の称号を授かった人間。こんな高嶺の花のような人が、私に求婚なんてするわけ――。

「――ひとつ伺ってもよろしいでしょうか」

　私はおずおずと彼に尋ねる。

「志遠さんは、私のことをどう思ってらっしゃるんでしょうか？」

　すると、志遠さんは熱のこもった目でじっと私を見つめた。

「この出会いは運命だと確信した。突然こんなことを言われて、信じられないだろうが――愛している、陽芽。俺の気持ちに応えてほしい」

　あまりにも英国騎士らしい情熱的な告白にくらくらした。

　本当に彼は志遠さんだろうか。彼の皮をかぶった詐欺師では？

「……少し、考える時間をください」

　奇しくも私は生まれて初めて人を疑うことを覚えた。




　とびきり情熱的な愛の告白を終えたあと。

「困らせてすまなかった。ただ、俺の気持ちが陽芽にあることだけは知っておいてほしい」

　そう言って私の手の甲に騎士然としたキスを落とすと、志遠さんは仕事に戻っていった。

　入れ替わりで仏頂面のダリルが席にやってくる。

「なんなんですか、今の。ずいぶん親しげに話されてましたけど、どういうお話を？」

　志遠さんが私の前にひざまずき、手に口づける様子を見ていたのだろう。違うと言ってほしい、そんな表情で尋ねてきた。

「私にもさっぱり」

「は？」

　うまく言葉にできず――いや、言ってもわかってもらえないだろうとあきらめて説明を放棄する。

　アフタヌーンティーのあと、私は観光をやめて早々に志遠さんの自宅に戻った。というのも、志遠さんが去り際に、目を疑いそうになるほど頬を染めて『君がダリルと一緒にいると思うと、仕事が手につかない』と漏らしたのだ。

　初めて見た志遠さんの拗ね顔に、とにかくどうにかしなくてはと考えを巡らせた。

　結果、ダリルに『ちょっと疲れたので家で休ませてください』とお願いした。

「体調、大丈夫ですか？」

「はい。少し疲れただけで」

「毎日、ずっと忙しなく観光してましたから、疲労がたまったんでしょう。少し休むといいですよ」

「お気遣い、ありがとうございます。明日もありますし、今日は家でのんびりさせてもらいます」

　すると、ダリルは不服そうに顔をしかめた。

「シオンはあなたをアルフォード伯爵家のパーティーへ連れていくつもりだそうですね」

　私が「はい」と答えると、彼は大げさに顔を覆う。

「どうしてそんな大切な場に、あなたを……」

「大切な場――ですか」

「日本人のあなたにはわからないと思いますが、伯爵家に招かれるというのはとても名誉あることなんです」

　刺々しいダリルの言葉に私はごくりと息をのむ。彼が怒りをあらわにするなんてよほどだ。

「しかも、エレノア様の生誕パーティーだっていうのに」

「エレノア様？」

「シオンの婚約者ですよ」

「それは……」

　たしか以前、志遠さんは『縁談など受ける気はない』と言っていたけれど、その相手が『エレノア様』？

　だとしても、本人が受ける気のない縁談をダリルがここまで勧めるのはどうしてなのだろう？

「エレノア様は、伯爵家の長女なんです。エレノア様とシオンが結婚すれば、伯爵家と強い繋がりを持つことができる。今後英国で経済活動するにあたって大きな推進力となるでしょう」

　つまり、伯爵家とのコネクションを作るための政略結婚ということだろうか。

　きっとダリルは志遠さんのためを思い、結婚を勧めているのだろう。

　しかし当の志遠さんは、アーサーが持ってきた縁談はすべて断ったと言っていた。

　エレノアさんとの婚約もすでに断ったのではないだろうか。

「志遠さん自身は、あまり結婚に前向きでないのでは……」

　私の言葉を聞いたダリルは、ぎりっと歯を食いしばりこちらを睨んだ。

　触れられたくなかったのだろう。「早く休んだ方がいいですよ」と客間のベッドに押し込まれてしまった。

　しばらくはおとなしく寝たふりをしていたが、ダリルが帰宅したのを見計らって、私は部屋を出た。リビングで志遠さんの帰りを待つ。

　リビングには読み物がたくさん置いてある。ビジネス書のような小難しい本は書斎で、ここにあるのは写真集や雑誌などカジュアルなものばかりだ。英語のものも日本語のものも両方あって、どんなに眺めていても飽きることがない。

　――はずなのだが、おもしろそうな雑誌を開いてみても、内容がちっとも頭の中に入ってこなかった。昼間、志遠さんに言われた言葉がずっと胸に引っかかっていたからだ。

『日本で一緒になってくれ、陽芽』

　あれは告白というよりも、求婚なのよね？

　現実から目をそむけるかのように他の解釈を考えてみるけれど、どんなに深く悩んでも思いつかない。あれはきっとプロポーズ。

　かといって、あんなにも素敵な人に求婚されるだなんて、やっぱり信じられない。なにかの間違いではないかと疑ってしまう。

　日が落ちてすっかり暗くなった頃、志遠さんは帰宅した。

「おかえりなさい」

　そう言って雑誌をローテーブルに置くと、志遠さんは立ち上がろうとする私を制止し、神妙な顔で隣に座った。

「悪かった。閉じ込めるような真似をして」

「え？」

「俺がわがままを言ったから、君は自宅にこもりダリルを遠ざけてくれたんだろう？」

　志遠さんが申し訳なさそうな顔で覗き込んでくる。私は慌てて「そんなんじゃ」と首を横に振った。

「その、ゆっくり考える時間もほしかったですし」

「考えはまとまったか？」

　優しく尋ねられ、つい目を逸らしてしまう。

　彼を目の前にすると、余計にわからなくなってくる。こんな人の隣に並ぶのが自分で、本当に大丈夫なのだろうか。

　すると、志遠さんは私の左手を持ち上げて指先を絡めた。突然のスキンシップに思わず顔が熱くなる。

「志遠さん、なにを？」

「わからないなら確かめればいい。触れれば、はっきりするはずだ」

　そう言い添えて、私の手をぎゅっと握った。

　指と指の間に高めの体温が流れ込んでくる。私より太く長く骨ばった彼の指。強く握り込まれ、私は考えるどころではなく、むしろ平静を失いそうだ。

　それ自体が答えなのかもしれない。私は志遠さんに触れられると、ドキドキしてまともじゃいられなくなる。

「なにかわかったか？」

「緊張して、考えるどころでは」

「シンプルに考えればいい。触れられて嫌か、嫌じゃないか。このまま触れていたいか、いたくないか」

　そう言って、端正な顔を近づけてくる。額と額がぶつかって、こつんと小さく体が揺れた。

「俺は、ずっとこのままでいたいと考えている。やはり君でなくてはダメだ。本能が君だと告げている」

　情熱的な言葉で訴えられ、きゅっと目をつむる。志遠さんは素敵な人。どうあがこうと、その事実は揺るがない。

「陽芽は？　嫌がりもしないし、喜んでもいないようだが。やはり俺では、君を満たせないのか？」

「そんなんじゃ。ただ、その、実感がなくて。いったいなんの冗談かと」

「俺の言葉を疑っているのか？　あれだけ騙されやすい君が、なぜ俺のことだけ疑うんだ」

　絡めた手をソファの背もたれに押しつけられる。それだけで息が詰まりそうなのに、顔が近すぎてどこに目を向ければいいのかわからない。

「志遠さんには騙されたくないですし」

「あの結婚詐欺師には騙されてもかまわないくせに、俺はダメなのか？」

「だって……志遠さんに騙されたら、きっとつらいので」

　信じてしまった分だけ、深い傷を負いそうで怖い。

　裏切られることに恐怖を感じ、だったら信じない方がいいのではないかと疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥る。

　こんな気持ち、初めて知った。本当に大切なものは、失うのが怖いのだ。

「陽芽は底抜けに単純で、人の言葉をすぐ信じる人間なのだと思っていたが――どうやら違うようだな」

　彼は指を解き、少しだけ体を離してくれる。やっと呼吸ができるようになって、少しずつ息を吐き出した。

「臆病なところもあるみたいだ」

　志遠さんはゆったりと微笑むと、私の頬に人さし指を滑らせた。

「夕食はまだだろう？　外で食べるか？　疲れているなら、デリバリーを頼むが」

　ごく普通の質問なのに、どこか熱を孕はらんだ声。ドキドキが収まらず、いつも通り頭が回らなくなり「ええと……」と返答に困る。

「志遠さんは、どちらが――」

「陽芽が決めてくれ。俺はいつでもなんでも食べられる」

「じゃあ、デリバリーを。海外も日本と同じように家まで持ってきてもらえるんですか？」

「ああ。星付きのレストランの料理を運んでもらおう」

　志遠さんが頼んでくれたのは、自宅で高級な料理が楽しめるハイエンドデリバリー。

　ゆったりできるようにと、ダイニングではなくリビングのローテーブルに食事を並べた。

　いつもはソファに向き合って座るのに、今日はなぜか隣り合っている。

「陽芽。ローストビーフは食べたか？　君は細いんだから、もっと赤身を食べて栄養を摂った方がいい」

　そう言ってフォークにローストビーフを刺し、私の口もとに持ってきてくれる。

　急に甘やかしすぎではないだろうか？　途端にかいがいしく面倒を見てくれるようになった志遠さんに、たじたじになってしまう。

「志遠さんは、女性とお付き合いするといつもこうなんですか？」

　尋ねてみると、彼は緩く笑みをたたえた。

「過去の女性のことを口にするなんて、陽芽はデリカシーに欠ける」

「す、すみません……」

　思わず謝ると、志遠さんは余計に笑みを深くし、目を細めた。

「初めてだ」

「え？」

「こんなことをするのは――したいと思ったのは、陽芽が初めてだ」

　そう言って私の唇の端についたソースを親指で拭き取りぺろりと舐める。

　やはりこれは夢ではないのだろうか？

　一生分の猜疑心を使い果たしたような気すらした。




　翌日。アルフォード伯爵家のパーティーに出席するために、志遠さんは私をサロンに連れていった。エステをしたあと、夕方のパーティーに向けてヘアメイクを整えてくれると言う。

　志遠さんが用意してくれた服を見て、私はつい大きな声を上げてしまった。

「志遠さん、これって……！」

「ああ。イザベルから受け取った着物だ」

　紅と黒のグラデーションがきらびやかな振袖。まだ袖を切っていなかったようで、今の私にちょうどぴったりだ。草履やバッグは志遠さんが揃えてくれたのだろう、着物の色に合う上品な金色だ。

「着物姿の陽芽をアーサーに見せてやりたい」

「そのまま着られるでしょうか？」

「親子なんだ、そこまで体形は変わらないはずだろう」

　遺影の母を見て、私とそう変わらないと踏んだのかもしれない。それに、着物はドレスと違ってサイズに融通が利く。

「着付けや髪結いができるスタッフを呼んでおいた。君はまずエステを楽しんできてくれ」

　そう言って連れていかれたのはヘッドスパとフットマッサージ、ネイルケアのトリプルコンボ。三人のスタッフに頭、手、足を同時にほぐされ、優雅なひとときを味わった。

　エステのあとはヘアメイク。着物に合う艶やかな紅のリップをひく。

　アイメイクはブラウンとピンクのグラデーションにボルドーのマスカラ。洗練されていてヨーロッパらしさも感じる、スタイリッシュな仕上がりだ。

　髪を編み込んで結い上げ簪かんざしを挿し、最後に着付けをお願いする。

　母の時代の着物に現代メイクを合わせたせいか、和洋折衷の幻想的な和装に仕上がった。

「美しいよ、陽芽」

　志遠さんが表情を甘くして褒めてくれる。

　そんな彼は上品なブラウンと引き締まったボルドーの組み合わせがエレガントなグレンチェックのスーツを着ていてとびきり紳士的だ。

　英国らしいコンケープド・ショルダーのジャケットは、肩先が高くなっておりクラシックなシルエットを作り出している。

　前髪を分けサイドに流し、髪型もいつも以上に男の色気に満ちていた。

「志遠さんこそ……素敵です」

　他に形容も思いつかず、『素敵』のひと言に全部を押し込めると、彼は「ありがとう」と余裕の笑みをたたえた。

「陽芽はきっと今日一番の華になる」

「言いすぎですよ」

「行けばわかる。周りがなにを話しているか理解できなくても、君は微笑んでくれていればいい。できる限り俺たちが通訳するが――」

「俺たち？」

　志遠さんの他に通訳できる人間がいるのだろうか。私が尋ね返すと、彼は苦虫をかみつぶしたような顔で息をついた。

「どうしても行くと言って聞かないヤツがいる。陽芽の通訳兼護衛として、勝手に手て筈はずを整えて、アーサーに了承を取ってしまった」

「それってもしかして……」

　サロンの駐車場で志遠さんの用意してくれた車に乗り込み待っていると、予想通りの人物が姿を現した。

「今日もよろしくお願いいたします」

「ダリル！」

　ダリルも今日はブラックジャケットに蝶ネクタイを締めていて、いつもよりフォーマルな格好をしている。

「俺がヒメの通訳をしますよ。伯爵家のパーティーともなれば、シオンは挨拶回りで忙しくてヒメにかまっている暇なんてないでしょうから」

　志遠さんは「余計な心配だ」と言ってそっと額を押さえる。

「俺はずっと陽芽のそばにいるつもりだ」

「トイレに行っている間まで？　こんなに美しく着飾ったヒメを五分でも放置しておいたら、獰どう猛もうな貴族どもに狩られてしまいますよ」

　志遠さんが見たこともないような目でギロリとダリルを睨む。

　やがて折れたようで「陽芽を頼む」とつぶやいてシートに深くもたれた。




　十八時、私たちはパーティー会場となるアーサーのタウン・ハウスへ向かった。

　タウン・ハウスは仕事用の家、志遠さんからはそう聞かされていたのだけれど、異議を唱えたいほどの大豪邸だ。

　これが本邸じゃなくて仮住まい？　伯爵ってお金持ちなんだなぁと、あらためて思い知った。

　一階には三十人程度は軽く収まってしまうメインフロアがあって、足を踏み入れた途端、その三十人の目がいっせいにこちらを向き呼吸が止まりそうになった。

「目立っていますね。シオンも、ヒメも」

　ダリルが私の横でぽそりとつぶやく。

　ざわざわと場が騒がしくなり、ひそひそ話を始める者もいれば笑顔で寄ってくる者もいる。

　当然彼らは英語だ。志遠さんとは顔見知りらしくフレンドリーな態度で接してきた。

　志遠さんが私の肩に手を回し彼らに紹介してくれる。みな一様に目を見開き、興味津々と言った顔で私に握手を求めてきた。

「こちらの男性は海上運送業の経営者、ジャック・エヴァンズ社長です。海運王と呼ばれるくらいすごい方ですから、粗相がないように気をつけてくださいね」

　新しい人が挨拶に来るたびにダリルは丁寧に教えてくれるのだが、紹介内容に都度戦慄する。

「陽芽にプレッシャーを与えるな」

「間違ったことは言ってませんって」

　志遠さんはダリルがいるにもかかわらず、ずっと私を守るかのようにそばにいてくれる。

　とにかく私は志遠さんにくっつき、口角を上げていた。

　誰かと目があえばにこりと微笑む。あとは志遠さんが英語で応じ、その間、ダリルが私に耳打ちして、なんとか場を凌いだ。

「上手だ、陽芽。それでいい」

　志遠さんはにっこりと笑って私の応対を褒めてくれる。

　上手もなにも、隣で愛想笑いを浮かべているだけなのだけれど――だが、彼に褒められるのは悪い気がしない。

　それにしても志遠さん、モテモテね。

　女性たちの目が、志遠さんを見つめるときだけ違うことは容易にわかった。

　みなスタイルがよくて美しくて派手な人ばかり――そんな彼女たちが、志遠さんに擦り寄ったり、腕を絡ませたりして猛アピールしている。

「シオン、モテるでしょう？」

　ダリルがからかうような声で私にささやく。

「やめろ、ダリル。陽芽に余計なことは言わなくていい」

「ヒメにもちゃんと自覚してもらわないと。自分がどれほどの価値のある人を独占しているのか」

「陽芽は俺の肩書きなど見る必要はない」

　視線を合わせることなく志遠さんとダリルは静かに応酬している。

　だが、ダリルに解説されなくとも、志遠さんが女性たちから熱い眼差しを向けられているとわかったし、彼女たちが私を嫌悪感丸出しの目で睨んでいることにも気づいてしまった。

　肩書きっていうより、志遠さんの見た目のせいもあるんじゃないかな。無自覚イケメンの彼は気づかないのだろうけれど。

　パーティーに訪れている男性はみな格好よく、背も高くて素敵だけれど、その中でも志遠さんの美しさは飛びぬけている。

　そんなとき、ひとりの女性がよくわからない英語を私の耳もとでささやいて立ち去った。

　悪口だろうか、志遠さんが女性を厳しい眼差しで睨む。ダリルがぽつりと、私の耳もとでささやいた。

「『そんなピエロのような服でシオンに取り入れると思っているのか？』だって」

「そんなひがみは通訳しなくていい」

「いや、ヒメだって気になるでしょう？」

　たしかに気にはなっていたけれど。今のは聞かない方がよかったかもしれない。ずんと肩が重くなる。

　志遠さんが私の顔色を察し、強く肩を抱いてくれた。思わずきゅっと身を縮めて彼に寄り添う。ここで彼と離れたら、無事でいられる気がしない。

「アーサーに挨拶したら早々に帰ろう」

「シオン」

　ダリルが目でたしなめる。しかし、志遠さんは警告を一蹴した。

「最初からそのつもりだった。いや、本当はパーティーに来るつもりもなかったんだ。またエレノアに絡まれるのが目に見えていたから」

「シオン……」

　ダリルが額に手をあてて苛立たしげにため息をつく。

　ふたりが声をひそめてやり取りしていると、うしろから「Thank you for coming!」という軽快な声が響いてきた。

　振り向くと、ダブルのスーツに身を包んだこの家のホスト――アーサー・ウェインが両手を広げて私たちを歓迎してくれていた。

　アーサーの隣には、豊満な胸をドレスから覗かせた金髪の美女が立っていて、志遠さんを熱い眼差しでじっと見つめていた。




＊＊＊




　アーサーの家に足を踏み入れてすぐ、陽芽は人々の目を釘付けにした。

　すれ違うゲストや使用人は、みな陽芽の華やかな装いに目を奪われている。

　着物だけじゃない、陽芽自身が放つ純真なのに妖艶で掴み切れない、ミステリアスな魅力にのまれているのだ。

『やあ、シオン！　久しぶり。今日はとびきり美しい彼女を連れているね』

　プレイボーイと名高い子爵家の長男が珍しく俺に話しかけてきた。普段はあまり話さないのだが、陽芽のことが気になったのだろう。

『久しぶりだね、レオ。彼女は陽芽、私の恋人だ』

　俺が陽芽の肩を抱くと、陽芽はにっこりと微笑んで応じてくれた。

　彼女には挨拶の言葉はいらないと伝えてある。上流階級の中には発音や訛なまりを気にする人間もいるから、いっそ口をつぐんで微笑んでいてくれた方がよほど人々の興味をそそる。

　とくに着物という最強の武器を持つ陽芽は、多少のマナー違反も許されるだろう。

　謎の異国の美女――上品に笑って敵意がないことを示してくれれば充分だ。

『初めましてヒメ、俺はレオ。それは Kimono だよね？　初めて見たよ、とても美しい』

　彼の言葉をダリルが通訳し、陽芽はカタコトながらも『Thank you very much』と答えた。少々発音は悪いが、着物と相まっていっそ神秘的ですらある。

　レオは陽芽が男ふたりに囲まれ完全ガードされていることを知ってあきらめたのか、若干たじろいだ笑みを浮かべて『今日は楽しんで』と立ち去っていった。

　陽芽が賓客に口説かれたらどうしようかと肝を冷やしていたが、その心配はなさそうだ。ダリルの同行を許可して正解だったかもしれない。

　だが、ひとつ予想外だったのは女性たちの反応だ。

『シオン、その子どもはなに？　まさか恋人じゃないわよね？』

　彼女たちは俺に同伴の女性がいるにもかかわらず、懲りもせず腕を絡めてくる。

　女おんな除よけにはならなかった――むしろつぶすべき敵として認識させてしまったと後悔する。

　臨戦態勢の女性たちを、陽芽は言葉が通じなくともオーラで悟ったのか、引きつった笑顔で眺めている。

　強引な彼女たちに『興味はない』とストレートに伝えられたらどんなに楽か――だが、あまりに失礼な態度を取っては、子どもの頃から世話になっているアーサーへの無礼に繋がりかねないのでぐっとこらえる。

　陽芽はこれまで世話になった恩を返そうとしているのか、文句も言わず付き合ってくれている。

　俺が帰ろうと提案しようとしたとき、うしろから『よく来てくれたね』と声をかけられた。笑顔で出迎えてくれたホストに、俺は握手で答える。

『アーサー。本日はお招きありがとうございます』

　隣にアーサーの娘、エレノアがいることに気づき、心中で毒づいた。

　アーサーはこれまでに親切心から幾度も縁談を持ちかけてきたのだが、娘のエレノアが二十歳を超えると、今度は娘を俺に勧めてきた。

　君なら信頼できる。大切な愛娘を預けられると。

　エレノアも俺との結婚にやぶさかではないらしく、会うたびに激しいラブコールを送られる。

　アーサーは陽芽に手を差し出し、にっこりと微笑んだ。

『ヒメ、見違えたよ。以前会ったときも素敵だと思ったが、今日の君はその何倍も美しい』

　その横で、エレノアがきらきらとした表情で俺の腕を掴む。

『シオン！　来てくれてうれしいわ！　これからピアノを演奏するの、一番近くで聴いていって』

　エレノアは現在二十五歳。ピアニストとして活動している。

　俺の腕をぐいぐいと引っ張るエレノアに『ありがとう』と笑顔で応えつつ、やんわりと腕をほどいた。

『今日は彼女と一緒に聞かせてもらうよ。彼女は陽芽、俺のパートナーだ』

　そう答えて陽芽の肩を抱き寄せる。陽芽はただならぬ空気を察知したのか、微妙に頬を引きつらせて微笑んだ。

　エレノアがツンと顎を反らし、陽芽を威い嚇かくする。

『エレノア、いい加減にしなさい。シオンには恋人がいると説明しただろう』

　俺と陽芽の関係を知ったアーサーは、娘にあきらめろと諭してくれていたようだ。だがエレノアは聞く耳を持たず、俺の腕に抱きつく。

『今日は私の誕生パーティーなんだから、少しお話をするくらい許してよ。それくらい気を利かせてくれてもいいんじゃない？　日本から来たお人形さん』

　強気な口調で陽芽にたたみかけるが、当の陽芽は無反応。こんなに早口の英語を聞き取れるわけがないのだから、反応できなくて当然だ。

　エレノアは若干イラっとしたようで、こめかみを引きつらせる。

　通訳しないよう、俺はダリルの腕を掴んだ。

『英語が聞き取れないなんて論外ね。シオンにふさわしくないわ』

『エレノア』

　アーサーは娘をたしなめるが、口調から甘さがうかがえる。

　父親というよりは祖父の年齢に近いせいか、アーサーはエレノアにめっぽう弱いのだ。エレノアが傍ぼう若じゃく無ぶ人じんに育ったのは、アーサーがかわいがりすぎた反動なのかもしれない。

『シオン。エレノア様とお話をなさってきては？　私がヒメのおそばにいますから』

　ここでダリルが余計な口を開く。

『ダリル……！』

　エレノアが思わぬ援軍にきらりと目を光らせた。

『お父様、お人形のお相手をなさっていて。私はシオンとお話ししてきますから』

　こちらが迷惑そうな顔をしてもまったく意に介さないエレノアに嘆息する。

　一度きちんと断りを入れた方がいい。君とは付き合えない、女性としては見られない、と。

　俺はエレノアの手をほどくと、陽芽の左手を持ち上げ身をかがめた。

「陽芽。彼女とサロンで少し話をしてくる」

「サロン？」

「談話室のことだ。なにも心配はいらない。ここでダリルと待っていてくれるか？」

　陽芽は一瞬きょとんとしたけれど、笑顔で「はい」とうなずいてくれる。

　聞き分けのいい彼女の手の甲にキスを落として、君と離れるのは本意ではない、愛しているのは君だけだと行動で示す。

　ダリルに「陽芽を頼む」とひと声かけたあと、俺はエレノアを連れてサロンに向かった。

『ねぇ、シオン。お願いできる？』

　見ればエレノアは勝ち誇った顔で『エスコートして』とばかりに手を差し出している。

　陽芽の前で別の女性の手を取るのは耐えがたいが、彼女の父親のアーサーには恩がある。愛娘を無下に扱うわけにもいかない。

　仕方なく彼女の手を取り、階段を上がって二階へ向かった。

　たしかサロンは二階の左手にあったはず。向かおうと足を進めると、エレノアは『こっちよ』と反対側の通路に俺を招いた。

『どこへ行くんだ？』

『私の部屋よ。サロンじゃ人目について、ゆっくり話せないでしょう？』

『女性の部屋に行くつもりはないよ。あらぬ誤解を受けたくない』

　エレノアの手を払い、周囲に人気がないことを確認すると、俺は口調をやや厳しくして警告した。

『こういう態度はやめてもらえないか。俺は心に決めた女性がいる。君の気持ちには応えられない』

　すると彼女は険しい目をして俺の胸もとを掴んだ。

　すぐ脇にあった客間に俺を押し込み、すかさず自らも入りドアを閉め、鍵をかける。

『エレノア――』

　やめてくれ、そう言おうとすると、突然彼女は胸に飛び込んできて、潤んだ瞳を俺に向けた。

『シオン。納得できないわ。あのお人形さんよりどう見たって私の方があなたにふさわしいもの』

『勝手に決めつけないでもらえるか』

『あの子はどんな家柄なの？　それとも、なにか特別なお仕事に就いているの？　私よりなにが秀でているの？』

『君には関係ない』

　するとエレノアは自身のドレスのショルダーを下げ、肩をあらわにした。今にもドレスが脱げそうで、俺は彼女の手を掴み制止する。

『やめないか』

『私、あなたにならなにされてもいい』

　まさかこんな場所で誘われるとは思わず、あまりの強引な手段に眩暈を覚えた。下の階に父親や賓客がいるというのに。

『ふざけないでくれ。私は君に興味がないと――』

『抱いてくれないなら、私、悲鳴を上げるわ』

『なっ――』

　悲鳴、乱れたドレス、泣いている女性――駆けつけてきた人間がどう思うかは考えなくともわかる。

『……姑こ息そくだ』

　そういう人間が大嫌いだと、目の前で言えたらどんなに楽か。

　だが、今の彼女を逆上させては、本当に強姦容疑をかけられかねない。

『抱いてくれればいいの。どうせこれまでたくさんの女性を相手にしてきたんでしょ？　今さらひとり増えたところでどうってことないじゃない』

　俺の首筋に腕を絡めると、ネクタイの結び目に触れ挑発してくる。

『ねえ、教えて。あなたはどんなふうに私を気持ちよくさせてくれるの？』

　上気した顔をこちらに向け、赤い唇をニッと跳ね上げた。

『大丈夫。十五分席を外したところで、不審がられたりしないわ』

　そうささやいて、エレノアは俺の胸にすがりついてきた。










第六章　騎士の宿命と獰猛な情愛




　志遠さんがエレノアさんとともに姿を消して、十分くらいが経っただろうか。

　一階に残された私は、ダリルとともに笑顔を作りながらなんとかその場をやり過ごしているのだけれど――。

　……なんだかすごく嫌な気持ち。

　自分でもなぜこんなに苦しいのかわからない。

　そばにいると言ってくれたのに、行ってしまったから？　ううん、志遠さんが社交をするのはお仕事のようなもの。ちゃんと理解はしている。

　じゃあ、志遠さんの婚約者であるエレノアさんが、胸の大きな金髪美女だったから？

　そんなことで気持ちが乱されるなんて、私はいったいどうしてしまったのだろう。

「おとなしく〝待て〟ができて、ヒメはえらいですねぇ」

　ダリルが茶化すように言う。

「志遠さんの迷惑になってはいけませんから」

「一途だなぁ。今頃、シオンとエレノア様はいいことをしているかもしれないのに」

　ぎょっとして私はダリルを見上げた。彼はしれっと人懐っこい笑みを浮かべて私を見つめ返す。

「サロンって、そういう場所なの!?」

「いえ。サロンは単なる談話室ですけど。素直にサロンに行ったと思います？　賭けましょうか？」

　そう言って、ダリルは階段を指さした。実際にサロンに行って確かめてみようと言っているのだろうか。

「今頃、ふたりは客間にいるんじゃないかな？」

　ダリルの手を取り、私は階段を上がる。

「もっぱらの噂なんですよ。エレノア様は気に入った男がいると客間に連れ込んでおイタをするって」

「おイタ……って？」

「俺に詳しく言わせます？」

　つまり……そういうこと？

　胸の奥がぞわぞわとして落ち着かない。

　まさか、あの真面目な志遠さんが、こんな大勢が集まる場所でそんな誘惑に応じるわけがない――そう信じながらも怖くなった。

　伯爵の娘さんに言い寄られて、志遠さんはきっぱりと断れるのだろうか。

　あんな美人な女性に豊満な胸を押しつけられて、その気にならないと言える？

「エレノア様は十代の頃からそんな感じだそうですよ。まったく、女って怖い」

　二階へたどり着いた私たちは、左手にあるサロンへ足を運んだ。広々とした部屋に、ソファとテーブルがいくつか並んでいる。

　しかし、志遠さんとエレノアさんの姿は見えない。

　やはりここにはいない――胸の奥に燻くすぶっている不安がどんどん大きくなっていく。

「少し、探してみましょうか？」

　ダリルはそう言って談話室を出ると、隣の部屋へと向かった。

　私は思わずダリルの手を掴み引きとめる。

「いいっ……行かなくていいです！」

　なんとなく怖くなった。その部屋のドアを開けたら、志遠さんとエレノアさんがいる気がして。見てはいけないものを目にしてしまう気がして。

「ヒメ？」

　ダリルは怪訝な顔で足を止める。

　そのとき。かちゃりと鍵の開く音がして、隣の部屋のドアが開いた。

　中から出てきたのは志遠さん、そしてエレノアさん。志遠さんはネクタイを締め直すような仕草をしていて、エレノアさんはドレスの肩が外れている。

　……服が、乱れてる？

「陽芽！」

　私たちの姿に気づいた志遠さんが、声を上げてこちらにやってきた。

　背後でエレノアさんが蔑むような笑みを浮かべ、黙って階段を下っていく。

「賭けは俺の勝ちですね」

　ダリルのつぶやく声が聞こえる。

「陽芽、外してすまなかった。サロンに行こうとしていたのか？」

　志遠さんに尋ねられ、私は曖昧に「ええ……」と答えた。なぜか視線を合わせられず斜め下を向く。

「陽芽？」

　私の態度をおかしく思ったのか、志遠さんが不思議そうな声を上げるけれど、当の私でさえその理由を説明することはできなかった。

　賓客は食事を終えたあと、サロンに移動して夜更けまで語らうのが習わしらしい。しかし、私たちは早々にアーサーの家を出た。

　ダリルとも別れ、私と志遠さんは自宅に帰ってきたのだけれど――。

「陽芽。なぜ俺の目を見てくれないんだ」

　私は整理できないもやもやを抱えたままで、志遠さんに向き合えずにいる。

「……なんでもありません」

「そんなわけがないだろう、いつもの陽芽じゃない」

「ちょっと疲れているだけです。着物を脱ぎますから向こうにいてください」

　そう言って私は客間のドアを閉めた。

　帯をほどきながら、ふうっと深く息を吐きだす。

　志遠さんとエレノアさんは、あのとき、おそらく――。

　同意の上だったのか、そうでなかったのかは別として、志遠さんが彼女とそういうことをしていたのだと思うと、すごく胸が苦しくなる。

　聞きたいけれど、とても聞けない。

　認められてしまったらショックだし、違うと言われても疑ってしまう。どう転んでもいい結果にはならない。

　そもそも、どうして私がショックを受けるの？

　志遠さんからパートナーになってほしいと言われたけれど、鵜う呑のみにしていたわけじゃない。ずっと半信半疑だった。

　彼は立派な肩書きを持つ経営者であり騎士様。私なんかを相手にするより、エレノアさんと一緒にいる方がいいに決まっている。

　どうせ明日には帰国するのだ。このままうやむやにして志遠さんと別れてしまえばいい。

　そう自分に言い聞かせ、キャミソールとショートパンツの上にガウンを羽織り客間を出ると、ドアの前に志遠さんが仁王立ちしていて、私はひくりと息が止まった。

　予期せず目が合ってしまい、逸らせなくなる。

「陽芽。話がある」

「シャワーを浴びてからでもいいですか？　早くメイクを落としたくて」

　私は志遠さんから逃げるように、バスルームへと飛び込んだ。

　勢いで来てしまったから下着もなにも持ってきておらず、頭を抱える。

「私、なにしてるんだろう……」

　部屋に取りに戻ろうとしたとき、バスルームのドアががちゃりと開いた。

「志遠さん！　勝手に入ってくるなんて、私が脱いでたらどうするつもりですか!?」

「手ぶらでシャワーを浴びにきたのか？　どうせまだ入るつもりがなかったんだろう」

　そう反論すると、彼は私の手を引いて強引にリビングに連れていき、ソファに座らせた。

「陽芽。俺がいない間になにがあった」

　志遠さんはすぐ隣に腰かけ、鋭い眼差しで尋ねてくる。

　やはり真正面から向き合うことはできなくて、ふいっと目を逸らした。

「なんのことです？」

「とぼけないでくれ。パーティーで俺が席を外したときから、君の様子がおかしい」

　膝の上で揃えていた手を、志遠さんがきゅっと包み込む。ちらりと目線を上げてみると、真摯な目が私をじっと見つめていた。

「もしかして疑っているのか？　俺とエレノアの関係を」

「……どうでもいいです」

「なにもなかった。俺はエレノアには興味がない」

「興味ないなら、なんでっ――」

　思わず文句を言いそうになって、慌てて言葉をのみ込む。

　私が口を出すべきじゃない。これは彼の家や名誉にもかかわる問題なのだ。

　しかし、志遠さんは私をじっと見つめたまま、視線を外さない。

「言ってくれ、陽芽。でないと、俺はなにを弁解したらいいのかわからない」

　私は大きく首を横に振る。弁解されたところで、きっとこの複雑な気持ちは――嫉妬は消えない。

　密室で女性とふたりきりになり、外に出てきたときには服が乱れていた。なにを言われてもその事実は揺るがないのだから。

　しかし、志遠さんは私の口を割ろうと、ソファの背もたれに手をつき圧力をかけてくる。

「なにも文句がないなら――」

　彼の腕が背中に回り、距離を詰められた。目の前に迫る情熱的な眼差しに、びくりと震える。

「同意とみなし、ここで君を抱く」

「ちょっ――志遠さん！」

　ソファの座面に転がされ、逃げ道を奪われた私は、仕方なく口を開いた。

「サロンに行くって言ってたのに、どうして部屋で、ふたりきりで……」

「誰もいない場所で話がしたいと言われて――」

「じゃあ、服が乱れていたのはなんで……っ」

　きゅっと唇を引き結ぶと、志遠さんはわずかに目を細め、私の上から体をどかした。

「正直に話す。エレノアに抱いてほしいと言われた。してくれないなら、悲鳴を上げると」

「なに……それ」

「それが彼女の常じょう套とう手段なのだろう。大抵の男は従う。悲鳴を上げられて犯罪者にされたくはないからな。伯爵の娘の言うことなら、大抵の人間は信じてしまう」

　脅して従わせようとするなんて、ひどい……。愕然としながら、志遠さんの隣に上半身を起こした。

「それで……従ったんですか？」

　胸がひりひりと痛んで、言葉が震える。

「抱けと脅されて、俺は――」

　志遠さんは静かに目を閉じて、シャツの胸ポケットから携帯端末を取り出した。

「録音した」

「え？」

　志遠さんが携帯端末のサイドキーを押すとピッという電子音が響き、次いでザーというノイズとともに、くぐもった声が再生された。




『――なによ、端末なんて取り出して。まさか、してるところを撮影する気？』

『違う。潔白を証明するためだ。離れてくれ。俺は君を抱くつもりはない』

『そ、そんなもの！　すぐに消しなさい！　従わないなら、私、あなたに乱暴されたってお父様に――』

『言っておくが、この録音はクラウドにリアルタイムで保管されている。この端末を壊したところで無駄だ。君が横暴なことをするようなら、秘書に録音データを開示するよう指示する。さぁ、その手を放してくれ。ネクタイが乱れる』

『くっ――！』




　プツッとノイズが途切れ、音声が止まる。

　当然英語なので、なにを言っていたかは聞き取れず、志遠さんに会話の内容を訳してもらった。

「俺の言葉が信じられないなら、ダリルに通訳を頼もうか？」

「……いえ、大丈夫、です」

　ふたりの声のトーンから、色気もなにもない言い争いなのだと私にもわかった。

「普段から狙われる立場にいる。こうした自衛の策を用意しておかなければ、いつ足をすくわれるかわからないからな」

　そう言って彼が携帯端末を胸ポケットへしまう。

　私は安心したのか、うれしいのか、よくわからないけれど気が抜けて、目にじんわりと涙がにじんだ。

「信じてくれたか？」

「……ごめんなさい」

　あなたを疑ってしまって。

　言葉にできずにいると、志遠さんは指先を私の目の下に滑らせた。

「不安にさせてすまない。こんなときに不謹慎だが――うれしいよ。心配してもらえるなんて」

　心配なんかじゃない。これは醜い嫉妬だ。

　彼の腕が伸びてきて、そんな汚い私の心ごと包み込んでくれる。

　優しい抱ほう擁ように、私は心の底から安堵して、気がつけば彼の背中に手を回していた。

「陽芽。もしも君の中に恋人への未練が残っているなら、俺がすべて消し去ってやる」

　耳もとで熱い決意を語る彼に、私は腕に力を込めて静かに答える。

「未練なんてありません」

　すでに心は志遠さんで埋め尽くされている。

　私はきっと、志遠さんが好きなのだ。

　今ならわかる。出会ってすぐに魅了された。恋愛どうこうではなく、人として、女として憧れた。

　それがいつ恋に変わったのかまではよくわからないけれど、いつの間にか私の心には、彼を独占したいという強欲な気持ちが生まれていた。

「信じられない……」

「どうした？」

「本当に私でいいんですか？　志遠さんは英国王室から認められた立派な騎士様なんでしょう？　エレノアさんの方がふさわしいんじゃ――」

「陽芽しか考えられない。俺が騎士なら、姫は君だ。君にすべてを捧げるのが俺の宿命だと思っている」

　これまで聞いたこともないような情熱的な台詞で私の心を焼く。

　普段は冷静なくせに、ときにすごく感情的で、ときに子どものように直情的で――。

　そんな一面を見せつけられるたびに、私の心はざわついて収集がつかなくなる。

「私に手を出すつもりはないって、ダリルに言ってませんでしたか？」

「前言撤回しなければな。だが、君に恋人がいないとわかった以上、遠慮する必要はないだろう？」

　志遠さんが突然体を離し、私の頬に手を添えた。くいっと顎を持ち上げ、自身の唇に持っていく。

「言葉遊びはもうおしまいだ。あいにく、余裕がない」

　焦れた口調でそう言い募ると、私の唇に自身のそれをそっと重ねた。

　優しい感触が合わさって、温もりを生み出す。

「ん……」

　温かくて、心地いい。

　しかし、余韻に浸る間もなく激しく貪られ、余裕のなさとやらを見せつけられた。

「陽芽。俺に愛を注がせてくれ」

　そう言って志遠さんは私の体を押し、ソファの上に転がす。倒れる寸前、彼の腕が私の後頭部に回り、受け止めるように抱いてくれた。

　先を求めるような熱い視線。彼の体が追いかけてきて私と重なる。

　ひと呼吸置いて唇を重ね、翻弄される間にガウンの肩が外された。

「イエスともノーとも言ってくれないのか？」

　志遠さんが焦れた声で私を責め立てる。そうは言っても、返答の隙を与えてくれないのはそっちだ。

「このままだと、また流されるように男と付き合うことになるぞ」

「な、流されてなんていません、私は――」

　志遠さんを愛しているのだと思うから。

　出会ってまだ一週間と経っていないのに、愛しているだなんておかしいのかもしれない。

　けれど、彼からは抗いがたい引力のようなものを感じる。

　彼の圧倒的な魅力から逃れるなんてできないのだろう。きっと運命なのだ。

　彼も同じように私を思ってくれているに違いない。

「今はちゃんと、自分の意思で――」

　彼のシャツの襟もとを捕まえて、自分の方へ引き寄せる。彼は意を汲んで、私にキスをくれた。

　もう止められない――そう感じた私は、自らガウンを脱いでこの身を捧げる。

　彼はキャミソールの裾をたくし上げ、私の素肌に指を這わせた。

「んぅっ……はぁ……」

　彼の手が温かくて、でもくすぐったくて、反射的に身をよじる。

　執拗に追いかけてくる彼の指先に翻弄されて、私は熱い息を吐き出した。変則的な吐息が漏れる。

「陽芽は男に抱かれるとき、そんな顔をするのか」

　からかうような口調で志遠さんがささやく。恥ずかしくなって、無様に開いた口もとを手で覆う。

「隠すな。君は誰よりも美しく魅力的だ。身も心も。今、はっきりとそう感じた」

　恥じらう私の腕を払いのけ、口づけを落とす。

　彼の唇がゆっくりと下がっていって、ぬるい感触が首筋を伝った。

「あっ――ダメ……」

　つい漏れてしまう悲鳴。これ以上、なにも言わぬようにと手をかむが、その手も指を絡められ自由を奪われてしまう。

「陽芽。君の体に愛を誓いたい。許してくれるか？」

　言葉の意味を理解して、こくりとうなずく。

　旅先で出会った人と体を重ねるだなんて、私は軽率な女なのかもしれない。すぐ詐欺に騙されるし、警戒心がないと彼にも言われた。

　でも、私は本気だ。

　志遠さんのことだけは、信じられると思う。

　母の思い出を辿る小旅行――彼の存在は孤独な私に母が与えてくれたギフトなのではないかと思う。

「志遠さん……抱いてほしい。あなたがほしい」

「俺は陽芽のものだよ」

　志遠さんがシャツを脱ぎ捨て、熱を宿した素肌を私に重ねる。

　服を着ていると細く見えるのに、体にはしっかりと筋肉がついていて、想像以上に彼は逞たくましかった。

　どくどくと鼓動が高鳴る。

　私の爆発しそうな胸に彼はそっと手を置いて音を確かめる。

「あの……恥ずかしいから、あまり聞かないで」

「心臓の音すら恥ずかしいのか？　さっきから隠してばかりだ。唇や、胸――」

　そう言って彼は、私がこれ以上隠さないように腕をしっかりと押さえつけながら、胸の膨らみに唇を滑らせた。

「ここは？」

「っぁ……！」

　敏感な場所に触れそうで触れず、焦らして私の反応を確かめながら遊んでいる。

　体をもぞもぞと動かすと、彼は私の腰をしっかりと押さえて覆いかぶさった。

「っ、ああ、や――」

「まだなにもしていないよ。少し触れているだけだ」

　志遠さんが私に体重をかけ、熱い肌を押しつける。それだけで意識が飛んでしまいそうなほど、心臓の音が速くなる。

「志遠……さん……私――」

「陽芽。かわいいよ。抑えきれない」

　そう謝罪して私の体に容赦ない愛撫を施す。

　私が上げた小さな悲鳴に、彼は困惑した様子で顔をしかめた。

「こんなに理性が利かないのは、初めてだ。すまない、陽芽。手加減できそうにない」

　今度こそ彼が私の繊細な箇所を暴く。いつの間にか彼の手がショートパンツの下に潜り込み、ショーツのレースをもてあそんでいた。

「……白。陽芽らしい」

　下着の色を笑われてしまい、咄嗟にショートパンツを引き上げようとする。

「……次からは黒にします」

「やめてくれ。白がいい。君らしくて」

　抵抗も虚しくすとんと落とされ、白のレースがあらわになる。

　きゅっと脚を締めると「陽芽」とたしなめられ、間に手を差し入れられた。

「志遠さ……触っちゃ、ダメ……」

「本音じゃないだろう？」

　彼の指先の感触に呼吸が止まりそうになる。

「ここが、好きなのか？」

「――っ！」

　もうダメ、ぶるぶると首を横に振ったにもかかわらず、彼は紳士らしからぬ声で私をさらに煽り昂ぶらせていく。

「や……やだ……」

「ベッドの中では、素直じゃないんだな。それとも本当に嫌なのか？」

　尋ねる声はいじわるだ。私が拒む一方で、悦よろこんでいるとわかっているのだろう。

「や……じゃ、ない」

　なんとか勇気を振り絞って答えると、彼が目もとを緩めた。

　指先を動かしながら唇を深く食はみ、残ったわずかな理性をそぎ落とそうとする。

「君の深くに触れることを、どうか許してくれ。陽芽の全部を手に入れたいんだ」

　そう宣言し、彼は騎士らしからぬ獰猛な愛を私に注ぐ。リビングのソファで激しく愛を確かめ合ったあと、彼は私を自身の寝室に運び込んだ。

　夜の間中、幾度も私たちは体を重ね、情熱に溺れる。

　騎士だったはずの彼は、私を抱いている間だけは獣じみた表情を見せ、雄々しい欲望をあらわにした。

　何度も驚き、戸惑いながらも彼を受け入れる。こんなにも心も体も激しく求められたのは初めてだ。

　彼の勢いにのまれる一方で、私は深い喜びも味わっていた。




　目が覚めると、閉じられたカーテンの隙間から日の光が差し込んでいた。

「目が覚めたか？」

　声にドキリとして肩を震わせると、隣に眠っていたはずの志遠さんはすでに目覚めていて、こちらを見てくすくすと笑った。

「そんなにびくつかれるなんて、心外だ。昨夜はあんなに愛を誓い合ったのに」

「……その、あなたと一緒に朝を迎えるなんて、初めてだったから」

　見れば彼の眼差しは昨夜のまま熱っぽく、まだまだ足りないと言わんばかりに獰猛だ。恥ずかしくなってうつむく。

「帰国させる前に君を俺のものにできてうれしかった。少しの間、離れ離れになるけれど、俺を待っていてくれ」

　離れ離れ――彼の言葉に不安感が増していく。これから私たちの関係はどうなってしまうのだろう。

「あの、私たちは……」

　尋ねようとすると、先回りした彼が私の額にキスを落とした。

「君を追いかける。すぐにとはいかないけれど、日本で生活ができるように仕事を調整するよ。そしたら――」

　彼の腕が私の頭を引き寄せる。甘くて真剣な眼差しが目の前に迫った。

「一緒になろう。結婚してほしい」

　わっと顔が熱くなり、頭から湯気が噴き出しそうになった。

　慌てて彼から体を離すも、そんなリアクションは予想通りとでも言うように彼は笑みを浮かべている。

「君はすぐに赤くなってかわいい。頬も、唇も、それから――」

　彼の目線が下に向かったので、私は咄嗟に毛布を抱きしめた。今、絶対にいやらしいことを思い出していた……！

「そんな顔をするな。愛する人を褒めちゃいけないのか？」

「今の、褒めてました？　からかったの間違いじゃ――」

「からかうところなんてない。陽芽はすべてが愛らしいから」

　とんでもなく甘い台詞が飛び出てきて、ぎょっとしてしまう。

　これが英国紳士流、愛のささやき方？

　恋人を褒めて愛でて、とろっとろに蕩とかすのが、彼の流儀なのだろうか。

「その細い首も肩も、少し小ぶりな胸も愛らしい。かわいがればきっともっと大きくなるだろうから、次はさらに――」

　もしかして、暗に胸が小さいと言われている？

　思わず私は目の前にあった枕を彼の顔面にぶつけた。彼は「ぶっ」と声を漏らして枕に顔をうずめる。

「それ以上言ったら、許しません……」

「褒めているんだが」

　志遠さんは口をへの字に曲げる。でもすぐに立ち直り、私の上に覆いかぶさった。

「フライトまでまだ時間がある。もう一度、陽芽を愛してもいいか？」

「あ、朝からですか!?　夜中もたくさんしたのに」

「愛に時間は関係ないだろう。回数も。君が嫌なら耐えるが」

　真剣な目で見つめられ、とても嫌とは言えなかった。

　それに、もうすぐお別れだと言われると、彼のぬくもりが名残惜しく感じられる。

　困ったことに、彼の術中にはまっている。

「今度は、どんなふうに愛してほしい？　激しく？　それとも、甘く優しく？」

「……今度は、もうちょっと、ゆっくりがいい、です」

　昨夜は性急で激しい、ジェットコースターのような交わり方をしてたから、次はもう少しゆっくり、ふたりの時間を楽しみたい。

「わかった。君のペースに合わせる」

　そう言って志遠さんは、私の体を再びなでて甘く蕩かした。

　結果、どうなったかというと。

　焦れて、焦れて、私が早くと懇願するまで、彼はいじわるなほど私に快楽を与えてくれなかった。

〝して〟とお願いをすると、今度は意識が飛びそうなくらい激しい熱を押しつけられて……。

　やっぱりジェットコースターじゃない。

　どうしてこんな関係になってしまったのだろう。

　現実が信じられなくて、まるで夢を見ているみたいだ。




　遅めの朝食をとり、帰国の準備を整えた。大きな荷物は志遠さんが全部配送してくれるという。

　私はトランクとショルダーバッグをひとつずつ持って空港へ向かう。

　彼は空港まで見送ってくれる――のかと思いきや、一緒に搭乗手続きをしていることに気づき、私は声を上げた。

「もしかして、日本までついてこようとしています？」

「もちろん。君はすぐに騙されるから、十二時間なんて危なっかしくてひとりにさせられない」

　そう言って私の手を引き、ゲートをくぐる。いつの間にか私が持っていたエコノミーのチケットはファーストクラスに差し替えられていた。

「あの、さすがに大丈夫だと思います。だって直行便でしょう？　間違いようが――」

「君は俺の想像を超えるからな」

「ちょっと過保護すぎませんか？」

　しかし、フライトの時間が近づくにつれ、私は憎まれ口すら叩けなくなっていった。

「……ファーストクラスって、エコノミーより揺れなかったりします？」

「揺れ？」

　私の異変に気づき、志遠さんがこちらをのぞき込み怪訝な顔をする。

「どうしたんだ陽芽。顔色が悪い」

「飛行機、あまり得意ではなくて」

　初めて飛行機に乗ったのは、高校の修学旅行のとき。運悪く乱気流に巻き込まれ、機体がぐらんぐらん揺れて死を覚悟した。

　あれを経験して以来、飛行機はちょっぴり――いや、かなり苦手である。

「ほら。俺が一緒でよかったじゃないか」

　かいつまんで事情を説明すると、志遠さんはドヤ顔で私の手を握った。

「志遠さんがいても怖いものは怖いというか。もういっそ眠っちゃった方がいいかなって」

「そんな怯えきった顔をして、眠れるのか？」

　私は思わず沈黙する。イギリスへの往路もつらかったが、親孝行という目的があるからがんばれた。

　あとは帰るだけとなってしまった今、心の拠り所がなくて心臓がばくばくする。

「不安なら、俺がずっと手を繋いでいてやる。一緒に死ぬと思えば怖くないだろう」

　早くも死ぬ話などしないでほしい！　私は怯えきったまま、彼とともに飛行機に乗り込んだ。

　ファーストクラスの座席は驚きの広さだった。パーティションに囲まれた個室のような設計で、大型モニター付き。座席はフルフラットで寝転ぶことができる。

「よく眠れそう！」

「……陽芽には恋人との逢おう瀬せが名残惜しい気持ちはないんだな」

　あきれたように志遠さんは言う。

　隣り合った席でパーティションを開き、ペアシートのように連結して、ふたりで寝転ぶ。

　きゅっと手を握り合うと、志遠さんは熱っぽい眼差しを向けてきた。

「志遠さん、ついてきて本当に大丈夫だったんですか？　お仕事は……」

「安心しろ、きちんと調整をつけてある。それより君には〝寂しい〟とか〝離れたくない〟というような感傷はないのか？」

「そんなの、ただのわがままになってしまうじゃありませんか」

　言ったところで志遠さんを困らせるだけだし、むしろ今この時間を共有していることが奇跡である。これ以上を望むのは贅沢ってものだ。

「やはり君はなにもほしがらないんだな」

　志遠さんがどこか寂しそうにぽつりとつぶやく。『ほしいものはなんだ』と尋ねられたことを思い出し、私は首をかしげた。

「あの質問には、どんな意味があったんですか？」

「……いや。たいした意味はないんだが」

　志遠さんがごまかすように言い繕う。

　無理に聞き出す必要もないと、私は目を閉じた。

「私、こんなふうに志遠さんと一緒にいられるなんて、思ってもみなかったので」

「ああ。奇跡の連続だ。俺も自ら結婚を望むなんて、夢にも思わなかった」

　そうだったんだ、と私は心の中で相槌を打つ。繋いだ手からぬくもりが流れ込んでくる。

　この一週間、あまりにもいろいろとありすぎて疲れていたのか、空を飛ぶ恐怖など感じる間もなく眠りに落ちてしまった。

　……いや。きっと彼が隣にいてくれたから安心できたのだろう。

　目を覚ます頃にはすでにフライトの半分が終わっていて、あとの時間は彼と他愛ないおしゃべりをして過ごした。




　志遠さんは日本にも秘書や運転手がいるらしい。空港を出ると迎えの車が待っていて、私を家まで送り届けてくれた。

「これが陽芽の家か」

　平凡な単身用マンションを、志遠さんは物珍しそうに眺める。

「狭いなんて言わないでくださいね、これが普通なんです」

「一応相場は知っているつもりだ」

　私は志遠さんを連れて一週間ぶりの自宅に足を踏み入れる。

　旅行へ行く前と変わらない部屋。ベッドの上には私の部屋着がくしゃっと丸まっていて、恥ずかしくなりクローゼットの中へ放り込む。

「今、日本茶を煎いれますので――」

「いや、いい。そろそろタイムリミットなんだ。すまない」

　帰国の時間が近づいているのだと知り、私は形容しがたい虚しさに襲われる。

「君のお母様に挨拶だけしていく」

「ありがとうございます、ちょっと待っていてくださいね」

　私はラックの中央にある小型の仏壇を開けると、ショルダーバッグの中に入れていた遺影をもとの位置、父の写真の隣に置いた。

　志遠さんはひくりと頬を引きつらせる。

「ラックの真ん中に仏壇を置くのはどうかと思うが。しかも上に物を載せるのは、罰ばちあたりな気が」

「仕方がないじゃありませんか。この広さのワンルームで仏壇を置くスペースなんて作れないんですよ」

　両親は他界し実家もないから、荷物を預けておく場所もない。

　一応小さなトランクルームを借りて両親の遺品を詰め込んでいるが、そこももう手狭だ。

「一緒に広い家に住もう。俺が手配しておく」

　仏壇に手を合わせながらつぶやく志遠さんを、私は驚いた顔で見つめる。

　本当に彼は、この日本で私と結婚するつもりなのだろうか。

「あの、志遠さん。本当に、本当に……」

「結婚のことか？　ああ、本気だ」

　そう簡潔に答えて私の方へ歩み寄ると、両頬を手で包み込んでこつんと額をあてた。

「その疑い深さを、どうして詐欺に遭ったときに発揮できなかったんだろうな」

「だって、こっちの方が信じられないんですもん」

「いい加減に信じてくれ。これでも俺は騎士の称号を授かった人間だ。君を騙したりするものか」

　そう答えて唇にそっと誓いのキスを落とす。腰を抱き寄せられ、ふたりして倒れ込むようにベッドへ身をうずめた。

「志遠さん、時間が……」

「あと五分ある」

「五分じゃなにも――」

「陽芽を気持ちよくしてあげられる」

　そう答えて、性急な手つきで私の衣服に指先を忍び込ませる。

「待って、志遠さん！　仏壇！」

　志遠さんの手がぴたりと止まる。私たちは揃って仏壇に顔を向け、こちらを笑顔で見つめる両親――の遺影へと視線を移した。

「お父さんとお母さんが見てる……。仏壇、閉めさせてください」

　志遠さんが私から手を放す。起き上がりそそくさと仏壇の扉を閉め、すぐさまベッドに戻ってきた。

「おかえり」

　そう言って志遠さんは柔らかな笑みと、深い口づけをくれる。

「志遠さ――」

　瞬きの間に快楽の沼に突き落とされ、体の自由を奪われた。

　五分――正確には十五分程度だったとは思うが、あっという間に時間が過ぎ去ってしまった。

　衣服を乱されたまま茫然とベッドに横たわる私、一方彼はネクタイをきゅっと締め直し、身だしなみを整える。

「陽芽。すぐに日本に来るから、俺を信じて待っていてくれ」

「ええ。わかりました」

　身を起こす私に、彼はひとつキスを落として玄関へ向かう。

「戸締りだけはきちんとして。また連絡する」

「はい。どうか、お元気で」

　私はよろよろと志遠さんのあとを追いかけ、玄関で彼を見送った。

　ドアの鍵を閉め、言いようのない孤独感に襲われる。

　ああ、ひとり暮らしってこんなに静かだったんだ。

　これまではあたり前だった静寂に、今では違和感を覚える。冷蔵庫の音が妙に耳に痛い。

　あまり他人に執着することなく生きてきた。結婚詐欺に遭っている間でさえ、彼に会えなくて寂しいなんて思った記憶がない。

　両親に先立たれたことで、人は人、他人は他人、それぞれの人生を生きていて、消えたり現れたりするのは当然なのだと割りきっていた。

　寂しいなんて感情を抱くだけ無駄。結婚相手といえど、お互い別の人生を歩んでいくもの、どこかドライにそう思っていた。

　……でも、なんだかちょっと、スカスカする。

　一週間近く彼と一緒にいたからだろうか。静まり返るこの部屋が、なんだか無性に物悲しい。

　寂しいなんて思ったの、いつぶりかな。

　まるで失っていた感情を取り戻したかのようで、悲しいのにどこかうれしかった。










第七章　とっておきの贈り物をあなたと私に




　あれから二カ月が経つが、志遠さんは毎週欠かさず連絡をくれる。

　季節は十二月、日本もイギリスも真冬だ。とくに向こうは日没が早く、十六時頃には日が落ちてしまうらしい。

「もう二カ月も経つんですね」

『待ちくたびれたか？』

「いえ。驚いています。もっと早く関係が終わるんじゃないかと」

『どうして君は俺のことだけ信じない？』

　不本意そうな声が受話口から響いてくる。

　土曜日の午前〇時。イギリスはまだ日中で志遠さんは仕事中らしいが、合間を縫って連絡をくれた。

「そういえば、警察から連絡があって。山内さんのことで」

『ああ。あの詐欺師か』

「協力はしましたけど、被害届は出さないと決めました」

　私の男性を見る目がなかったのは事実なので、手痛い授業料なのだと自分の中で整理をつけた。

　それに、志遠さんにとってもよくないと思ったのだ。求婚した女性が結婚詐欺に遭っていただなんて周りに知られたら、きっと恥をかいてしまう。

『俺に遠慮する必要はない。陽芽が働いて稼いだ金なんだから、搾取されて黙っているなんて――』

「でも、変に恨みとか買いたくないですし。そこに気持ちと時間を割くくらいなら、清算してすっきりしようかなと」

　これも本音。いつまでも引きずるくらいなら、もっと建設的なことに目を向けた方がいい。

『まぁそうだな。逆恨みは質たちが悪い。そういう意味では、かかわらない方が賢明だ』

　やや腑に落ちない声で志遠さんは答える。

「不満そうですね」

『当然だ。陽芽に危害を加えた分、きちんと報復してやりたい。だが、君の心を煩わせるくらいなら忘れた方がいいんだろう』

　志遠さんは正義感が強く情熱的な一方で、利害を計算して行動を決める冷静さも持ち合わせている。私の身の安全を第一に考えてくれたのだろう。

『これ以上、陽芽が怪しい男に引っかからないように、早く日本へ行きたいところだが――』

　現在志遠さんは日本でも仕事ができるように手配を進めている。

　もともと御子神グループは日本の企業であるから、そのトップである彼が日本で指揮を執るのはごく自然なこと。

　これまでは相談役である彼の祖父・御子神志し郎ろうが、イギリスでの事業を成功させたいという一心で、孫をロンドンの拠点に置くよう采配していたそうだ。

　しかし、祖父の期待に応えイギリスで確固たる地位を築き、騎士という称号を得た今、これ以上、ロンドンにとどまり続ける必要はない。

　とはいえ、立場が立場なだけに、拠点を移すには大がかりな準備が必要となる。

『調整に半年程度はかかりそうだ。日本とロンドンを行き来することになると思う』

「それは仕方ありませんよ。簡単に穴を埋められるような立場でもありませんし」

『代わりと言ってはなんだが、君が安心して暮らせるような、セキュリティが万全なマンションをひとつ購入した』

「こ、購入!?　購入ですか!?」

　彼が買うのだからきっと億ションなのだろう。ちょっと洋服買ってみたくらいのテンションで報告されてたじろぐ。

『終ついの棲すみ家かというわけではないから、あまり気負わないでくれ。ふたりで過ごせる場所が必要だろう。君の会社からも近いし、通勤に不便はないと思う』

「あ、ありがとうございます……」

　当分は彼の生活水準に驚かされる日々が続きそうだ。

　本当に、どうして私のような一般庶民がこんな世界的セレブと婚約することになってしまったのだろう。

　縁結びの神様が赤い糸の結び先を間違えたとしか思えない。

『どんなに大きな仏壇でも置けるぞ』

「そんなに立派な仏壇じゃなくていいです。あ、でも、母の着物をきちんと保管できるようなスペースはほしいかも」

『もちろん。用意しておく』

　イザベルさんにもらった母の着物だが、この部屋に置くのは難しかったため、今はイギリスで預かってもらっている。

『あとで物件の情報を送る。なにか気になることがあれば言ってくれ』

「気になること、といえば――」

『なんだ？』

　尋ねられたが、今この場で言う必要もないと口をつぐむ。

「なんでもありません。また今度、ご報告しますね」

『ん？　ああ。待っている』

　そんなやり取りを交わして通話を終わらせた。

　気になること――志遠さんには相談できなかった懸念をぼんやりと思い起こす。

　……彼と体を重ねて以降、一度も生理が来ていない。

　おかしいなと思い始めたのは先月だった。これまでも予定日がずれることはあったけれど、一カ月以上大幅に遅れたことはなかった。

　まさかまさかと思いながら、気がつけばもう二カ月が経っている。そろそろきちんと婦人科へ行かなければ。

　結局、重い腰を上げたのはそれから二週間後の土曜日。

　もう十二月も後半に差しかかり、この機を逃したら病院はお正月休みに入ってしまうというタイミングで、ようやく婦人科を受診した。

　ちまたはクリスマス一色。婦人科のロビーにもクリスマスツリーが飾られている。

　志遠さんは年末で忙しいのか、最近連絡が来ない。

　寂しい気もするけれど、便りがないのは無事な証拠と言うから――いや、それは親子の場合のみだろうか。恋人の場合は少し焦った方がいいのかな？

　そんな小さな懸念を抱えつつ、診察室に入り検査をする。結果――。

「妊娠四カ月に入ったところですね。問題なく成長していますよ」

　先生からそんな診断を言い渡され、軽く眩暈がした。

「もう四カ月……ですか？　まだ二カ月ちょっとしか経っていない気がするんですが」

「最終月経を起点にして数えますからね。前回の生理から十二週以上は経っているでしょう？」

　たしかに、前回の生理から考えれば丸三カ月。つまり、十二週が経過している。

「もうすぐ安定期ですから、体を大事にしてくださいね」

　もう安定期!?　不安定な時期がなんの不安もないまま終わろうとしている。つわりのひとつも感じなかった。

　早い、なんて早いんだろう赤ちゃんの成長。

　それにしても、まさか本当に妊娠しているだなんて。志遠さんはなんて言うだろう。いきなり赤ちゃんができたと言われて、迷惑ではない？

　喜んでくれたとして、『どうして今まで気づかなかったんだ』というお小言が飛んできそうだ。

　夕方、外に出るとすでにイルミネーションが灯る時間になっていた。近くの商店街からはクリスマスソングが流れてくる。

　妊娠、かあ……。

　診察結果に茫然としていた私は、婦人科の入口の前で、駅へと続く賑やかな通りをぼうっと見つめていた。

　そのとき、プッとクラクションが鳴り、一台の高級車が路肩に停車する。

　後部座席のドアが開き「陽芽！」という呼びかけとともに、まさかの人物が降りてきた。

「志遠さん!?　どうしてここに！」

「仕事で日本に来ていたんだが、会える時間が取れるかわからなくて伏せていたんだ。あまり期待させてもいけないだろうと思って」

　そう言って苦笑しながら、私のもとへ歩いてくる。

「早く仕事を片付けられたから、会いに来た」

　そう言い訳のように語りながら、周囲のイルミネーションに目線を向けた。

「クリスマス、だからな」

「志遠さん……」

　きっと忙しいのに、私のことを考えてくれていたのだ。

　便りがなかったわけではなく、私と会う時間を捻出しようとがんばってくれていた。そう思うと、じんわりと胸が温かくなってくる。

「で、陽芽はどうしてここにいる？」

　尋ねられた私は反射的に振り返り、今しがたお世話になった病院へと目を向けた。

「婦人科？　まさか――」

　ぽつりとつぶやき、志遠さんは唖あ然ぜんとする。勘のいい彼はおそらくこの一瞬ですべての事情を察したに違いない。

「実は……」

　もうごまかしは通用しないだろうと、観念して事情を説明した。




「勘づいていたなら、どうしてもっと早く教えてくれなかったんだ」

　予想通りのお小言に発展し、私は申し訳なく目を逸らす。

「余計な心配をかけてはいけないと思って」

「君に関することで余計な情報などひとつだってない」

　いっそ責めてくれてもいいのに愛情深い言葉で返されてしまい、余計に目が合わせられなくなる。

　自宅に帰ってきた私たちは、今後について相談中だ。

「誤解しないでくれ。喜んでいないわけじゃない。うれしいよ。それに、君のことなら、いくらだって心配させてほしい」

　そう言って志遠さんが私をそっと抱きしめる。

「体は大丈夫か？　つわりは？」

「全然ないんです。お腹も大きくなっていませんし」

「なっている。よく鏡を見るといい」

「え？」

　慌てて姿見の前に立ち、横向きで姿勢を正す。言われてみると少しだけ、下腹部がぽっこり出ているような。

「よく気づきましたね」

「愛した女性の体だからな」

　すごく恥ずかしいことを言われた気がするけれど――しばらくぶりに会った志遠さんは私の体の変化にすぐ気づいたみたいだ。

「浮かない顔だな、陽芽は子どもが嫌いなのか？」

「そうじゃありません、心の準備が追いついていないだけで……」

「君がまだ妊娠をしたくなかったというのなら、あの日、きちんと避妊をしなかった俺の責任だ」

　私はふるふるとかぶりを振る。

　後悔しているわけじゃない。ただ、とても驚いているだけ。

　そおっと自身のお腹に手をあてる。この中に命が宿っているだなんて、すごく不思議な感覚だ。

　同時に責任も感じる。私は大切な命をきちんと育てられるのだろうか。父や母が私にしてくれたように。

「志遠さんは、驚かなかったんですか？」

「心の準備という意味なら、三秒でできた」

「はやっ」

「君との結婚を疑っていなかったからだ。子どもについても、遅いか早いかだけの問題だと思った」

　真摯な、でも気遣わしげな目で私の両手を握り込む。

「俺は産んでほしいと思っている。君のお腹に宿った命を、ともに育てていきたい」

　迷いのない志遠さんの言葉を聞いて、ざわざわと騒いでいた心がゆっくりと凪ないでいった。私も産みたい。彼とともに、この命を育てたい。

「この子のお父さんになってくれますか」

「もちろんだ」

　彼は優しい笑みを浮かべると、私の頬に手を添え、そっと甘い口づけをくれた。

「今日抱けないと思うと、少し名残惜しいが。それから、土産の紅茶とチョコレートが渡せなくなってしまったな」

「えっ」

「カフェインの摂りすぎはよくないだろう？」

「ちょっとくらい大丈夫なのでは」

「ダメだ。君の場合、少しくらいと言っている間にきっと許容量をオーバーしている」

　つん、と額を突いて叱られる。

　相変わらず志遠さんは過保護で、まるで彼の方がお母さんみたいだ。




　別れの時間はすぐにやってきた。もともとタイトなスケジュールだったようで、これからイギリスにとんぼ返りするのだとか。

「今日、陽芽に会えて本当によかった」

　穏やかな笑みを浮かべる志遠さんを、私は玄関で見送る。マンションのエントランスまで行こうとしたけれど、寒いからダメだと叱られてしまった。

「陽芽。目を閉じて」

　言われた通りに目をつむると、左手の手首にひんやりとしたものがあたる。

　驚いて目を開けると、ホワイトゴールドのチェーンに三つのダイヤが並んだ、上品なブレスレットが巻かれていた。

「これ……」

「メリークリスマス。こんなことになるなら、婚約指輪にしておけばよかったと少し後悔している」

「後悔だなんて、そんな。ありがとうございます。すごくうれしいです」

　きっと私を想って選んでくれたのだろう。胸がきゅっと疼き、この二カ月の寂しさが埋まった気がした。

　同時に大変なことに気づき、私は「あっ」と蒼白になる。

「あの、私、会えるとは思ってなくて。プレゼントを――」

「いい。一番のプレゼントをもうもらってる」

　志遠さんが私のお腹にそっと手をあてる。

　この子がなによりのプレゼントだ――彼にとっても、私にとっても。

「結婚について、父や祖父には話を通してある。安定期が過ぎたら、一緒に祖父のもとへ行ってくれないか」

　志遠さんのお祖父様は都心からそう離れていないところに住んでいる。今も相談役としてお仕事をされていて、月に何度かは東京本社に顔を出しているそうだ。

　お祖父様への挨拶――私は緊張しながらも「はい」とうなずく。

「父はイギリスで療養している。心臓の調子がよくなくて、飛行機には乗れないんだ」

「じゃあ、お父様の方にも、私が安定期に入ったら挨拶に――」

「でも陽芽は飛行機が苦手だろ？」

　不安そうな顔をする志遠さんに、私はにっこりと笑いかける。

「志遠さんと一緒なら大丈夫です。この前もあっという間に日本に着いてしまいましたし」

「ありがとう。それなら出産したあとに行こう。子どもの顔を見せてやりたい」

「はい！」

　志遠さんのお父様がどんな人かは知らないけれど、孫の顔を見ればきっと喜んでくれるだろう。

「年明けには一緒に暮らそう。ああ、引っ越しの準備は考えなくていいからな。業者に全部運ばせる。荷造りなんてするなよ」

　私が重たいものを持たないように念を押してくれているようだ。抜かりない心配性。思わずくすくすと笑って彼の言葉に従う。

「はい。わかりました」

「クリスマスだからって、お酒は飲んじゃダメだからな」

「さすがにそれくらいはわかります……」

「ひとりぼっちのクリスマスを過ごさせて、悪い」

　急に志遠さんがしおらしくなった。懺ざん悔げでもするかのように、私の頭をきゅっと抱きしめ、額にキスを落とす。

「会えたじゃありませんか。それにほら――」

　私は下腹部をちょんと指さす。

「ひとりじゃないです」

　笑って答えると、志遠さんは泣きそうな顔をして膝をついた。

「志遠さん？」

「お母さんを、よろしく頼む」

　そうささやいて、私のお腹に優しくキスを落とす。

　〇歳に満たないうちから私のお世話を任されてしまったこの子は、なんとなく男の子なんじゃないかと思った。

　志遠さんとそっくりな、紳士で過保護な男の子が、私のお腹にもうひとりいる気がした。




　年が明けて、私は志遠さんが用意してくれたメゾネットタイプの低層マンションに移り住んだ。

　志遠さんは私の移住に合わせて休みを取り帰国してくれた。今日から三日間、新しい家でふたり暮らしをする。

　短い間ではあるが、そばにいられるのは久しぶりなので、私たちにとっては貴重な三日間だ。

「志遠さんのスーツ以外の格好って新鮮です」

　今日の彼はブラックデニムとシンプルな白シャツ、そしてグレーのカーディガン。柔らかな素材で上質そうだ。

　一方私は、ベージュのニットワンピースにネイビーのタイツ。安物でちょっぴり恥ずかしい。

「陽芽はワンピースだが寒くはない？　お腹が冷えたりしないか？」

「タイツを履いているから大丈夫ですよ」

「それならよかった。君はなにを着ていても愛らしい」

　そう言って志遠さんは微笑む。相変わらず彼は私をとびきり甘やかす。

　転んでは危ないからと手を繋がれ、ふたりで新しい家を見て回る。

「この間取り、ロンドンの志遠さんのお家と似ていますね」

　とくに一階に広めのキッチンとダイニングがあって、二階にくつろげるリビングがある間取りがあの家と同じだ。

「なんだか落ち着きますね。インテリアもちょっぴり似てるからでしょうか」

　まだ付き合っていなかった頃の同居生活を思い出して、初々しい気持ちになる。

「そう言ってもらえてよかった。オーダーしたかいがあったな」

　他にも一階には和室と客間、二階には志遠さんの書斎と私の私室、ふたりの寝室もある。

　家具や小物はデザイナーさんが用意してくれたようで、いずれもオシャレで高品質。最上級のモデルルームにぽんと飛び込んだ感じだ。

「立派な和室！」

　ダイニングの奥は襖ふすまで区切られていて、畳敷きの間になっている。仏壇が置かれ、桐ダンスも備えつけられていた。母の着物が収納されているのだろう。

「これなら、ここで子どもを遊ばせながら、陽芽はキッチンで炊事ができるな」

「そこまで考えてくれたんですね。ありがとうございます」

　新生活に胸が高鳴る。キッチンも広々としていて、調理がしやすそうだ。

「ぴかぴか……使うのがもったいなくなっちゃいますね」

「陽芽は自炊するのか？」

「しますよ。その方が体にもいいですし。志遠さんもロンドンで朝ごはんを作ってくれましたよね」

「あれは冷凍食品を解凍した程度だ。自炊とは言わないだろう」

　志遠さんが困った顔で後頭部をかく。

「……善処する。陽芽においしいものを食べさせてあげられるように」

「料理は私が作りますから――」

「陽芽はこれから出産と育児があるだろう。俺がサポートできないと。だが当面はデリバリーで許してくれ」

　思わずクスクスと笑いながら、私たちは二階に上がりクローゼットルームを覗く。

　服が家から運んできた枚数よりもあきらかに増えていて、私は「え!?」と声を上げた。

「陽芽の好みがわからなかったから、適当に見繕った」

「クローゼットが洋服屋さんみたいになっちゃってるじゃありませんか」

　ファッションショーができそうな量だ。色も、普段私がよく着るアースカラーの他に、上品なラベンダー色やライトブルー、ミントグリーンなどカラフルだ。

「志遠さんは、どれを私に着せたかったんですか？」

「俺なら――」

　志遠さんが指さしたのは、淡いピンク色をした上品なワンピース。こてこての女子服だ。

「……ごめんなさい。私、志遠さんの好みの女性にはなれないかも」

「上着の色を選べば、そこまで派手にはならないんじゃないか？」

　志遠さんが提案してくれたのは、ワンピースの上にカーキのコートやブラウンのカーディガンを羽織るコーディネート。

　なるほど、この組み合わせならピンク色が自然になじむ。

「志遠さんは服を合わせるのがお上手ですね」

「モデルがいいんだろう」

「それは言いすぎです」

　赤面する私を志遠さんは楽しげに眺める。もしかしてからかっているのだろうか？　私が照れると知っていて言うのだから、ちょっぴりいじわるだ。

　夕方になり、私たちは食事を作るために一階のキッチンに戻った。

　その日の夕食は、帰国してきたばかりの志遠さんをいたわろうと、私が日本食を作った。

　白米に肉じゃが、サバの西京漬け、タコとワカメの酢の物――ちょっぴり地味かなとも思ったけれど、志遠さんは喜んで食べてくれた。

「しっかり栄養を摂ってくれているみたいで安心したよ」

「つわりもありませんし。栄養はばっちりだと思いますよ」

　志遠さんは日本にずっと暮らしている私よりも美しい箸さばきで魚の身をほぐしていく。

「会社の方は大丈夫なのか？　急な妊娠で驚かれただろう」

「ええ。でも女性が多いせいか制度はしっかりしていて。産休、育休はきちんととれそうです」

　私が勤めているのは大手食品会社。事務兼経理補佐で、デスクワークがメインだから体への負担も少ない。

　出産経験のある先輩が多く、私以上に妊娠中の体調に詳しくて気遣ってくれる。

　休憩室にノンカフェインのコーヒーを置いてくれたり、お下がりの骨盤ベルトをくれたり。

　どちらかというと、みんなは私が未婚で妊娠したことに興味津々。

　加えて、子どもの父親とは海外旅行中に出会った、今も国外で仕事をしていると説明したら、行きずりの関係を想像されてしまい、面倒見のいい主任には叱られ、同僚からは同情されてしまった。

　相手が大企業の経営者だということは省いて説明したけれど、私が『御子神』を名乗るようになったら、名字の珍しさからバレるかもしれない。

「これまでひとりにしてすまなかった。今後はなるべく陽芽のそばにいられるようにする。せめて月の半分くらいは」

「本当ですか!?　でも、行ったり来たり大変なんじゃ」

「もともと移動の多い仕事だから、苦ではないよ。飛び回って周囲に顔を出すのが俺の役目だ」

「無理はしないでくださいね」

　それは君の方だろうといった顔で志遠さんはくすりと笑う。

　食事を終えた私たちは、二階のリビングでソファに座り、のんびりとした時間を過ごした。ロンドンにいた頃のようだ。

「雑誌がいっぱいありますね。読むのが楽しみ」

「陽芽の好みがわからなかったから、幅広く取り揃えてもらった。好きなジャンルは買い足してくれ」

　ふと思い出したかのように、志遠さんがこちらに顔を向ける。

「俺は陽芽の趣味や好みをよく知らない。プレゼントを贈るにも、どんなものを好むのかわからなくて困るんだ」

　神妙な顔で悩み始める。私たちが直接顔を合わせていたのは一週間足らず。あとは電話での会話ばかりなので、好みを知らなくとも無理はない。

「それであのクローゼットだったんですね」

　あらゆるジャンルの服が揃ったファッションショーのようなクローゼットを思い出し、私は苦笑する。

「服は志遠さんのコーディネートに任せた方がいいのかも。私の趣味は、そうですね、お料理とか、食べ歩きとか、珍しい冷凍食品があったら買ってみたりとか」

　食への興味が強く、食品会社に就職を決めた。とくに冷凍食品は、うちの会社が大きく利益を上げている分野だから、新製品が出たら試すようにしている。

「なら、明日は少しだけ外に出てみるか。食べ歩きや買い物をして、お互いの趣味を知ろう」

「はい！　少しと言わず、たっぷりと――」

「もう少しで安定期だろう。ここで無理をするな」

「一週間くらい誤差ですって」

「だから。陽芽はどんぶり勘定がすぎるんだ」

　細かい彼と大雑把な私。さっそく言い争いが始まって、私たちはくすくすと笑い合った。

　正反対のふたりは、意外といいコンビなのかもしれない。

　ああ。だから志遠さんは私を選んでくれたのだろう。

　その日の夜。私たちは寝室の大きなベッドで寄り添うようにして眠った。まだ安定期に達していないので、夫婦の情熱を交わすことはできない。

　けれど、志遠さんは私を丁寧に包み込み、抱くよりも甘く優しく私の心を溶かしてくれた。




　二日目は買い物をしたり家でのんびりしたりと、穏やかな一日を過ごした。

　ふたりで暮らすこと三日目。イギリスへの出発を前日に控えたこの日、志遠さんの秘書から電話がかかってきた。

　始めはリビングで会話をしていたものの、どんどん深刻な顔つきになっていき、しまいには書斎にこもってしまった。なんだか嫌な予感がする。

　リビングに戻ってきた志遠さんは、苦虫をかみつぶしたような顔をしていて、申し訳なさそうに私へ切り出した。

「すまない陽芽。イギリスへの出立が今夜になった」

「今夜……！」

　明日の朝には出国する予定だったというのに、半日も待てないほどのなにかが起きたのだろうか。

　不安になって志遠さんをのぞき込むと、切ない表情で私の額にキスを落とした。

「ごめん、陽芽。せっかくのふたりの時間だったのに」

「私は大丈夫です。少し志遠さんが心配になっただけで」

「トラブルが起きて、俺が直接顔を出さなければならなくなった。心配はない。足を運べば済む話だ」

　そう答えて、私の唇に謝罪のキスを落とす。

　その日の夜、志遠さんは迎えの車に乗り込んで、イギリスへと戻っていった。

　一緒に空港まで行きたかったけれど、寒いからダメだと制止され、私は家でおとなしく見送ることにする。

　……家にいた方が、もっと寒いよ。

　今夜も抱き合って眠れるのだと思っていた。大切なふたりきりの時間が失われ、正直言って悲しい。

　けれど、これが彼の仕事であり、誇りでもあるのだ。困らせてはいけない。

　私は私でがんばらなくちゃ。

　たとえ彼と離れ離れになっても出産を立派にやり遂げなくちゃ。そう、私はひとりじゃない。お腹の子とふたりだ。

　パン！と頬を叩いて気合いを入れる。私、がんばれ！と自分に活を入れた。




　月の半分くらいは日本にいられる――志遠さんにそう言われて、無意識のうちに一緒に暮らせると期待していた。

　しかし、彼が日本を発った翌日、イギリスの大手投資銀行『ロイヤルジェシカ』が倒産したというニュースを目にして嫌な予感がした。

　志遠さんの会社がロイヤルジェシカと繋がりを持っていたのかはわからない。

　だがニュースによると、欧州の景気が左右されるほどの大事件らしく、志遠さんが蒼白になってイギリスに飛んでいった件と無関係であるとは思えなかった。

　一週間後。休みの日、私が部屋を掃除していると、志遠さんから連絡がきた。

　今は十五時だからイギリスは……六時!?　そんな早朝からなんの用だろう。

　恐る恐る通話に出てみると、彼の声は想像以上に深刻だった。

『すまない。しばらくこちらで指揮を執ることになりそうだ』

　なんとなく予想していたので驚きはしなかったけれど、胸がしんみりと痛む。

「イギリスの大きな銀行がつぶれたって件ですか？」

『陽芽も知っていたか』

「詳しくは知りませんが。志遠さんの会社にも影響が？」

『ああ。イギリスの経済全体に影響を及ぼしている。かつてアメリカで起きた金融危機の再来とまで言われていて――とにかく、対策を誤れば、こちらも取り返しのつかない負債を抱えることになる』

　志遠さんの言葉にぞっとする。取り返しのつかないレベルの負債、つまり倒産しかねない危機的状況ということだろうか。

『企業としてだけじゃない。国民はみな不安にかられている。今、俺がイギリスを離れて日本で活動を始めれば、不安を煽る』

　志遠さんは騎士の称号を持つ人物。街行く人にまで顔を知られている有名人だ。

　彼がこの重要な局面でイギリスを捨てるようなそぶりを見せるわけにはいかない。

「わかりました。みなさんが志遠さんを必要としているんですね」

　私の言葉に、志遠さんは返事もなく黙り込んだ。私はじっと彼の次の言葉を待ち続ける。

「――君をロンドンに呼び寄せたい。だが、言葉がわからない場所で暮らすのは、苦通か？」

　ごくりと息をのむ。彼と一緒にロンドンへ――。

　考えたことがないわけではないし、嫌というわけでもない。

　けれど、私はこちらで就職しているし、産休までは働くと伝えてある。

　私を気にかけてくれる上司や同僚たちに恩返しをするためにも、簡単には決意できない。

「私はもうしばらくここに残りたいと思っています。会社もありますし。それに、志遠さんは今後何年もイギリスにいなければならないというわけではないんですよね？」

「ああ、一年もあれば事態を収拾できるだろう。その間も、まったく日本に帰国できないわけじゃない。君の顔を見るくらいなら」

「でしたら、私は日本で出産して志遠さんの帰りを待ちます。志遠さんはお仕事に集中してください」

　私の言葉に、志遠さんはかすれた声で「ありがとう」と漏らした。

　これが私にとってのベストであると同時に、彼にとっては苦渋の決断だということもわかっている。

　私がひとりで出産すると聞いて、心配性の彼が心を痛めないわけがない。

『使用人を雇おう。この先、君のそばに誰かがいてほしい。家事を手伝わせてもいい』

「もしかして、ダリルですか？」

『いや。さすがに女性を頼むよ。できれば出産経験があって信頼できるような人を探しておく。御子神家に古くから仕えている使用人で、ひとりあてがあるんだ』

　わざわざ使用人を雇うというのは気が引けるけれど、それで志遠さんが安心できるのなら、そばにいてもらってもいいかもしれない。

　それに、なによりこの家は広い。臨月でお腹がパンパンになったとき、全部の部屋を掃除しきれるかわからない……と、掃除機を片手に思う。

　今はちょうどいい運動になっているけれど、成長した赤ちゃんをお腹に入れながら、これをこなせるかどうか。

「わかりました。じゃあ、お腹が大きくなってきたらお願いします」

『ああ。なにかあったらすぐに連絡してくれ。遠慮するなよ』

　そんな会話を交わして通話を切った。

　聞き分けのいいふりをしたけれど、志遠さんが日本に帰ってこられないと聞いて、正直ショックだった。本音を言うと、そばにいてほしい。

　そのとき。下腹部がじんわりと痛んだ気がした。まるで内側から引っ張られるような、引きつるような痛みだ。

　赤ちゃんもお父さんに会いたがっているのかな？

　もしかしたら、私の悲しい気持ちが赤ちゃんに伝わってしまったのかもしれない。いけないいけないと頭を切り替え、楽しいことを考える。

「使用人……どんな人がくるんだろう」

　優しい人だといいな。志遠さんが信頼できるというくらいだから、きっと大丈夫だろう。

　私は深く考えないようにして掃除を続けた。










第八章　ふたりの愛の結晶に太陽の祝福を




　一カ月後。お腹がぽっこりと膨らんできて、妊娠六カ月目に突入した。

　そして今日、志遠さんが手配してくれた使用人さんがうちにやってきた。

　深ふか水みず頼より子こさん六十五歳。身長は小さめで顔が丸くて、ころころとした印象のかわいらしい人だ。

　私の親よりも上の年齢――使用人というより、むしろ私がいたわった方がいいんじゃないかと悩む。

「来てくださってありがとうございます。これからどうぞよろしくお願いします」

　頼子さんは私のお腹を見つめ、目もとにくしゅっとしわを作って朗らかに笑った。

「こちらこそ、よろしくお願いします。まだまだお腹、小さいですね。これからどんどん膨らみますからがんばってくださいね」

　これでも小さいの？　けっこう大きくなったと思ってたのに。

　やっぱり出産経験のある人は肝が据わっているなぁと感心してしまう。

「志遠坊ちゃんからは、臨月を過ぎたら住み込みでお世話をするように言われています」

　坊ちゃん――そう呼ぶくらいだから、志遠さんが子どもの頃からお世話をしていたのかもしれない。御子神家に古くから仕えていると聞いている。

「はい、お願いします。あ、お部屋は一階の客間を使ってください」

　頼子さんは持参した大きなバッグを客間に運ぶ。歩く速度も速いし、力もありそうだし、若々しくて安心した。

「私、これから妊婦健診に行ってきますので、お留守番をお願いしてもいいですか？」

「わかりました。お帰りは夕方になりますか？　お夕食、作っておきますね」

　尋ねられ、一瞬悩む。お願いしてもいいのだろうか。でも、使用人として来てくれているのだから、頼まないのも逆に失礼？

　そんな私の葛藤を察したのか、頼子さんは頼もしい笑顔で力こぶを作る。

「坊ちゃんからは、奥様の身の回りのお世話を任されています。炊事洗濯掃除、なんでも頼んでくださいね。私、まだまだ若いですから遠慮は無用ですよ」

　奥様……！　呼ばれ慣れないフレーズに驚きながらも、私は「は、はい！」と返事をする。

「では、冷蔵庫の中のものを使ってください。もし足りないものがあれば、連絡をもらえれば帰りに買ってきますから」

「お気遣いなく。近くにスーパーもありますから、買い物ぐらい私にもできますよ」

　ごゆっくりと声をかけられ、私は志遠さんが紹介してくれた産婦人科へ向かった。

　転居に伴い、出産も近所にある総合病院の産婦人科にお願いした。引っ越してきてすぐに健診を受け、今日は二回目。

　最近ではたまにお腹が突っ張るようなじんわりとした痛みがあるので、先生に聞いてみようと思う。胎動の一種ならいいのだけれど。

　しかし、先生からは予想外の見解を告げられた。

「少し、子宮頸けい管かんが短くなっていますね」

　超音波検査と触診を終え、私は診察室で先生と向き合う。

「それは……どういうことでしょう？」

「あまり短くなりすぎると、切迫流産――もしくは切迫早産と呼ばれます」

　切迫、しかも流産という言葉を聞いて、ぞっと血の気が引く。

　私の顔色を見て安心させようとしたのか、医師は穏やかに微笑んで言い添えた。

「今の段階でそこまで心配する必要はありません。なったからといって、必ずしもみんな流産や早産するわけじゃありませんし、無事予定日を迎えた妊婦さんもたくさんいますから。痛みや出血はありませんか？」

「出血はありません。少しだけ突っ張るような痛みが」

「気をつけて様子を見ていきましょう。なるべく安静にして、激しい運動をしたり重いものを持ったりしないように気をつけてください」

　安静にするということは、会社に行くのもまずいのだろうか。自分としてはそこまで無茶をしているつもりはないのだけれど。

「仕事を続けても大丈夫でしょうか？」

「内容にもよりますが、デスクワーク程度なら、がんばりすぎなければ大丈夫かと思いますよ。ただ、続けていて出血するとか、痛みがひどくなる場合は、考えた方がいいかもしれませんね」

　二週間後にまた来るよう指示され、私は病院をあとにする。

　家に帰ると、玄関の床の大理石がぴかぴかに光っていた。

　廊下も塵ちりひとつなく、キッチンからはおいしい香りが漂っている。

「おかえりなさいませ、奥様」

　エプロン姿の頼子さんがキッチンから顔をのぞかせた。私は「ただいま帰りました」と彼女のもとに向かう。

「玄関のお掃除もしてくださったんですね。ありがとうございます」

「まだ玄関だけですけどね。ですが、玄関は人をお迎えする大事な場所ですから、常に綺麗にしておかなければなりません」

　そう言ってお味噌汁をかき混ぜる。玄関は常に綺麗に――長年使用人として働いてきた信念というか、プロ意識が感じられた。

「それで奥様。病院の方はいかがでしたか？　赤ちゃんは順調ですか」

　あ、と思わず返答に困る。手放しで順調とは言えないけれど、心配はかけたくない。かといって、診断結果を隠すのもそれはそれで問題だ。

　志遠さんにまで報告をせずとも、身近にいてくれる頼子さんには話をしておくべきなのかもしれない。

「順調は順調なんですけど、なるべく安静にとも言われました……」

　頼子さんの顔色がすーっと青くなっていく。ああ、ものすごく心配してる！　私の言い方が悪かった……。

「大変だわ！　奥様、どうぞ座っていてくださいませ。ベッドの方がよろしいですか？　お食事、お部屋までお持ちしますから」

「いえいえ！　あの、ひどい状態とかではないんですよ？　念のために様子を見るってだけですから！　仕事も続けていいって先生が言ってましたし」

「続けるんですか？　本当に大丈夫なのですか？」

「ええ、無理をしなければ大丈夫と言われています」

　私は頼子さんをなだめて、夕飯の準備を手伝おうとする。

　しかし、今くらいは休んでくださいとソファに促されてしまったので、おとなしくテレビを見て待つことにした。

　ニュースでは欧州の経済状況が取り上げられている。今もイギリスはバタバタしているみたいだ。

　余波をもろに受けて倒産した企業の社長や、大損失を出した投資家のインタビューなどを聞いて、まだまだ深刻な状況であると知る。

「夕飯、もうすぐできますからね」

「ありがとうございます。頼子さんがいてくれて助かりました」

　それからというもの、頼子さんの手も借りながら、医師に指示された通りのんびりした日々を過ごした。

　頼子さんは掃除洗濯も手早く完璧でさすがはプロ。お料理もおいしくヘルシーで、栄養をしっかりと考えてくれているのがわかる。

　私は睡眠や休息を多くとるよう心掛け、会社にだけはきちんと出社した。

　なるべく安静にして過ごしたけれど、ときたま訪れるお腹の突っ張るような痛みは改善されないまま。

　次の妊婦健診の日、超音波検査を終えた医師は、いまいち浮かない表情で私へ説明をした。

「現在妊娠二十二週で頚管長が二十九ミリ――切迫早産ですね。できるだけ安静にしてください。これ以上短くなるようなら、入院加療も考えましょう」

　前回の検査では三センチ以上あったはずなのに、また数ミリ縮んでしまった。

　特別なにかをしたわけではないのに、どうして？　納得できないまま不安が頭をめぐる。

「お腹の張りは頻繁にありますか？」

「たまに突っ張るような感じは。でも、そんなに痛いわけでもないんですよ？」

「痛みというより、頻度の問題ですね。仮に十分おきに訪れるようなら、それはもう陣痛と言ってもいい。陣痛は一度訪れると止めることができませんから、そうならないよう、今から張りを抑えておく必要があります」

　ドキリとして言葉を失う。

　お腹の突っ張りは、十分おきとまではいかないものの、頻度が増えているのは事実だ。このままいくと、早産してしまうのだろうか。

「張りを抑える薬を出しておきましょう。もちろん、同じような状況でも、四十週で元気に赤ちゃんを産んでいる妊婦さんはたくさんいますから、気負いすぎないで」

　もし仕事を休職するのであれば使ってくださいと、先生が診断書を書いてくれた。処方箋を受け取り、病院を出る。

　帰って頼子さんに事情を伝えると、案の定、とても心配されてしまった。

「すぐに志遠さんに報告を――」

「ま、待ってください！　あんまり心配をかけたくないので」

「でも、奥様とお子さんの一大事なのに、知らない方が悲しむと思いますよ」

　頼子さんにたしなめられ、私はふうと息をついて冷静になる。

　そういえば妊娠が発覚したときも『どうしてもっと早く教えてくれなかったんだ』と叱られたっけ。『君に関することで余計な情報などひとつだってない』とも。

「……やんわりと伝えてもらえますか。あまり心配をかけないように、やんわりと」

　翌日。私は会社に連絡をして、休職させてもらえるように手配した。必要書類を揃え、医師からの診断書を添えて会社に提出する。

　その三日後。突然玄関が開いたかと思えば、まさかの人物がダイニングに乗り込んできた。

「陽芽！　大丈夫なのか!?」

「志遠さん！」

　キッチンにいた私と頼子さんは目を丸くする。

　なんの連絡も、前触れもない突然の帰国。志遠さんは帰ってくるなり、リビングのソファに私を座らせ、不安げに問いただした。

「陽芽。体の方は？」

「大丈夫ですが、あの、志遠さんこそお仕事は……」

「調整した。陽芽の体調の方が大事だ」

　私たちのやりとりを見て、頼子さんがよよよと涙を滲ませる。

「志遠坊ちゃんたら、奥様のために飛んで帰ってきてくださったんですね。私はうれしいです。愛情深いご立派な方に成長されて……」

　頼子さんったら、いったいどんな連絡を志遠さんに入れたのだろう。もしかして、私の体が危ないとでも言ったのでは……。

「そんなに心配する必要はないんですよ。ちゃんと安静にして薬を飲んでいれば大丈夫だって――」

「医師から診断書を送ってもらった。重篤な状態ではないと聞いているが、それでも予断を許さない状況なんだろう？」

　頼子さんではなく、お医者様からの報告だったのか。私はごまかすように目を逸らした。

「精神的なものも影響すると聞いた。無理やり引っ越しをさせて、ひとりにするような真似をしたから――」

　志遠さんのためらうような声を聞いてハッとする。彼は自分のせいでそうなったと思い、責任を感じているんだ。

「志遠さんのせいではありませんよ？　それに、頼子さんもいますし」

「そういうことを言っているんじゃない」

　気を回したのか、頼子さんがささっと階段を下りていく。

　気配が遠ざかったのを察し、志遠さんが私をそっと抱きしめた。

「ひとりで背負わせてごめん、陽芽」

　悲痛な声が鼓膜を震わせる。

　彼はいったいどんな気持ちでロンドンからここまで駆けつけたのだろう。

「志遠さんだって、いっぱい背負っているでしょう？」

「プライオリティが違うだろう。一番は陽芽であり、子どもであり、家族だ」

「それでも、志遠さんはイギリス国民の期待を背負っているじゃありませんか」

　騎士とはそういうもののはずだ。古来より騎士は君主を守るもの、国を守るもの。

　現代では形は違えど、イギリス国民に安定をもたらす存在という意味では同じだ。

「それに、志遠さんは社長なんですから」

「俺が社長であることで、君が我慢するのは間違ってる」

「我慢なんてしていません」

　いつの間にか泣き出しそうになっている彼を、今度は私からぎゅっと抱きしめる。

「志遠さんは、私にとっても誇りです」

　彼は強く頼もしく立派な人ではあるけれど、心配性でときに不安になったり嫉妬をしたり、弱い一面もたくさん持っている。

　私が支えてあげなければと、初めて思った。

　いつも支えられてばかりだけれど、こういうときこそ寄り添ってあげなければ。私は彼の妻になるのだから。

　その気づきが、うれしくもある。

「家族も守れやしないのに、なにが騎士だ。聞いてあきれる」

「志遠さんは真面目すぎるんですよ。騎士だって奥さんには甘えると思いますよ」

　顔を少し離し、彼の頬をぷにっと引っ張る。思わずクスリと笑うと、彼は困ったように眉尻を下げた。

「君が大雑把すぎるんだ。だから俺の心配が加速する」

「そんな真面目な志遠さんが好きです」

　隣り合うパズルのピースのように、私と志遠さんはでこぼこでバラバラで、それでいてぴったりとはまるのだろう。

　ゆっくりと顔を近づけて彼に口づける。愛情を注ぎ込むように優しく舌を差し入れ、今日はちょっぴりがんばって私から大人のキスをする。

「志遠さんが心配してくれるなら、私が悩む意味はないじゃありませんか」

　ふたりで難しい顔をしていても仕方がない。私が笑顔でいることを、彼もきっと望んでくれていると思うから。

「陽芽。俺はそんな君が好きだ。……愛してる」

　体で愛情を交わせない分、私たちはいつまでも抱きしめ合う。

　こうしてお互いの体温を確かめ合っていれば、より深く愛情を伝えられる気がした。

　ふたりで階段を下りると、紅茶の上品な香りが漂ってきた。

「あら。わざわざすみません。今、お茶とお菓子を持っていこうとしていたんですよ」

　キッチンで頼子さんがお茶の準備をしてくれている。

　ダイニングテーブルにはガラスのプレートが置かれ、その上に焼き菓子がたくさん並んでいた。

「陽芽。椅子とソファ、どちらが楽なんだ？」

「食べるなら椅子の方が」

「ならここで。頼子さんも一緒に食べよう。お茶を三つ淹れてくれ」

　志遠さんが誘うと、頼子さんは「私までありがとうございます」と目を細めた。ティーカップ三つにノンカフェインの紅茶を淹れて持ってきてくれる。

「頼子さんは、俺が生まれる前から御子神家に仕えている」

「では、志遠さんが赤ちゃんだった頃からお世話を？」

「ええ、ええ。子どもの頃はかわいくて、とても賢くいらっしゃったんですよ。まだ年端もいかないうちにおひとりでイギリスに渡られて、おつらかったでしょうに、立派になられて……」

　志遠さんが「恥ずかしいからやめてくれ」と苦い顔をした。

　頼子さんは志遠さんの成長をずっと見守ってきたのだ。

　志遠さんが頼子さんを『信頼できる女性』と紹介してくれた理由がわかった。使用人以前に、第二の母親のような存在なのかもしれない。

「結婚と聞いて、驚きました。志遠坊ちゃんは女性が苦手なようでしたし」

「そうなんですか？」

「待て。まず、『坊ちゃん』をやめてくれ」

　志遠さんの頬に赤みが増す。

「それに苦手なんじゃない。女性を信じていなかったというだけだ」

「余計悪いような……」

　志遠さんが縁談を持ちかけられて困っていた背景には、そういう理由があったのかと納得した。

「ええ。ですからそんな坊ちゃ――旦那様が、運命の女性を見つけて、しかも子どもまで授かったと聞いて、とてもうれしかったんですよ。そのお世話ができるなんて、夢のようです」

　頼子さんは感慨深くうなずき、紅茶を口に運ぶ。

　女性不信だったのに、私を選んでくれたんだ。

　運命の女性だなんてそんな崇高な人間ではないけれど、彼が私を妻に選んでくれたことは人生最大の幸運だと思った。




　それから五日が経った。志遠さんは私と一緒に日本で生活してくれている。

　時差の関係で夕方以降はほとんど書斎でリモート会議をしており、昼夜逆転した生活を送っているが、朝ごはんは一緒に食べられるし、日中彼が眠るベッドに忍び込んで一緒にお昼寝もできるので満足だ。

「頼子さん、すまない。契約より少し早いが、住み込みで陽芽の世話をしてもらえるか」

「もちろん。通勤がなくなって、楽なくらいです」

　志遠さんは仕事、頼子さんは家事、私だけのんびり横になっていて、なんだか申し訳ない。

　しかし、ふたりは口々に「それが君の務めだ」「お子様を産むために我慢なさってください」と安静を勧めてくる。

　ふたりの言い分ももっともなので、私はおとなしく従った。

　その日の朝、食事中に志遠さんの携帯端末が鳴った。彼はディスプレイを眺めて難しい顔をする。

「すまない。少し席を外す」

　最近は電話の頻度も上がっていて、彼自身、心なしか疲れているようにも見える。

　もちろん、私の前では笑顔でいてくれるのだけれど、なんとなくわかるのだ。

「やっぱり志遠さん、無理してるみたいですね」

「お忙しい方ですからねえ。こればっかりは……」

　ダイニングに残された私と頼子さんは、志遠さんが上がっていった階段を眺めながら息をつく。

　その日の夜、私の携帯端末に知らない番号から電話がかかってきた。

　見慣れない表示は国際電話のようだけれど、海外に知り合いなんていないはず。私はおそるおそる通話ボタンをタップする。

「……はい」

『俺です。ダリルです。ヒメ、ご無沙汰しております』

「ダリル！　お久しぶりです」

　どうして私の番号を知っているのだろう？という素朴な疑問が頭をよぎるが、まあいいかと気にするのをやめた。

　知らない仲でもないし、とくに困ることもない。

　とはいえ、なぜ私に直接かかってきたのか――妙な感じがして首を捻る。

『体は大丈夫ですか？　あまり経過がよくないと聞きましたが』

「ご心配ありがとうございます。そこまで深刻ではありませんが、一応大事をとって休んでいるんです」

『そうですか。それを聞けて安心しました』

　ダリルはホッと息をつくと、あらためて切り出した。

『実はヒメに折り入って頼みがあるんです。シオンをロンドンに戻していただけないでしょうか』

「志遠さんを、ロンドンに……」

　彼は調整をつけて日本で仕事をしているわけではないのだろうか。

　私が漠然と尋ね返すとダリルは『ロンドンの経済が破綻しかけているのはご存じですね』と前置きして切り出した。

『今、こちらはぎりぎりの状況です。社員たちは不安を抱えている。シオンが顔を見せてひと言発してくれるだけで、みなの意識が変わるんです。彼のカリスマ性が必要だ』

　私はごくりと息をのむ。志遠さんがロンドンに帰るきっかけとなった大手投資銀行の倒産は、今や『ジェシカショック』という名がついて、イギリス国内にとどまらず世界的な金融不安をもたらしている。

　私が志遠さんを引きとめたせいで、困っている人たちがいるの？

『社長という仕事をこなすだけなら、日本から指示をくれるだけでいい。けれど、今俺たちがシオンに求めているのはその先です。みなの心の礎いしずえとなってもらいたい。それが結果的に、今後の彼の経営にもよい影響を与えるでしょう』

　指示だけならここからでもできるだろうけれど、現場に本人がいるといないとでは大違いだ。

　彼がロンドンにいる間、私が心細く思っていたように、向こうにいる人たちも今、心の拠り所を失っているのかもしれない。

「……わかりました、志遠さんに相談して――」

『それではダメなんです』

　言葉を制され、私は携帯端末を握りしめる。

『相談では、きっとシオンはあなたのそばにいることを選んでしまう。あなたの口からはっきりと「そばにいてくれなくていい」と言ってほしい。シオンがいなくても子どもは生まれる。そうでしょう？』

　理論としてはダリルの言う通りで、生活的なサポートだけなら頼子さんがしてくれる。志遠さんがここに留まる必要はない。

　でも、私は――。

　そばにいてほしい、その言葉をごくんとのみ込んで、私は答える。

「……わかりました」

『ありがとうございます！　それでこそ、シオンの選んだ人だ』

　そう感謝を告げて電話は切れた。ツーツーという終話音が虚しく響く。

　志遠さんの妻としてどうすべきか。ダリルの最後の言葉が頭の奥で再生される――『それでこそ、シオンの選んだ人だ』。

　私は大きく息をつき、リビングのソファに座った。じっと、志遠さんが仕事を切り上げてくるのを待つ。

　やがて会議がひと段落ついたのか、奥の書斎から彼が出てきた。

「陽芽。体は大丈夫か？　ずっと書斎にこもってすまな――」

「志遠さん、お話があります」

　硬い声で切り出した私にただごとではないと悟ったのか、志遠さんは黙って私の隣に座る。

「そろそろ、イギリスへ帰ってください」

「なにを言って――」

「志遠さんがいなくても、この子は生まれます。だから大丈夫」

　迷いのない目で志遠さんを見つめる。

　寂しくないわけじゃない。ずっとそばにいてほしいけれど、この甘えが彼のためにならないことはよくわかっている。

「必要としている人たちのもとに戻ってください。それがあなたの使命でしょう？」

　志遠さんは反論しかけたが、私の目を見て本気だと悟ったのか、ぐっと息をのみ逡しゅん巡じゅんした。

「……わかった」

　ぎゅっと私の手を握り、かすれた声を吐き出す。

「君の言葉に甘える。だがどうか、つらいときは俺に助けを求めると約束してくれ。君がひとりで苦しんでいるときには駆けつける。この権利を俺から奪わないでくれ」

「大丈夫です。私はつらくなんかありません」

「頑固だよな、陽芽は」

　私をなだめるように、こつんと額と額をあてる。

「毎日電話する」

「毎日じゃなくても大丈夫です」

「一日五分も時間が取れないほど忙しいと思っているのか？」

　志遠さんが茶化すように口の端を上げる。

　気丈に振る舞おうとがんばっていたのに、緊張の糸が切れそうになって、ぎゅっと目をつむった。

「じゃあ、電話して……」

「……約束する」

　その日、私たちはひとつのベッドで、抱き合うようにして眠りについた。またしばらくの間お別れすることになる。




　志遠さんは約束通り毎日電話をくれて、ときにはビデオ通話でお腹の膨らみ具合を報告した。

　彼の顔を見ると安心する。明日もがんばろうと思えた。

　切迫早産は改善こそしないが悪化もせず、頼子さんの献身的なお世話のかいもあって、無事三十九週で二七〇〇グラムの男の子を出産した。

　六月の終わり。梅雨の真っただ中にもかかわらず、まるで神様が祝福してくれているかのような晴天だった。




　出産の連絡を聞きつけ、志遠さんは飛んで帰ってきてくれた。

「陽芽、よくがんばってくれたな」

　すやすやと寝息を立てる我が子を愛おしげに抱きながら、志遠さんがねぎらってくれる。

　出産して一日。私はまだ前日の疲労を引きずっていて、ベッドに横になっている。

　先生も驚くくらいのスピード出産で、陣痛からあっという間に産まれてしまった。しかし、出血量が多かったせいか、今も貧血で体がだるい。

「本当はもっとキラキラした素敵なお母さんになっている予定だったんですけど……」

　我が子を抱いて微笑む聖母のような自分を想像していた。けれど実際は、体力が尽きてぐったりしている。

「それだけ出産は体に負担のかかる大仕事ということだ。ふたりとも無事でよかった。この子ももちろんだが、陽芽も」

　志遠さんは息子を抱きながら、私のベッドに腰かける。

「それに先は長い。これからゆっくりと陽芽が理想とする母親像に近づいていけばいい」

「志遠さんは素敵なお父さんになれそうですか？」

「ああ。陽芽と一緒にがんばるよ」

　そう口にする志遠さんの表情は穏やかだ。愛情をたっぷり注いでくれるお父さんになってくれそう、そんな予感がする。

「名前を付けてあげてください。そしたら、我が子の実感が湧くでしょう？」

　志遠さんは息子に目を落としながらゆっくりと首をかしげる。悩んでいるような、楽しんでいるような顔で息子を眺めた。

「以前、男の子だったら『志』、女の子だったら『陽』を名前に入れようと話したよな」

　まだ性別もわからなかった頃、子どもの名前はなんにしよう？とふたりで考えたことがあったのだ。

「男の子だったので、『志』をつけますか？」

　私が尋ねると、志遠さんは窓の外を見つめた。梅雨の真っただ中、今日もしとしとと雨が降っている。

「昨日は晴れていたんだよな」

「はい。太陽がお祝いしに来てくれたみたい」

「太陽の祝福か……それなら、俺より陽芽にちなんだ名前の方がふさわしいだろう」

　ニッと微笑んで窓の外、雲のはるか向こうにいるお日様にお伺いを立てる。

「晴れると書いて『ハル』はどうだ。陽芽が紡いだ『陽』の『芽』が、大きく花開いて青い空をもたらしたんだ」

「御子神晴はる――」

　私は志遠さんの肩にきゅっと寄り添う。

「素敵な名前をつけてくれて、ありがとうございます」

「お礼を言いたいのは俺の方だ」

　彼は甘くとろけた目をして、ご褒美のように私にちゅっと口づけをくれる。

「立派な子を産んでくれてありがとう」

　三人できゅっと身を寄せて抱きしめ合う。

「大変なときにひとりにしてすまない」

「大丈夫、ひとりじゃありませんよ。晴も頼子さんもいてくれましたから」

「もうすぐロンドンの方もかたがつく。あと少しだけ待っていてくれ」

　いつか三人一緒に穏やかに暮らしたい。志遠さんが用意してくれたあの大きな家で。

　そんな日を夢見て、私はそっと目を閉じてぬくもりを確かめた。




　出生届とともに婚姻届も提出し、晴れて私たちは家族となった。

　出産から一週間。私と晴は無事、産婦人科を退院し自宅に戻ってきた。

「さぁて奥様、これからが大変ですよ」

「大変なのは、病院でもう充分にわかりました」

　病院では二日目から母子同室で過ごしたのだが、晴はとにかく泣く。お腹が減っているわけでも、おむつが汚れているわけでもないのにギャン泣きだ。

　居心地が悪いのか、眠いのか、寂しいのか――理由がさっぱりわからず、私は晴を抱いて病室内を歩き回った。

　貧血はまだまだ回復しきっておらず、出産で傷ついた会え陰いんも痛くて座ることもできない。

　体調不良と赤ちゃんの泣き声との闘いで、すでに疲労困こん憊ぱいしている。

　さっそく晴が「ふえぇ」と声を上げた。しまった、さっきまではすやすやと眠っていたのに。

「どうれ。晴坊ちゃんを抱かせてください。ほーらほら、いい子ですね」

　頼子さんが晴を抱っこすると、私より肉付きのいい腕と胸が気持ちよかったのか、なんだかほくほくした顔で泣き止んだ。私はホッと息をつく。

「頼子さんが天使に見えます」

「出産直後は誰もがそんな感じですよ。旦那様のお母様だって、だいぶまいっておられましたから」

「志遠さんの、お母さんも？」

「ええ。子どもを産んだあとは、みなさん不安になるものです」

　頼子さんは志遠さんが生まれたときからお世話をしていたそうだから、そのときの様子も覚えているのだろう。

「まずはぐっすり眠って、体調を元通りにしてください。晴坊ちゃんがお腹を空かせて泣いたら起こしますから。しばらくは二、三時間おきにおっぱいをあげなきゃなりませんが、がんばってくださいね」

　頼子さんはあまり家の中を移動しなくて済むようにと、一階の和室にベビーベッドを置き、隣に私の布団を敷いてくれた。

　おっぱいをあげたりおむつを替えたりミルクを作ったり、しばらくは水回りが近い方が便利そうだ。階段の上下移動は大変だろうと気を遣ってくれたのだろう。

　私は布団に入りながら、頼子さんに尋ねてみる。

「志遠さんも、よく泣いていましたか？」

「ええ、ええ。それはそれはわがままな赤ちゃんでしたよ」

　なるほど、よく泣くのは遺伝なのかもしれない。

「それがあんなにご立派になられたのですから……」

　ということは、この子もいつか志遠さんのように立派な大人になるだろうか。そう考えると、この激しい自己主張も大切な成長の一過程と思えそうだ。

「ほら、晴坊ちゃんも寝つきましたよ」

「頼子さん、すごい。私、毎日大苦戦でした」

「たくさん子育てしてきましたからね。でも、今だけですよ。すぐに『ママじゃなきゃヤダ』っていう時期が来ますから。さ、ふたりでゆっくり休んでください」

　頼子さんが晴をベビーベッドに寝かせる。私も布団に横たわると、疲れていたせいかすぐに眠りに落ちてしまった。




　四苦八苦しながら育児をこなしているうちに、いつの間にか夏が終わっていた。

　出産から三カ月、秋がやってきた。これからはお散歩も快適になるだろうから、晴に外の景色をたくさん見せてあげよう。

　毎月志遠さんは、短いながらも休みをとって日本に戻って来てくれる。

「見るたびに晴は大きくなっているな」

　体重はもう生まれたときの二倍あって、手足や頬っぺたがむちっとしている。ころんころんしていてかわいらしい。

　志遠さんは晴を抱っこして二階のルーフバルコニーに出た。晴は外の空気が好きなようで、ホッとした顔をしている。

「あと三カ月もあれば、イギリスの方は片付くだろう。そうすれば、生活の中心をこちらに移せる」

　志遠さんが私の顔を見て、にこりと微笑む。

「これからはふたりを近くで支えられる。今までよくがんばってくれたな、陽芽」

「もう充分に支えられてますよ。でも、一緒に暮らせるのはうれしいです」

　どうしても笑みがこぼれてしまう。

　もうすぐ晴はハイハイができるようになり、やがて立って歩くようにもなるだろう。

「パパ」「ママ」としゃべり出し、いろいろな言葉を理解して泣いたり笑ったり――どんどん大きくなっていく。

　その成長をふたりで見守りたい。夫婦で共有したい。

「お仕事、ラストスパートがんばってきてくださいね。私、待ってますから」

「ああ」

　秋の風が心地よい。

　周りの木々が色づき、葉が落ちて、やがて凍えるような北風が吹きつける頃、志遠さんは私たちのそばに帰ってきて温かく包み込んでくれるだろう。

　そのとき、急に晴が泣き出した。志遠さんが驚いたような顔をする。

「どうしたんだろう？　ミルクはさっきあげたよな。冷えたのかな？」

　私は晴の手や首筋を確認する。

「体は冷えてないので大丈夫です。ぐずってますね」

　私は晴を預かり部屋の中に入ると、お気に入りのトイを渡してお歌を歌った。

　泣き止んだ晴を見て、志遠さんが感心するような声を上げる。

「晴の気持ちがわかるんだな」

「志遠さんも、一緒に暮らせばわかるようになりますよ」

　私がどんぐりころころを歌っていると、合わせて志遠さんも歌ってくれた。

　美声！　そういえば彼の歌を聴いたのは初めてだ。

「仕事だけじゃなくて、パパとしてもがんばらなきゃな」

　予期せず父親としての使命感が芽生えたようで、真面目な顔で晴のトイを睨んでいる。なんだかおかしくなって、思わず声を上げて笑ってしまった。




　三カ月が経ち、志遠さんの帰国の日が近づいてきた。

　イギリスではジェシカショックがまだ尾を引いていて、景気が完全に安定したとは言えない。

　しかし、志遠さんは『企業としての方向性を示すことはできた』と言っていた。

　自分が現地にとどまらなくても問題ないと判断したようだ。事態は沈静化に向かっている。

　その頃、私たち御子神家はクリスマス、そして晴はもうすぐハーフバースデー。

　年末の三十日には志遠さんも帰ってきてくれる予定だ。たくさんお祝いしなければ。

「晴、プレゼントはなにがいいかなー？」

　間違いなくおもちゃと言っているに違いない、晴が音の出るトイを振り回しながら「あうー」と応える。

「サンタさん、来るといいねぇ」

　まだ晴にサンタさんはわからないだろうけれど、枕もとにプレゼントを置いてあげようと思っている。こういうのは私も一緒に楽しむことが大事だ。

　午後三時。頼子さんに夕飯の買い出しをお願いして、私と晴は絵本を読みながらのんびり過ごしていた。

　ドアフォンが鳴り、私はダイニングにあるモニターをのぞき込む。

　玄関にいたのは、真っ赤な服に先の折れたとんがり帽子を被った男性。大きな白い袋を担いでいる。

「え、え……」

　サンタさん。いや、待って、誰？

　志遠さんだったらチャイムなんて鳴らさないだろうし、頼子さんがこんな手の込んだことをするとは思えない。なにより体格が男だ。

　軽く恐怖を感じながら、ドアフォンに応答する。

「……はい」

『お久しぶりです、ヒメ。ダリルです。シオンサンタじゃなくてすみませんね』

「ダリル!?」

　懐かしい声がスピーカー越しに聞こえてくる。私は晴を抱きかかえ玄関へ向かった。

　扉を開けると「メリークリスマース♪」とダリルが高らかに声を上げた。

　驚いた晴が、ぎゃぁぁあんと泣き出してしまう。

「わっ、驚かせちゃいましたね、ごめんなさい……」

「こちらこそすみません！」

　晴をあやして、恐縮するダリルをダイニングキッチンへと案内する。

　ダリルは「このダイニング、ロンドンのシオンの家に似てますねー」と部屋を眺めながら入ってきた。

　おもてなしをしようにも、泣いている晴を置いておくわけにはいかない。

　抱っこひもを使おうとすると、ダリルは「おかまいなく、なにもいりませんから」と肩に担いでいた白い袋を床に置いた。

「お手伝いさんもお出かけ中で大変でしょう？　まぁ、そのタイミングを狙ってきたんですけどね」

　ダリルの言葉に私は目を丸くする。狙ったって、いったいどういう意味だろう？

　ダリルは白い袋の中に入っているものを、ひとつひとつダイニングテーブルに並べ始めた。

「ダリルサンタからハルくんにプレゼントです。これが百日祝い――日本では百日目にお祝いするんですよね？　それから、これはハーフバースデー。クリスマスプレゼント、それから――」

　続々とプレゼントボックスを取り出し、最後に私の胸もとへ、紙袋を差し出した。

「これはヒメに出産祝い。おめでとうございます」

「ありがとうございます」

　晴を抱きながら片手で紙袋を受け取ると、中がちらりと覗いて見えた。そこに札束がぎっしり詰まっているのを見て、私は「えっ」と声を上げる。

「これは、いったい……」

「ヒメ、ごめんなさい。俺は出産を素直に祝福しに来たわけじゃないんです」

　ダリルは帽子をとるとチェアに腰かけ、苦々しい笑みを浮かべて切り出した。

「シオンのお父様が、かんかんなんですよ」

「かんかん……？」

「シオンが婚約者を捨てて、見ず知らずの日本人と一緒になり、子どもを産ませたことについてです」

　思ってもみなかったことを口にされ、ずきんと胸が痛んだ。

　イギリスで療養しているというお父様は、私たちの結婚を祝福してくれていないのだろうか。

「そのうえ、企業の危機を放り出して日本に行こうとした。シオンのお父様は、あなたを毒婦と呼んでいます」

「そんなっ……」

　志遠さんの妻として認めてもらえていないの？　もしかしたら、晴のことも？

　私は頭が真っ白になって立ち尽くす。

「ですから、ヒメ。どうかここを出て、シオンとの関係を絶ってください。もちろん、衣食住は世話しますし、金銭的な援助はさせてもらいます。もしも父親がほしければ、それなりの人をご紹介しますし」

「はい……？」

　ダリルはチェアから立ち上がり、私たちのもとにやってくる。

　私がぐずる晴をぎゅっと抱きしめると、その顔をのぞき込むようにかがんだ。

「やっぱり、子どもには父親が必要ですからね、教育的に。でも、今ならまだハルくんは父親を認識していないから、代理を立てることが可能です」

　いったいなにを言っているのだろう。ぱくぱくと口を開くけれど、うまく言葉にならない。

「郊外に家を用意しました。そりゃあ、ここに比べたら狭くて設備も劣りますが、一応新築一軒家で、不自由のない暮らしができると思いますよ。シオンのお父様からの、せめてものプレゼント、というか手切れ金です」

　にっこりと笑って、空になった白い袋をぶら下げて玄関に向かう。

「シオンは年末、三十日には戻ってきますよね。二十九日に迎えに来ますんで、それまでに最低限の荷物をまとめておいてください。あ、服とかそういうのはこちらで用意しますから、印鑑とか、通帳とか、母子手帳とか、どうしても持っていかなければならないもの――」

　そう言うと、和室の奥にある仏壇を指さしパチリとウインクした。

「遺影とか、ね」

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　ダリルの提案はあまりにも急すぎる。突然家を用意したから移り住めなんて言われても――志遠さんと縁を切れなんて言われても、とても承服できない。

　せめて、志遠さんや彼のお父様と話をさせてほしい。

「志遠さんはそれを知っているんですか？」

「ああ、あまりにもベタな台詞すぎて言い忘れましたが、シオンには言わないでください。あと、お手伝いさんにも」

「そんな！　わかりましたなんて言えるわけないじゃありませんか！」

　私の剣幕に驚いた晴が、さらに声を上げて泣き始める。

　ダリルは「まぁ、そうですよね」と面倒くさそうに漏らし、後頭部をかいた。

「あまりこういう言い方はしたくなかったんですが。ヒメの選択によっては、シオンはなにもかもを失いますよ」

「それはどういう……」

「シオンのお父様は、息子の出方次第で彼からすべてを取り上げると言っています。企業の経営権はもちろん、財産の相続権も」

　ぎりっと奥歯をかみしめる。これはきっと言うことを聞かない息子への制裁というよりも、私に対する脅しなんじゃないだろうか。

「志遠さんはすでに社長ですよね。取り上げるもなにも」

「役員や株主の同意があれば解任することも可能です。すでにジェシカショックで大きな赤を出している。と言っても、シオンのせいではなく不可抗力ですけどね。とはいえ、シオンを追い出す理由にはなる」

　ごくりと息をのんで晴を抱きしめる。

「しょせん、親にとって息子はコマでしかない。役に立たないなら捨てるしかないんですよ。家柄のいい人たちって、そういう考え方なんです。御子神家も例外じゃない」

　ぞっとする台詞を残し、ダリルは玄関で靴を履く。

「俺、思うんですよ。やっぱりシオンのそばにいるのは、あなたじゃなくて、エレノア様がいい。シオンを誘惑するなと、警告しましたよね」

　肩越しに振り向いて、鋭い眼差しをこちらに向けた。

「あなたとハルくんがお金に不自由しないよう、最大限支援しますから。シオンのことだけあきらめてください。悪い話じゃないはずです」

　それだけ言い残し、ダリルは家を出ていった。

　なにも言い返せなかった……晴を抱いたまま私はその場に立ち尽くす。

　しばらくすると頼子さんが買い物から帰ってきて、ダイニングテーブルに並んだプレゼントボックスを見て目を剥いた。

「どうされたんですか!?」

「……志遠さんのお友達から、いただいて」

「イギリスから送られてきたんですか？　まぁすごい！」

　プレゼントボックスの中身は晴のおもちゃだった。外国製のカラフルなデザイン。

　まだ発達しきっていない晴の視力でも色が認識できたようで、興味深そうにおもちゃを見つめている。

「晴坊ちゃん、よかったですね～」

　頼子さんが晴におもちゃを渡し、遊んであげる。

　私は札束の入った紙袋を仏壇の奥に隠し、ふたりにはバレないよう深く息をついた。










第九章　今、目の前にある幸せに感謝を




　十二月上旬。ロンドンの気温は東京よりもぐっと冷える。雨が降る日も多く、鬱々とした天候が続いている。

　日付が変わる頃。ロンドンにある御子神グループ欧州統括本部の執務卓でまだ承認作業に追われていた俺は、本日最後の仕事を片付け、深くため息をついた。

　――金融危機の再来かとまで言われていたが。

　実際の被害規模はそこまで及ばず、景気の低迷が日本に及ばなかったことが不幸中の幸いだった。

　日本を主軸にしている御子神グループの関連各社が立ち直るのも、イギリス国内の他企業と比較してかなり早い方だった。

　負債ゼロとは言えないが、数年かけて取り戻せるレベルに収まっている。

　具体的な道は示した。ここから先は各企業の経営陣に任せよう。

　出しゃばりすぎても禍根を残すし、放置しすぎても反乱分子を作りだしてしまう。絶妙な塩あん梅ばいで主導権を渡し、日本へ帰るつもりだ。

　俺は日本で旗を振り、最低限の意思決定をこなす。

　とはいえ、関連子会社を含めれば数千にも及ぶ巨大グループを統率するからには、最低限というだけでもとんでもない量になるのだが。

　それでも、年末にはこの地を発って、日本に根を下ろせるだろう。

　――陽芽と晴のそばにいられる。

　ここ数カ月、騒動を収め、日本に戻ることしか頭になかった俺は胸をなでおろした。

　そんなとき、執務室のドアがノックされ、よく知る人物が秘書に伴われ入ってきた。

「ダリルか」

　彼は俺の個人秘書であって御子神グループの人間ではないのだが、様々な雑務を依頼する関係でほぼ顔パスとなっている。

　とはいえ、厳密には社内をふらふらと歩ける立場にはないので、体裁上、俺の秘書に指示してこの部屋まで連れてこさせたようだ。

「こんばんは、シオン」

　ダリルが人好きのする表情でにっこりと笑いかけてくる。俺にはよからぬことを企む不敵な顔にしか見えないが。

「何度も言うが。いい加減実家に戻れ。お前は俺の部下で終わる人間じゃないだろう」

　ダリルは優秀だ。高学歴であることはもちろん、頭の回転が速く機転が利く。大学では法学を学び法律的な知識も豊富だ。

　仕事の相談相手にもなるし、雑用を頼んだとしても二〇〇パーセントの結果で返してくれる。

　ちなみに、ロンドンにタウン・ハウスを作りたいと漏らしたところ、ひと月後には家具付きであの三階建ての家が用意されていた。あのときは本当に助かった。

　そもそもダリルは、実家を継ぐべく育てられた身。俺の秘書に収まるなど、ご両親はさぞ憤慨しているだろう。

「俺はシオンの役に立つことが生きがいなんです」

「学生時代の恩なんか、もう充分返してもらった」

　実家を救ってもらったからと、彼は病的なまでに俺を信奉し、ついてきてくれる。

　俺が雇ってくれなきゃどこにも属さずその日暮らしで気ままに生きると、ある種脅しのように言われたから、そこまで言うならばと雇ったものの、そろそろ本来の場所に戻るべき頃合いだろう。

「俺は役に立ちませんか？」

「とんでもなく役に立っているよ。だからこそ、いい加減飼い殺しなどせず、手放すべきだ」

　ダリルは観念したのか、苦笑して肩をすくめた。当人が一番よくわかっているはずだ、このままここにいるべきではないと。

「なら、俺に最後の仕事をさせてください」

　ダリルの珍しく真剣な顔つきに、俺はぴくりと片眉を跳ね上げる。

「エレノア様と結婚してください」

　また始まった、と俺は息をついた。ダリルはどうしても俺に家柄のいい女性をあてがいたいらしい。

　彼自身、この国に根づく貴族の慣習に縛られているから、そう考えるのだろう。

「バカを言うな。俺にはもう妻子がいる。だいたいエレノアと結婚したところで、俺は貴族にはなれない。血の繋がりのない俺に伯爵の継承権はない」

「ですが、対外的には今とは比べ物にならない権力を得られる」

「そんなものはいらないんだよ、ダリル」

　静かに諭す。彼は爵位に翻弄され生きてきたから、なんとしてでも俺に一定の地位を持たせてやりたいと考えるのだろうが、俺はそこまで地位に固執していない。

「俺はこれ以上、肩書きなど求めていない」

　きちんと経営ができればそれでいい。御子神グループも、祖父の時代より規模が拡大し経営も安定した。

　まぁ、つい先日まで危機的状況にあったわけだが、長い目で見れば当然起こりうる浮き沈みを経験しただけだ。

「これで充分だ。そろそろ個人的な幸せにも目を向けたい」

「つまり、ヒメとそのお子さんとのことですか？」

「くだらないか？」

「そうは言いませんが――」

　ダリルは悔しいのだろう。俺の成功がまるで自身の成功であるかのように錯覚している。

「祖父や父にも報告を入れた。父は手放しで喜んでくれたし、祖父は少々渋ったが、これまでの俺の功績を鑑みて多少の無茶は目をつむると言ってくれた」

　父は子どもと会うのを楽しみにしてくれている。心臓病の関係で飛行機に乗れないにもかかわらず、日本に会いにいくと聞かず、慌てて止めたほどだ。

　だからいずれ父のために、陽芽や晴をロンドンに連れてこようと思っている。仕事が俺の手を離れ、自由に動けるようになったら、すぐにでも。

「ダリル。お前はエレノアと個人的に連絡を取っているようだな」

　ダリルがわずかに目を細める。

　パーティーで強引に誘われた一件以降も、たびたび絶妙なタイミングで彼女と顔を合わせる機会があった。

　仕組まれているとしか思えない――露骨にダリルがエレノアを勧めてくるところを見ても、もはやかまをかける必要もないだろう。

「エレノアに間を取り持てとでも言われたか？　もし脅されているなら、相応の対処を――」

「バカにしないでください。俺は自分の意思で、あなたのためにやっているんです」

　ダリルがぎりっと歯がみする。中身は頑固で猪ちょ突とつ猛もう進しんな彼だ。こうなったら人の話を受けつけない。優秀な彼の、唯一の弱点でもある。

「あなたを正しい人間と結婚させることが、俺の最後の役割だと思っています」

「ダリル……」

　己の理想を問答無用に突きつけ、ダリルは執務室をあとにする。外で待機していた秘書とともに立ち去った。

「自我が芽生えた時点で、潮時なんだよ」

　秘書として雇ったあと、最初の数年間はとにかく俺の指示を素直に聞いて全力で仕事をこなしてくれた。

　やがて、少しずつ自分の主張を織り交ぜるようになってきた。その兆候が出てきた段階で彼を解放してやるべきだったのだ。

　幾度となく実家へ戻れと説得したが、彼はイヤだと言って聞かなかった。まだ恩を返しきれていないと。

　学生時代、貴族の子どもたちに虐げられたことを彼はずっと根に持っているようだ。俺を成功者に仕立てることが復讐だとでも考えているのだろう。

「貴族への復讐のために俺を貴族にしようとするのは、どう考えても間違っているだろう……」

　爵位という権威を嫌うと同時に、執着もしている。どうにかその呪縛を解けないものかと思案した。




　それからダリルとはたびたび音信不通になった。

　なにをしているのかと問うと『就職活動』『実家への挨拶』などと返されてしまい、深く問い詰めることもできない。

　結局彼は、俺の個人秘書を辞め、実家に戻ってあとを継ぐと切り出してきた。

　俺はこれまでの感謝を告げ、今後も最大限のサポートをすると約束し、彼を送り出した。




　十二月も終わりに近づき、クリスマスがやってきた。

　ロンドンのクリスマスは賑やかで、日本以上に活気に満ちている。夜が長いせいもあるだろう、光り輝く装飾で街が美しく飾り立てられる。

　華やかなクリスマスマーケットをいつか陽芽にも見せてやりたい。きっと亡くなった彼女のご両親も、この行事を楽しんでいただろう。

　クリスマス当日には、豪華なクリスマスディナーを作ってやってくれと頼子さんに頼んでおいた。

　晴はまだ離乳食だが、とろとろに煮たホウレンソウの緑やにんじんの赤、豆腐の白を使ってかわいいクリスマスツリーご飯を作ってくれたそうだ。

　陽芽とはその日の夜にビデオ通話をしたが、少々疲れたような顔をしていた。

　早く日本に戻って伝えなければ。これから先、俺はずっと君のそばにいると。

　晴はちょうど眠ってしまったところで、かわいらしい寝顔を見ることができた。

　枕元にはおもちゃと絵本を置いてくれるそうだ。来年のクリスマスは、俺にプレゼントを置かせてほしい。

　そして帰国の日、日本に着いた俺は、まず母の墓参りに向かった。

　墓前に百合の花を供えて手を合わせ、結婚と、早くも息子が生まれたという報告をする。

「なにもほしがらない女性を選べと、あなたは言った」

　墓に向かって俺は語りかける。

「なぜそんなことを言ったのか、今ならわかる」

　生暖かい風がすっと頬をなでる。十二月にしてはよく晴れて暖かい日だ。

　だが、それ以上に、その風にはぬくもりが宿っていた。

「運命の女性を見つけた。息子も授かった。安心して眠ってくれ」

　目を閉じて深く祈ると、瞼の奥に笑った母の顔が見えた気がした。




＊＊＊




　志遠さんが帰国する前日の十二月二十九日。午後三時に迎えに来ると、ダリルは言った。

　頼子さんには少し遠出の買い物をお願いして、その時間に鉢合わせないよう手を打ってある。

　ダリルの言葉に従うか、今も悩み続けていて、まだ結論を出せていない。

　私たちが姿を消したなんて知ったら、志遠さんはショックを受けるだろう。頼子さんだって、自分を責めるに違いない。

　こんなことをしても、悲しい結果にしかならない……。

　たとえ志遠さんと別れるにしても、きちんと顔を合わせてお互いが納得すべきではないか――答えが出せないまま、タイムリミットを迎える。

　十五時、ドアフォンのチャイムが鳴った。ダリルはスーツを纏い、門の前に立っている。彼のうしろには黒い高級車が見えた。

　私は門を解錠し、晴を抱いて玄関へと向かう。

「ヒメ、お迎えにあがりましたよ」

　しかし、私が外出する準備を整えていないのを見て、神経質そうに目もとを引きつらせた。

「少しは俺の言ったこと、考えてくれました？」

「考えました。ずっとずっと考えて、やはり納得できなくて……」

「ヒメもシオンに似て、強情だなぁ」

　ダリルはふうと短く息をついて、冷ややかに笑う。

　私はぎゅっと晴を抱きしめて、底知れない怖ろしい笑みに立ち向かった。

「志遠さんと話す時間をください。その結果、離婚することになっても私は後悔しません」

「シオンはあなた方を見捨てられませんよ。たとえそれが自身の利益に反するとしても。だから俺はこうして、ヒメに提案しているんですよ？」

　声に苛立ちを混じらせ、ダリルは少し大げさに手を広げる。さぁ、とでも言うように私に手を差し伸べた。

「俺とあなたでシオンを救ってあげましょう。俺たちは意見こそ合わないけれど、シオンを心から大切にしているという点では同じはずだ」

　晴を抱きしめる腕が震える。ダリルはダリルで、志遠さんを心から想ってくれているのだとわかるから、彼の主張が間違っているとも言い切れない。

「ヒメ。あなたはシオンを愛していないんですか？」

「愛してます、だから――」

「だったら、愛する人にとって一番いい選択をするのが、よき妻のすべきことじゃありません？」

　腕の中の晴が「あうー」と小さな喃なん語ごを発する。

　ダリルが晴に目を落とし、意味深に微笑む。

「今のハルくんにとって、父親は誰だってかまわないはずだ。わがままを言っているのはあなただけです、ヒメ。シオンを引きとめようとしているのは、あなたのエゴだ。違いますか」

「私は――」

　ぎゅっと晴を抱きしめた、そのとき。

「You're really getting on my wick!」

　止まっていた車の助手席のドアが開き、サングラスをかけた女性が降りてきた。

　くるくると巻かれた金髪、派手な毛皮のコート。サングラスを外すと、見覚えのある美しい目が覗いた。

「エレノアさん!?」

「出てくるなって言ったでしょ！　せっかく人が説得してるのに、台無しだ」

　ダリルが頭を抱え、はぁーっと深く息をつく。

　エレノアさんはダリルを責めるように早口の英語をまくしたてている。

「どうして彼女がここに……」

「すみません、ヒメ。ついていくって聞かなくて。車でおとなしくしてるって約束だったのに、本当に人の段取りを滅茶苦茶にする！」

　ダリルはくしゃくしゃと髪をかき乱し、心底イヤそうにうなだれた。

　エレノアさんは、聞いているの!?といった顔でダリルの腕を掴み揺らしている。

　その英語がどんな内容なのかはわからないが、文句を言っていることは理解できた。

「本当、ワガママなんだから。そんなんだから自力でシオンの心を掴めないんですよ」

　ダリルが悪態をつく。本人に聞かれてはまずいので、日本語なのだろう。

「だいたい、貴族の娘がそんな言葉を使うなんて世も末だな」

「なんて言ったんですか？」

「スラングで『面倒だ』と。彼女とガキをさっさと車に詰め込めと。本当にクズだなこの女……」

　内容にも驚いたけれど、ダリルらしからぬ汚い日本語にも驚きだ。ダリルがエレノアさんを軽蔑していることに間違いはなさそうだけれど――。

「どうしてクズだなんて思っている女性を、志遠さんにあてがおうとするの？」

　嫌悪する女性を大切な人の妻に勧めるなんて、むしろ侮辱ではないのか。

　するとダリルは、うんざりした顔で言い放った。

「こんなクズでも一応、権力持っているんですよ。どうせ政略結婚です。愛情なんて生まれない」

　そのとき、エレノアさんが私の腕を掴んで引っ張った。

「きゃっ――」

　晴を落としそうになり、私は慌てて腕を振り払う。

「ちょ、ストップ！　赤ちゃんいるんですから、手荒な真似はやめてくださいよ」

　ダリルが間に入って止めてくれたが、エレノアさんは今も激しく目を吊り上げてこちらに掴みかかろうとしている。

「あんたって女は本っ当に……！」

　よっぽど腹立たしいことを言われたのか、ダリルの表情が歪む。

　そのときだった。車の走行音が響いてきて、塀の外側に停車した。ドアの開く音が聞こえ、こつこつという革靴の足音が近づいてくる。

「妻と息子から離れろ。誰であろうと手出しは許さない」

　姿を現したその人物に、ダリルもエレノアさんも、私ですら言葉を失くして息を止める。

「シオン！　なぜ……」

　チャコールグレーの上品なビジネスコートに三つ揃えのチェックスーツを着た志遠さんがこちらにやってきて、私を庇うように立った。

「陽芽。大丈夫か？」

　優しくそう尋ねられ、私はこくこくと首を上下する。

「シオン、帰国は明日のはずでは」

「君が不穏な動きを見せたから、一日繰り上げて帰ってきた」

　そう言って志遠さんは、ダリルに、そしてエレノアさんに鋭い目線を送る。

「使用人には、陽芽に接触する人物がいたら必ず報告するよう伝えてあった。クリスマスにたくさんプレゼントを贈ってくれたそうだな」

　頼子さんがおずおずと門の中に入ってきた。彼女は気づいていたのだ、突然送られてきたたくさんのプレゼントと、その不自然さに。

「ごめんなさい奥様。仏壇の奥に隠されていた紙袋を見て、なにかよくないことに巻き込まれたのではないかと、志遠さんにご連絡をしました……」

　私はハッとして目を開く。仏壇の奥なら気づかれないだろうと思い、ダリルからもらった札束入りの紙袋を置きっぱなしにしていたのだ。

「陽芽が使用人を自分から遠ざけるように外出を頼んだこと、ダリルがイギリス国内にいなかったこと、それから、エレノアが日本に渡ったとアーサーから聞いてピンときた」

　そのとき、門の入口から再びコツコツと革靴の足音が響いてきた。

「Fatherお父様!」

　歩いてきたのは、アーサー・ウェイン――エレノアのお父様だ。

　上質な深いグレーのコートにダブルのスーツを着て、紳士然とした中折れハットをかぶっている。

　表情は険しく、一直線に娘のもとまで歩いてきて、その頬をパン！と叩いた。
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　車の後部座席、運転席を背にして俺と頼子さんが、その正面にアーサーが座った。

　俺たち三人はスピーカーから流れてくる会話に耳を傾けている。自宅の玄関に設置された防犯カメラの音声を出力しているのだ。

『いつまでかかってるの!?　こんな女とガキ、さっさとどっかへやっちゃえばいいのよ！』

　エレノアのヒステリックな声に、アーサーが額に手をあててうなだれた。

『ちょ、ストップ！　赤ちゃんいるんですから、手荒な真似はやめてくださいよ』

　咄嗟に出たダリルの言葉は日本語だ。

　手荒と聞いて、頼子さんが蒼白になって口もとを押さえる。俺は運転手に「急いでくれ」と指示した。

『エレノア様、子どもに怪我をさせてしまっては大変です、落ち着いてください』

　ダリルはエレノアにも伝わるよう、丁寧な英語で声をかけるが――。

『他人のガキなんてどうだっていいでしょ！　早く捨ててきて！　目障りだわ』

　まったく聞かないエレノアの様子にダリルは『は!?』と舌打ちする。

『あんたって女は本っ当に……！』

　日本語と英語が入り交じる。アーサーは英語しか聞き取れないが、どんなやり取りをしているかは充分理解できただろう。娘の言葉は、彼が憤慨するには充分な内容だ。

　車が自宅の門の前に到着する。これでようやく陽芽と晴を助けに行けると、停車しきる前に腰を浮かせた。

「シオン。うちのバカ娘を止めてきてくれ」

　俺は無言でうなずくと、すぐさま車を出て彼らのもとに向かった。




『お父様……』

　頬を打たれたエレノアは茫然としてアーサーを見つめている。

『自分が情けない。お前をここまで心ない女性に育ててしまったとは』

　アーサーにはエレノアがこれまでしてきた悪事の数々を伝えてある。伯爵の娘という立場を利用して、卑劣な手段で他人をいいように使ってきたと。

　アーサーは最後まで娘を信じようとしていたが、車中で娘の非情な発言を聞いて、現実を受け止める覚悟ができたようだ。

『お前には貴族の心が育たなかったようだ。社会への貢献、そして慈悲の心。爵位とは振りかざすためにあるわけではない。人を守り慈しむためにあるものだ。それなのに、お前ときたら――』

　エレノアはまさか自分の言葉が聞かれていたとは思っていないのだろう。しらばっくれようとしているのか、首をかしげて手を広げる。

『いったいなにを言っているのかしら？　わけがわからないわ』

　しかし、もう騙されんとばかりにアーサーは娘を睨んだ。

『その心根が変わらない限り、お前を貴族とは認めん。二度と伯爵の娘を名乗るではないぞ。私の死後は陛下に爵位を返上する』

『は!?　冗談じゃないわ！　待ってよ！』

　アーサーはエレノアの腕を掴み、門の外へ引きずっていく。

『シオン。空港まで車を借りるぞ』

『ええ。航空券を手配いたしましょうか？』

『不要だ。こんな貴族たりえない心根の曲がった娘など、エコノミーで充分だ』

　エレノアがぎょっとする。おそらく彼女はエコノミーなど乗ったことはないが、その窮屈さくらい知っているのだろう。

『ちょ、待って、正気なの!?　あんなちっちゃい椅子で十二時間も座ったら、足が曲がっちゃう！』

『経由便にしてやるから安心しろ』

『嘘でしょう!?』

　ふたりの姿が見えなくなっても、言い争う声は続いている。

『痛いわよ！　離して！　このバカ親父！』

　エレノア渾身の悪態を最後に、車のドアがバタンと音を立てて閉まった。運転手はふたりを空港へと乗せていってくれるだろう。

　そして、残された面々は茫然としていた。

　頼子さんはおずおずと陽芽に「お怪我はありませんか」と声をかける。

　陽芽は「ありがとうございます、大丈夫です」と晴を抱き直した。

「どうして……こんな」

　ダリルが悲しげな笑みを浮かべて、ぽつりとつぶやく。

　エレノアは実質、貴族としての地位を失った。これ以上のわがままを誠実なアーサーは許さないだろう。

「ダリルも自分で言っていただろう。エレノアに聞こえないように日本語で、クズだのなんだのと。そんな女性と結婚させられそうになった俺の身になってくれ」

「聞いていたんですか。なるほど、伯爵が怒るわけだ」

　ダリルがあきらめたようにすとんと肩を落とす。

「俺は貴族の子どもだというだけで幅を利かせている無能な連中に復讐してやりたかった」

　自分の手のひらを見つめながら、ダリルがぽつぽつと本音をこぼす。まるで自身の心と対話しているかのようだ。

「シオン、石を投げられた日のことを覚えていますか？　あいつら、シオンが騎士になった途端、手のひらを返して寄ってきた。そのうえ、まだ自分たちは階級的には上なのだとふんぞり返っている。親の地位に胡坐あぐらをかいて、自らの無能さに気づこうともしない」

「かまわない。どうせそういう人間は、目の前になにを突きつけても言い訳を探す」

　そんな心ない者たちに囚われているだけ時間の無駄だ。彼らに自分が上だと誇示するよりも、もっと大切なことがある。

「納得できる生き方をする方が重要だろう」

　ダリルは吹っ切れたように苦笑すると、深く深く頭を下げた。

「すみませんでした、シオン。ヒメを騙して、あなたから遠ざけようとしました」

　日本的に謝罪を表現しようとしたのか、膝をついて頭を下げようとする。

　俺は「土下座はやめろ。無意味だ」と彼の腕を掴み立たせた。

「俺を思ってのことだとはわかっている。だが、勝手を認めるつもりはないし、陽芽を騙したことも許せはしない。俺のそばを離れろ。さっさと実家に帰って、詫びに三割増収するプランでも練ってくれ」

　ダリルの実家とは今でも業務提携を交わしている。ダリルの手腕があれば、三割の増収など軽いだろう。

　ダリルは深く頭を下げたあと「期待に応えます」と言って今度は陽芽に向き直った。

「ヒメ。ひっかきまわしてすみませんでした」

「いえ、あの……いろいろとお世話になりました」

「なんでここでお礼なんて言うんですか。まったく、あなたはおかしな人だ」

　ダリルはくつくつと笑って、自分の乗ってきた車に向かう。

「あ！　ちょっと待ってください！」

　陽芽はなにかを思い出したようで、晴を頼子さんに預け、家の中に飛び込んでいった。やがて、紙袋を抱いて戻ってくる。

「お金、お返しします」

　そう言って、ダリルの胸もとにずいっと紙袋を押しつけた。しかし、ダリルは陽芽の腕の中にそれを戻す。

「返してもらわなくていいです。慰謝料として受け取ってください」

「こんな大金受け取れません」

　受け取れ、受け取れない、の応酬を始めたので、俺は「ダリル」と声をかけた。

「金でごまかそうとするのはお前の悪い癖だ。一度失った信頼は戻らない。罪は今後の行動でとり返してくれ」

　ダリルは観念したのか、苦い顔をして「わかりました」と紙袋を受け取る。

　頼子さんから晴を預かって抱き直す陽芽に、ダリルは視線を流した。

「普通は喜んでお金を受け取ると思うんですが」

「え？」

「そういうところなんでしょうねぇ。シオンがあなたを選んだのは」

　ダリルは悔し紛れに言い置き、運転席に乗り込んだ。

　陽芽は晴を抱いたまま、ぼんやりと去り行く車を見送る。

「とにかく、陽芽と晴が無事でよかった」

　そう声をかけると、陽芽はまだ不安そうな顔でこちらをじっと見つめた。

「あの、志遠さん。大丈夫ですか？　お仕事も、志遠さんのお父様も」

　なにを心配しているのだろう。そういえばダリルは陽芽を騙したと言っていたか。あることないこと吹き込まれて不安をかきたてられたのかもしれない。

「なんの問題もない。これからはずっとそばにいる」

　陽芽と晴の頭を交互になでると、ようやく陽芽は笑顔になって「よかった……！」と息をついた。

　頼子さんはコートの裾でこっそりと涙を拭い、一足先に玄関の中へ入っていく。

　俺は陽芽の前に膝をつき、晴を抱く手にそっと唇を寄せた。

「し、志遠さん!?」

　突然俺がひざまずいたから驚いたのだろう、彼女は慌てた様子で俺を見下ろす。

「陽芽にとって、晴にとって、一番大切な時期にそばにいてやれなかった。この先の人生で俺は償いをしたい」

『罪は今後の行動でとり返す』――自分で口にした言葉だ。俺が胸に手をあてて誓いを立てると、陽芽は目をぱちぱちと瞬いて、やがて口もとを緩めた。

「償いなんてやめてください。この先は一緒に歩いていく、それでいいじゃありませんか」

「陽芽……」

　どうしてこう彼女は聞き分けがよくて、欲がないのだろう。

　今を幸せに生きることに長けた女性。ないものをねだらず、目の前にあるものを大切に慈しむことができる人。

　自分が幸せでなければ、他人の幸せを願うなどできないだろう。きっと母は俺にそんなパートナーを見つけてほしかったのだ。

　俺は立ち上がり晴ごと陽芽を包み込むと、今、目の前にあるこの幸せに感謝した。
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　志遠さんが帰国し、今度こそ家族三人の生活が始まった。

　前回帰国したときのように、イギリス時間に合わせて昼夜逆転のリモート生活をするのではなく、朝起きて、出勤して、夜帰ってくるという規則正しい生活ができるそうだ。

　今は年末の休暇中。年始の三日から仕事が始まるという。

　頼子さんは一度家族のもとへ帰り、年明けから不定期で家事と育児を手伝いに来てくれることになった。

「晴はもう六時間も続けて眠れるようになったんだな」

「はい。朝までぐっすりとまではいきませんけど、夜中に授乳したらそのあともしばらくは眠ってくれるんですよ」

　生まれたばかりの頃は夜でも二、三時間おきに目を覚ましていた晴だけれど、だんだん昼夜のリズムができてきた。

　私の睡眠時間も以前よりは確保できるようになり、体がだいぶ楽になった。

「もうすぐ晴は保育園だもんな」

　うとうととする晴を抱きながら、志遠さんは感慨深くささやく。

　私と志遠さんの会話が子守歌になっているのか、晴は心地よさそうだ。志遠さんの低すぎず高すぎず、ほどよく甘い声は、晴にとって心地いい響きらしい。

「……眠ったか？」

「そーっと、寝かせてみて」

　志遠さんが晴をゆっくりとベビーベッドに寝かせる。

　背中がベッドについたとき、敏感に察知した晴がふにゃあ～とぐずり出したので、志遠さんは慌てて抱き直した。

「デリケートだな、晴は」

「志遠さんの子どもの頃に似て、よく泣くみたいですよ？」

　頼子さんの話をそのまま伝えてみたら、志遠さんは「俺は泣かない」とふてくされてしまい、私は思わずくすくすと笑みをこぼした。




　十二月三十一日、二十三時。年が変わろうとしている。

　晴が深く眠ったことを確認して、私たちは二階にあるリビングのソファに並んで座った。

「晴、よく眠ってるかな……」

「もう心配なのか？　さっき確認したばかりだ。起きればすぐに気づくよ」

　遠く離れていても気づけるよう、一階のベビーベッドの近くに音声モニターを取りつけたのだけれど――。

「それでもなんとなく気になって。これまで晴が眠っている間は、できるだけ近くにいるようにしてたから」

　志遠さんはなにも言わず、ただ私の頭を優しくなでてくれた。よくがんばったなといういたわりが行動から伝わってくる。

「晴のところに行くか？」

「もう少ししたら。今は志遠さんと一緒にいていいですか？」

　ぴとっと寄り添うと、彼は小さく笑みを漏らし、私の体を抱きとめてくれた。

「これからは一階の和室で、みんなで寝ようか」

「でも、そしたら志遠さんが寝不足になっちゃう」

「もちろん、つらくなったら自室できちんと寝るよ。だから陽芽もつらくなったらちゃんと言うんだ」

　志遠さんが私の額にキスを落とす。私を甘やかそうとしてくれているときの常套手段だ。

「――でも、今はもう少し俺に付き合ってほしい」

　そうゆったりとささやいて、深い漆黒の瞳で私を射止める。

「もちろん」

　ゆっくりと目をつむると、求めに応えるように唇が触れた。

　優しく絡まり、次第に深く、濃厚に交わっていく。ふたりの情熱が抑えきれず熱い吐息となってこぼれ落ちた。

「こうやって年を明かしたい。存分に陽芽を味わいながら」

　存分に味わうって――一年以上も前に愛された日を思い出し、顔が熱くなった。

「なんだか久しぶりで、恥ずかしいです……」

　私は育児、彼は仕事でドタバタしていたせいか、たまに志遠さんが帰国をしても、そういうことをしようという空気にはならなかった。

　きっと志遠さんも、くたくたになっている私に無理をさせたくなかったのだろう、一度も求められないまま今に至る。

「もともと俺たちは、数える程度しか体を重ねたことがなかったからな」

「え、いや、待ってください。一夜の中で数えきれないくらい……」

　志遠さんはニッと笑みを浮かべる。

　私のルームウェアの前を開きながら、胸もとにつうっと人さし指を滑らせた。

「思い出させる――って言いたいが、忘れているならそれでいい。また最初から始めるだけだ」

「残念だけど、忘れてません。全部、よく覚えてます……」

　志遠さんの体の重さ、官能的な指使い、熱い体温に、赤い舌を出して捕食しようとするちょっといじわるな仕草、芳しい汗の香りに、感極まったときに発するなまめかしい声、私を覗き込む情熱的な瞳――。

　全部記憶に新しくて、恥ずかしくて、愛おしくて、困ってしまう。

「俺も全部覚えている」

　志遠さんの指先が少しだけ左にずれ、胸の柔らかな膨らみをつんとつつく。

　思わず「っ……！」と吐息を漏らすと、彼は恍こう惚こつの眼差しで私を見つめた。

「ここに触れると、そういう顔をすることも、覚えている」

　指先に少しだけ力を加え、柔い肉に潜らせる。くすぐるように胸の上で踊らせて、不意に人さし指の先だけ脆い秘所にあてた。

　耐えきれず「あっ――」と声を上げると、「変わらないな陽芽は」と切なげな顔をする。

「志遠さんも変わりません。こういうときだけ、ちょっといじわる……」

「そうか？　あの日は、丁寧に、大切に扱ったつもりだったんだが」

「『あの日は』って……じゃあ、今は？」

「もっと深くむさぼりたいと思っている」

　そう不穏なことを宣言して、キスを落としながら指先で快感を紡ぐ。

　ふさがれた唇の隙間から、「ふ……んっ……」と空気が抜ける。

「本当に陽芽は変わらない。その初々しい表情も、初めてのときのままだ」

　志遠さんが私の胸もとを大きく開き、顔をうずめた。唇の感触がして、体がひくひくと勝手に引きつる。

「かわいいよ。それから美しい。あれから一年以上経ったのに、君はまだ清純無垢なままだ」

　彼の指先が下の方へと滑っていく。お腹をたどり、ショートパンツの中に潜り込んで、抗う間もなく敏感な場所をつついた。

「きゃあっ――」

　たまらなくなり身悶える。しばらく抱かれていなかったせいか、初めてのときに感じたような、激しい痺れに襲われた。

　早くも下腹部の感覚が麻痺してきている。焦れったいような、苦しいような渇望が、私の体の中でじわじわと根を伸ばし始めている。

　ただひとつ。初めてのときと違うことといえば、そこに愛を穿うがたれればどんな快楽が訪れるか知っているということ――だからこそ苦しく、切ない。

「志遠さん、お願い――」

「焦らないでくれ、陽芽」

　ぴたりと唇に人さし指をあてられ、早く抱いてとねだろうとした私を制止する。

「もう少し遊んでいても許されるだろう？」

　そう言って私を奥の寝室へと運びベッドに寝かせると、自身もシャツを脱ぎ捨てた。

　彼の素肌が目に入った瞬間、体の感度が高まった気がする。

　触れたい、触れられたい、触れられたらとても心地いい……。体が思い出して快楽にのまれていく。

　それだけあの夜の記憶が鮮明なのだろう。

「志遠さん……」

「そんな目をするな。遊ぶ余裕がなくなってしまう」

　志遠さんは私の瞼の上にちゅっとキスを落とし、目を閉じるように促す。

　しかし、視界がふさがれると余計に感度が増し、少し肌が擦れただけで悲鳴を上げてしまいそうだ。

「陽芽。俺がどうして君を選んだのか、いつか伝えたいと思っていた」

　なぜ私を選んでくれたのか。こんなにとびきり素敵な男性が、どうして平凡な私を愛したのか。

　聞きたい。とても気になる。けれど今は――。

「話を聞く余裕が、ないかもしれません……」

　涙目で訴えると、志遠さんはくすりと笑って「そうだろうな」と目もとを緩めた。

「じゃあ話の続きは、君が眠りについたあとに語ろう」

「や……ちゃんと起きているときに、教えてください……」

「俺を受け入れてもまだ起きていられたら、教えてやる」

　そう言って彼は指先を足の付け根に持っていき、私の体を解きほぐすようになでた。

「や、ぁあっ――」

　背中が引きつったように跳ね上がる。まだこれは彼を受け入れるための準備作業に過ぎないというのに。

　彼がいざ愛を施すと、この何十倍もの激しい衝撃に見舞われて、意識すらたもてなくなってしまうだろう。

「あっ……志、遠さ――ひゃんっ！」

　だめ、感じちゃだめだ、気持ちよくならないで。

　これ以上恥ずかしい姿を見せたくない――あがきながら身をよじるが、動くほどにますます体の中に熱がたまっていく。

「陽芽。誘っているようにしか見えないが――きっと違うんだろうな」

　私が誘惑などできない質だと、とっくにわかっているはずなのに、からかうようなことをわざと言う。

「楽にしてあげたいところだが、もう少しかわいがろうか」

「や、楽にして……もう無理――」

「恥ずかしがらなくていい。どんなに卑猥な妻でも、俺は受け止めるから」

　私の体にかろうじて絡みついていたルームウェアを全部剝ぎ取って、今度こそ志遠さんは残酷なまでに深い愛を施す。

　これまで以上に熱っぽい彼の眼差し。その目を見ていると、自分が自分でなくなってしまいそうだ。

　それに加え、私の体はたっぷりと快楽を刻み込まれ、理性なんて吹き飛ぶほどにとろんとろんに溶かされて。

「志遠さんが、好き――志遠さん、愛してる」

　熱に浮かされるように繰り返し、がむしゃらに彼の愛を求める。

　飛びそうになる意識を必死にとどめ、彼の与えてくれる熱情をストレートに受け止めた。




　気がつくと、志遠さんが隣に寝転び、じっと私を見つめていた。恥ずかしくなって、近くの毛布を手繰り寄せる。

「……私、寝て……？」

「いや、五分程度だ」

　その五分間、志遠さんは私の寝顔をじっと見つめていたのだろうか。ますます恥ずかしさが増してくる。

「眠かったら、寝てもかまわない。疲れているんだろ？」

「でも……お話、聞きたい……」

「今度ゆっくりすればいい。話は逃げないから大丈夫だ」

　そう言って、私の額をそっとなでてキスを落とした。

「陽芽があまりにかわいくて、無理をさせた。苦しそうにしていたのに、さらに追い詰めて悪かった」

　わかっていて今さら謝るなんて、ちょっぴりずるい。

「大丈夫です。それに、ね。本当は、苦しくなんかなくて――」

　最高に気持ちよかった。

　そう小さな声で彼の耳もとにささやくと、志遠さんは困った顔で笑った。

「おやすみ。こうして毎日たくさんかわいがってあげるよ、俺の姫」

　そう言って私の背中をトントンと叩き、晴にするみたいに寝かしつけてくれる。

　私は全身を包む心地よさと睡魔に身を委ねた。










エピローグ




　志遠さんのお祖父様に挨拶を済ませ、私の両親のお墓にも結婚と出産の報告をした。

　そして半年後。とうとうイギリスに住む志遠さんのお父様に挨拶をする日がきた。

　苦手なフライトの時間が近づき、私は晴をぎゅっと抱きしめる。

「大丈夫だ。俺も晴もついている」

「どちらかというと、晴が泣き出したらどうしようって方が不安かも」

　十二時間も飛行機に乗っていなければならない。そのうち飽きて泣き出すだろう。他の乗客にもきっと迷惑をかける。

「気にするな。ここに乗っている人間はみなうちの関係者だ」

　晴はまだ一歳。泣かないでという方が無理。だから、周りの乗客に迷惑をかけないように、志遠さんは飛行機を一便チャーターした。

　乗客は志遠さんの会社の社員やご親族のみ。旅行や仕事などでロンドンに行く人を募り無料で乗せている。

　もちろん赤ちゃんが同乗していることは事前に了承済みだ。

「子どもは泣くのが仕事だから。気にしないで」

　うしろにいたご夫婦が笑顔で声をかけてくれた。志遠さんが「ご理解ありがとうございます」と会釈する。

　志遠さんのお父様は心臓が悪く、イギリスの有名な循環器系の専門病院に通い治療されているそうだ。

　私たちのもとに会いに来ようと手を尽くしてくれたのだが、結局ドクターストップを受け、飛行機の搭乗をあきらめた。

「歓迎してもらえるかしら……」

「もちろんだ。怒っているというのは、ダリルの嘘だよ。父は君のことも晴のことも喜んでくれている」

　緊張や不安、心配ごとがたくさんあって、恐怖を感じる暇もないままイギリスに到着した。

　フライト中、晴は多少泣いたりぐずったりしたものの、なんとか到着までがんばってくれた。

「えらかったね、晴」

　私は晴を抱いて頭をいいこいいこする。

「陽芽もな」

　今度は私の方が志遠さんになでなでされ、うれしいような恥ずかしいような、むずがゆい気持ちになった。

　空港に到着したのは昼過ぎ。六月のロンドンは日本より湿度が低く快適だ。

　志遠さんはシャツにスラックス、私は長袖のワンピース、晴もちょっぴりおしゃれして、お出かけ用のカーディガンを羽織っている。

　ロンドンから一時間程度車を走らせた郊外に、志遠さんのお父様の住む豪邸があった。はちみつ色の石壁でできたお城のような建物で、お庭にはバラが咲き誇っている。

　どこかのどかで歴史的で、まるで物語の中に出てくるような素敵なお家だ。

　かつて貴族のマナー・ハウスだった場所を志遠さんのお父様が買い取って住んでいるそうだ。

　大きな玄関の前に車を停めると、すぐに使用人が中へ案内してくれた。

　中は外観と同じく中世を思わせるようなロマンティックな内装だが、どこもぴかぴかに磨かれている。

　ほどなくして、志遠さんのお父様がやってきて笑顔で出迎えてくれた。

「よくきてくださいました。ああ、息子の妻と孫に会えるなんて、夢のようだ」

　お父様は何度か心臓の手術を経験し、生死の境をさ迷ったこともあるのだとか。

　孫の顔が見られるまで生きられたことを喜んでいるのだと、志遠さんから聞かされていた。

「ご挨拶が遅れて申し訳ありません。お会いできて、とてもうれしいです」

　私がお父様に挨拶すると、朗らかに笑って答えてくれた。

「私の方こそ。わざわざ遠くまで呼び立てて申し訳なかった。観光だと思ってゆっくりしていってください」

　たくさんある客間のうちのひとつに私たちを案内してくれる。

　志遠さんは「体調は大丈夫なのか？」とお父様に尋ねた。

「ああ。安定しているよ。本当は飛行機にも乗れるくらい調子がいいんだ。主治医が心配性なだけだよ」

「頼むから主治医の指示を守ってくれよ」

「ああ。我が息子も同じくらい心配性だったな」

　晴は初めて見る場所に興味津々のようだ。目をぱっちりと開けて、きょろきょろとあたりを見回している。

「父さん。今はおとなしいけれど、そのうちとんでもない声で泣くから。驚かないでくれ」

「わかっているつもりだよ。志遠が赤ちゃんの頃も、そりゃあ泣き声がひどかった」

　大昔のことを引き合いに出され、志遠さんが気恥ずかしそうな顔をする。

　しばらくして、そのけたたましい泣き声をお父様も耳にしたけれど、泣き声すらかわいいとばかりににこにこして見守っていた。




　その日の夜。サロンのソファで歓談していると、志遠さんのお父様があらたまって切り出した。

「陽芽さん。私はあなたにずっとお礼が言いたかった」

「お礼、ですか？」

「ええ。志遠は縁談を嫌がっていましたから、もしかしたら孫を見る機会は訪れないのではないかと。ですが、あなたが志遠の心を開き、命を授かってくれた」

　志遠さんが晴を抱きながら苦笑する。

「心配をかけてすまなかった」

「こればかりはご縁だ。お前の祖父は良家の令嬢と結婚させたかったようだがな。私と母さんは、志遠にぴったりな素敵な女性が現れるように祈っていた」

　お父様がゆっくりと私の隣のソファに移動してきた。

　手を貸そうと立ち上がると、差し出した私の手を取って、深く首をたれた。

「私はそう長く生きられないでしょう。どうか、私が逝ったあとも、志遠をよろしくお願いします」

「お父様……」

　切ない物言いに私は言葉を失ってしまう。志遠さんも複雑な表情で父親を見守った。

「やめてくれよ、父さん」

「だが、言えるうちに言っておかなければ」

　この先、なにがあるかは誰にもわからない。サロンにしんみりとした空気が流れる。

「私こそ、志遠さんに感謝しているんです」

　私は震えるお父様の手をきゅっと握りしめ、思いの丈を打ち明けた。

「どうかずっと元気でいて、私たちを――晴の成長を見守ってやってください。晴の大切なおじいちゃんなのですから」

　私の両親も志遠さんのお母様も他界してしまったから、晴が『おじいちゃん』と呼んで甘えられるのは彼だけだ。

　晴が物心ついたときに、『おじいちゃんのところに遊びに行こう』と言って喜ばせてあげたい。

　お父様は声を詰まらせ、私の腕を強く上下に振った。

「ありがとう。息子やあなた、そしてこの子が私の生きる希望になりました」

　じんと目頭が熱くなる。

　子どもを産むことで、さまざまな人に祝福してもらえた。志遠さんのお祖父様やご親戚はもちろん、会社の人々や頼子さん、友人たち。

　志遠さんのお父様は、生きる希望とまで言ってくれた。

　ひとつの命を育むことで、たくさんの人に救いを与える。それを教えてくれたのは、志遠さんと晴だ。

　ありがとう、本当にそう言わなければならないのは私の方だ。

　私の身に起きたさまざまな奇跡、すべてに感謝を込めて、私はお父様の手を握り返した。




　一年後。

　霊園へと続く舗装された道を、晴がとことこと歩いていく。

　その隣には志遠さんが、高い背をかがめて晴の手を取っていた。

　墓石を軽く磨き、花を添え、線香を立てる。

　志遠さんが手を合わせている間、私は晴を抱っこして、孫の姿がよく見えるように墓石に向き直った。

　ここには志遠さんのお母様が眠っている。お母様が大好きだったという百合の花を供え、私たちは心の中で故人と対話した。

「俺は親孝行ができただろうか」

　そういえば出会ったばかりのとき、志遠さんはお母様への孝行の仕方がわからないと言っていたっけ。

　故人への孝行は、自分を納得させるためにあるものだと思う。

　相手はもう亡くなっているのだから、喜ぶもなにもない。

　ただ、自分が故人に誇らしく向き合えるか、胸を張って報告できるかどうかだ。

「お父様は晴に会って、とても喜んでいたわ。その隣にお母様がいたら、きっと同じように笑ってくれたと思う」

　晴が腕の中できゃきゃっと笑う。近くに蝶々が飛んでいるのを見つけたようだ。

「そうだな。きっと喜んでくれている」

　志遠さんは満足そうに答え、墓石に向かって再び手を合わせた。

「そういえば、どうして陽芽を選んだのか、まだ話していなかったな」

　ふと切り出した志遠さんに、私は「あ……」と声を上げる。

　昔、そんな話をしたような。結局、慌ただしい日常が続き、詳しく聞けないまま今に至る。

「母が亡くなる直前、謎かけのような言葉を俺に残した。【あなたのほしいものはなんですか？】と問い、【なにもほしくない】と答えた女性をパートナーに選べと」

　それは私がかつて志遠さんに尋ねられた質問、そのものだ。

「『ほしいものなんてない』、それが陽芽の答えだ」

　たしかにその通りだけれど――。

「そんな漠然とした理由で私を？」

「当時は理解できなかったが、今ならわかる。母がなぜあんなことを言ったのか。【なにもほしくない】という女性に、母がなにを期待したのか」

　志遠さんは墓石を――いや、その奥に母の姿を見据えながら、答え合わせのように口を開いた。

「あのとき母は、自分は充分幸せだと言っていた」

「つまり、お母様自身が、なにもほしがっていなかった？」

「おそらく。といっても昔は母もハイブランドのファッションに身を包んだり、高価なジュエリーを身につけたりと、人並みの欲を持っていた。ぱたりと欲が消えたのは病に侵されてからだ」

　つまり、死と直面して気づいたことがあったのだろうか。

　あらゆる欲望をそぎ落とした先で見つけたものとは――。

「君はロンドンでスリにあったとき、遺影が戻ってきてよかったと笑っていたよな」

「え？　ええ、そうね」

「結婚詐欺に遭ったと知ったとき、早くわかってよかったと言った」

「そう……だったかしら」

「君は不幸を嘆かない。目の前にある幸せにだけ目を向ける」

　志遠さんの指先が私の頬をなぞる。

　私の手の中から晴を受け取って、高く抱き上げた。

「陽芽はなにが本当に大切かをわかっている。金や地位、名声ではなく、本当に重要なものを。君は幸せを見い出す審美眼を持っている」

　志遠さんが浮かべた柔らかな笑みに、私はぼうっと魅せられる。

　審美眼かどうかはわからないが、今自分がとても美しく尊いものに囲まれていることは理解している。

「なにもほしがらない――そんな考えを持つ人は、目の前にある幸せをすくい上げ、慈しむことができる女性だと母は知っていたのだろう」

　ぼんやりと志遠さんを見つめ返すと、彼は晴を地面に下ろし、手を繋いだ。

「陽芽。今、君は幸せか？」

「ええ、もちろん」

「俺も幸せだ。君がそばにいて、晴もいる。もうなにもいらない。ふたりがいてくれるなら」

　――なんとなく。志遠さんがなにを言いたいのかわかった気がした。幸せである人間は、これ以上なにも望まない。

　自分が満たされているからこそ、他人を愛し慈しむことができるのだと。

「私もよ。あなたがいてくれるから、もうこれ以上なにもほしくないと思えるの」

「ああ。俺も同じだ」

　私も晴の手を取り、三人で手を繋ぐ。これ以上ないくらいに満たされた、幸せな家族だ。

「私たちは、ずっと一緒に」

「ああ。ふたりで晴の成長を見届けよう」

　三人並んで、霊園の外へと続く道を歩く。

　この道のはるか先に、いったいなにが待ち受けているのか。

　ただひとつ言えることは、私たちの歩む道は、この先もきっとたくさんの愛と幸福に満たされているだろう。
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特別書き下ろし番外編










美しく、蕾が花開くように




　窓の外には童話の世界に入り込んだような風景が広がっている。はちみつ色の石壁でできたお城みたいな建物に、色とりどりのバラが咲き誇る庭園。

　目を凝らすと、門の前に品のいい老紳士が立っているのが見えて、晴は元気よく声を上げた。

「じいじ！」

「ほんとうだ！　じいじがいるね」

　運転席の志遠さんが、驚きの声を上げる。

「すごいな晴。父を覚えていたのか」

「写真を見ながら、一緒に覚えたんだものね？」

　志遠さんのお父様は、晴に『じいじ』と呼んでもらえたらきっと喜んでくださるはず。そう思った私は、晴に「これがじいじだよ」と写真を見せて予習させたのだ。

「なるほど。きっと父も喜ぶ。陽芽、ありがとう」

　志遠さんも喜んでくれたようで、眼差しを緩める。

「晴の大事なおじいちゃんだもの」

　志遠さんは門の前で車をゆっくりと停めた。私と晴は一足先に降り、待っていてくれたお父様に向かって挨拶をする。

　一年ぶりのイギリス。二歳になった晴を見て、お父様は「大きくなったな」と目を見開いた。

「じいじ！」

「おお、すごいな！　私のことがわかるのか」

　さっそくお父様は目もとを緩める。

「晴のくりっとした大きな目は陽芽さんに似たな。口もとは志遠の子どもの頃にそっくりだ」

　車を使用人に任せ、志遠さんも降りてきた。

「俺というか、父さんに似ているよ」

　お父様は「それは光栄だ」とうれしそうに笑う。

　今も心臓が悪く療養中のお父様。しかし、悪化はしていないそうで、普通の生活をする分には問題ないという。本人は、晴がお嫁さんをもらうまで元気でいなければと気力がみなぎっているそうだ。

　初めて顔を合わせたときは、『長くは生きられない』なんて弱気なことを言っていたお父様だけれど、今は生きる希望が湧いたのか見違えるように顔色がいい。

「泣き声がパワーアップしているから、驚かないでくれよ」

「その程度で驚いたりしないさ。大きな泣き声は、お前が子どもの頃に経験済みだ」

　志遠さんが苦い表情になる。

「頼子さんがまったく同じことを言っていた」

「だろうな。頼子さんは母さんの代わりによく志遠を抱っこしてくれたよ。母さんはお前の泣き声にやられてよくまいっていた」

「今なら母さんの気持ちがわかる。子どもを育てるのは大変だな、本当に」

　ちょうど晴はイヤイヤ期。初めての反抗期だ。

　理由もなくぐずったり、とにかく嫌だと駄々をこねたり、それはもう慌ただしい毎日を送っている。

「育児を陽芽さんに任せきりにしていないだろうな？　今どき、仕事だけの男は流行らんぞ？」

　お父様の言葉に、慌てて私が答えた。

「志遠さんはよく手伝ってくれていますよ。お仕事で疲れているのに、お休みの日は一日中、晴の相手をしてくれて――」

「陽芽さんの方こそ、年中無休で育児をしているんだろう？」

　お父様の言葉に志遠さんも「ああ。陽芽が一番がんばってくれている」と言い添えてくれる。

　私はとたとたと走り回る晴を抱っこして「とんでもない」と苦笑した。

「陽芽さん。また晴を連れてきてくれてありがとう」

「こちらこそ、歓迎していただけてうれしいです」

「当然だ。こんな息子に嫁いでくれたできた嫁と、大事な初孫だからな」

　すると、さっそく晴が私の腕の中でイヤイヤを始める。冒険心がうずくのか、じっとしていられないみたいだ。走り回りたそうにしている。

「どれ。晴、じいじと一緒に探検といくか」

　晴はお父様に手を握ってもらい、お庭の一角にあるバラ園に向かう。

「晴を父に任せきりにするのは、少々酷か」

　なにしろ晴は走り回る。あんなに小さいのにどこから湧いてくるのだろうというくらい体力がありあまっている。しかも、危なっかしくて目が離せない。

　心臓の悪いお父様を晴に付き合わせて走らせるわけにいかない、そう思ったのだが、今日の晴は不思議と走り回らなかった。

　じいじに手を繋いでもらい、とたとたとおとなしく歩いている。

「父のペースに合わせてくれているのか？」

　お父様が速く歩けないと幼いながら理解しているのか、あるいは……。

「もしかしたら、お父様と一緒に歩きたいのかもしれない」

　私たちと歩くときは、晴は興味に向かって突っ走る。でも今は、きちんと指をさし、これが見たいと主張した上で、お父様と一緒にゆっくりと歩いていく。

「じいじと一緒に見たいんだな」

　ふたりは今、ピンク色のツルバラを眺めている。花びらを優しく触って、その感触を確かめている。

「大丈夫そうね」

「なら、俺たちは俺たちで楽しもう」

　そう言って、志遠さんが私の手に指先を絡める。

「し、志遠さん!?　お父様に見られたら恥ずかし――」

「大丈夫。今は晴に夢中だ。それに――」

　絡めた指を、志遠さんは自身の口もとに持っていき、キスをする。

　中指の先をちゅっと舐めとられ、頬がかあっと熱くなった。

「愛する人の手を取って歩くだけだ。誰に見られたって恥ずかしくはない」

　艶めいた眼差し。もう私たちは夫婦なのに、ふと初々しい恋人に戻ったかのような気分になる。

　たまに志遠さんは、英国騎士という名にぴったりの情熱的な紳士に変貌する。

「やっぱり、恥ずかしい……です」

　夫婦になってから言葉遣いが砕けた私だけれど、つい敬語に戻ってしまったのは昔を思い出したからか。

　真っ赤になって顔を伏せていると、志遠さんは「顔を上げて」と言って笑った。

「ほら。今年もバラが綺麗だ。この小さな蕾は、出会った頃の陽芽のようだ。自分が大輪の花を咲かせるとまだ知らない」

　そう言って蕾に向かってちゅっと口づけする。かつて私を、そうやって花開かせたときのように。

「うちに蓄えた甘い香りが、蕾から溢れ出ているな」

　志遠さんが鼻先を近づける。

「……あの、その子をあんまりいじめないで」

　まるで自分がいじめられているようでいたたまれない。

「いじめてなどいない。愛でているだけだ」

　そう言ってうっとりとした眼差しを蕾に向ける。

「明日、また見に来よう。彼女が咲いているかもしれない。花開いた愛らしい姿をよく見せてほしい」

　私は思わず口もとを押さえた。そんなような台詞を聞いたことがある。

　きっと咲いたら咲いたでかわいい綺麗だと褒めちぎって口づける気なのだろう。

「もしかして、私を辱めようとしてる？　新しいプレイなの？」

「は？　どうしてそうなる」

　ふと見れば晴とお父様は遠くまで行ってしまっている。私たちは慌てて――でもしっかりと手は繋いで――ふたりを追いかけた。




　晴は庭や屋敷を歩き回り疲れたようで、眠たいとぐずり始めた。

　志遠さんが抱っこした途端、電池が切れたようにコトンと眠りに落ちる。

　お昼寝をする晴を見て、お父様はふんわりと頬を緩ませた。

「どれ、私たちも休憩にしよう。だが、その前に、陽芽さんにはひとつ頼みたいことがある」

　サロンのソファで眠る晴に志遠さんが付き添い、私とお父様は二階へ向かった。

　今回の里帰りの目的はふたつ。ひとつは晴をお父様に会わせること。そしてもうひとつは――。

「一足先に見てくれるかね？」

　私が案内されたのはクローゼットルーム。

　そこに飾られていたのは、純白のウエディングドレスだった。




　半年前、私たちは日本で挙式した。しかし、心臓病の関係で飛行機に乗れないお父様は、参加をあきらめるしかなかった。

　イギリスで式を挙げるという案もあったのだが、普段お世話になっている日本の知人たちにお披露目したいという気持ちもあって、日本での式は欠かせなかった。

　その代わりに、ここイギリスでお父様と一緒に家族写真を撮ることになったのだ。

「丈もちょうどいい。仕立て直さなくて済みそうだ」

　私は志遠さんのお母様がかつて着たというウエディングドレスに袖を通させてもらった。

　マーメイドラインのドレスで、胸の上から袖にかけてレース素材になっている。レースには精せい緻ちな花の刺繍が施されており、とても美しい。

「私たちが挙式をしたのは日本だったが、こちらに移住する際にこのドレスを持ってきた。母さんを日本でひとりにしたくなかった――というのは言い訳で、私が寂しかったんだろう。まったく女々しいことだが」

　お父様は笑ってそう言ったけれど、私はロマンティックで素敵だと思う。

　亡くなったあとも愛を注がれて、きっとお母様は幸せだ。

「さあ、志遠に見られる前に脱ぐといい。英国伝統の結婚式では、本番前にウエディングドレス姿を花婿に見られてはいけないそうだ」

　私はそそくさとドレスを脱ぐ。写真撮影は明日。仕立て直しもいらないようなので、このまま本番を待てばいい。

　サロンに戻ると、すでに晴は目を覚ましていて、志遠さんに抱っこされていた。

「陽芽、晴がおやつとぐずりだした」

　志遠さんが苦笑するのを聞いて、お父様は「ちょうどいい。ティータイムにしよう」と使用人にお菓子を運ぶよう指示をする。

　しばらくすると、テーブルの上に豪華なケーキや焼き菓子が並んだ。

　ジャムやクリームが添えられたスコーンに、ナッツの載ったフルーツタルト。それから――。

「これは、ラズベリーのケーキですか？」

　スポンジの真ん中に、ラズベリージャムとバタークリームが挟まっている。

「ああ、それはヴィクトリアケーキというイギリス伝統の菓子だ。スポンジの食感と季節のジャムを楽しむ」

　志遠さんが答えてくれる。

　口に入れると、かみごたえのあるしっかりとしたスポンジに、ベリーの酸味とクリームの甘味が相まってとてもおいしい。

「こっちはキャロットケーキ。イギリスではバターやチーズクリームのアイシングをたっぷり載せるのが主流だ」

　志遠さんが私の分まで取り分けてくれる。

「晴にはスパイスやレーズンの入っていない、優しい味のキャロットケーキを作ってもらった」

　そう言ってお父様は、晴の前にお皿を置いた。アイシングのないシンプルなキャロットケーキと、動物形のかわいいクッキーが並んでいる。

「おいちー！」

　晴はきゃっきゃと笑いながら、手掴みでケーキを食べる。大満足でアップルジュースを飲み干した。

「こっちは、キャラメルですか？」

「それはファッジという。俺は甘すぎて少し苦手だ。紅茶が進むぞ」

　食べてみると、キャラメルに似ているけれど、食感はほろほろとしていて、口の中で溶けてすっと消える。志遠さんが言った通り、とにかく濃厚で甘みが強い。

「不思議な食感ですね。あと、確かに紅茶が進みます」

　英国のおやつをたっぷり楽しんだあと、私たちはのんびりとした時間を過ごした。




　翌日は朝早くから、使用人のみなさんと総出で撮影会の準備を始めた。

「綺麗な青空だな。撮影はバラ園の前でするか」

「いいのか？　母のウエディングドレスに土をつけてしまって」

「こんなときのために、お隣さんが式を挙げたときに使ったカーペットを借りておいたんだ。〝サムシングボロー〟ともいうだろう」

　そう言って使用人に持ってこさせたのは、純白のカーペット。バラ園のアーチをくぐらせ、まるでバージンロードのようだ。

「サムシングボロー……？」

　聞き覚えのない言葉に首を傾げていると、志遠さんに「〝サムシングフォー〟という言葉を聞いたことはないか？」と尋ねられた。

「結婚式で身につけると幸せになれるとされている四つのアイテムだ。サムシングボローとは〝借りもの〟。すでに結婚されているご夫婦からものを借りることで、幸せにあやかろうという意味合いがある。人と人との絆を象徴しているんだろうな」

　隣人の力を借りて結婚式をする――素敵な風習だ。

「他にはどんなものが？」

「〝サムシングオールド〟。〝古いもの〟という意味だ。母のウエディングドレスを着るのがまさにそれだな。あとは〝サムシングブルー〟。純潔や永遠の愛を表す〝青いもの〟なんだが――」

　志遠さんがそう言いかけたとき、使用人が花束を抱えてやってきた。

「宅配便で、志遠様にお届けものが」

「俺に？」

　花束には英語でメッセージカードが添えられていて、それを読んだ志遠さんは苦笑する。

「ダリルか。そういえば先日会ったときに、父の家で家族写真を撮ると話したな」

　バラやスイート・ウィリアム、スズランなどの純白の花々が、リボンで束ねられていた。リボンの色は――青。

「ブルー、か。偶然なのかわざとなのか、相変わらず気の利きすぎる男だな」

　青いリボンを指さし、志遠さんが苦笑する。

　サムシングボロー、サムシングオールド、サムシングブルー、三つが揃ったことになるが――。

「残りのひとつは？」

「〝サムシングニュー〟、〝新しいもの〟だ。未来への希望を意味している。……今、君の腕の中にいるな」

　そう言って志遠さんは、私が抱いている晴を見つめる。晴はよくわかっていないようだけれど、パパに微笑まれ、にぱっと笑った。

「陽芽さん、そろそろ準備をしてくれ」

　お父様の呼びかけに、私は「はい！」と返事をした。ドレスやヘアメイクが必要な私は、準備に一番時間がかかる。

「志遠さん。晴をお願いしますね」

「ああ。ドレスアップした晴を楽しみにしててくれ」

　私は晴を志遠さんに任せて、着替えに使う客間へ向かう。この日のためにお父様はヘアメイクアップアーティストを呼んでくれた。

　ウエディングドレスを纏い、髪を結い上げ、華やかなメイクを施してもらう。三人の使用人が私のドレスの裾を引きずらないように持ち運んでくれた。

　玄関で待っていてくれたのはモーニングコートを着たお父様。私をバラ園までエスコートしてくれる。

「とても綺麗だ。きっと志遠は驚く」

「ふふ。ありがとうございます」

　お父様の腕を借りてゆっくりとバラ園に向かうと、おめかしをした晴と志遠さんが立っていた。

「陽芽！　見違えたよ」

　満面の笑みを浮かべる志遠さんは、光沢のあるベージュのフロックコートに甘いブラウンのベストを着ている。髪もまとめていて、お世辞抜きに素敵すぎる。

「私の方こそ、見違えました」

　そして彼の足もとには、チェックのジャケットに蝶ネクタイを合わせたかわいらしい晴の姿。

「晴も、とってもかわいい」

「まま、きれー！　まま、おひめしゃま！」

　晴もキュートな笑顔で褒めてくれる。

　純白のバージンロードにはふたりがけのソファが置かれていた。

　私と志遠さんが腰かけ、そのうしろにお父様が立ち、晴は志遠さんの膝の上にちょこんと乗る。

　カメラに向かいながら、志遠さんは凛々しい笑みをこぼした。

「俺の妻は、世界で一番美しい」

「また、そういうことばっかり言って」

　パシャパシャとシャッター音が鳴る。お父様は「三人の写真も撮るといい」と言って途中で席を外し、私たちが撮影する様子を見守ってくれる。

「そうだ、陽芽」

　ふと志遠さんがささやき、こちらに顔を向けた。

「さっき見てきたんだが。昨日のバラの蕾は、美しく花開いていたぞ。今日の君のように」

　そう言って私の頬に優しく口づける。思わずびっくりした顔をしてしまった私に、お父様は「笑顔だ」とアドバイスをくれる。

　晴がもぞもぞと動き出し、私の膝の上にやってくる。

　はにかんだ笑みを浮かべた私と、甘い眼差しでキスをくれる志遠さん、きゃっきゃと楽しそうにはしゃぐ晴が写真に納まった。




　滞在最終日の夜、晴はじいじと寝ると張り切ってお父様の布団に入っていった。

「大丈夫かしら……」

　晴の夜泣きが心配だ。お父様はきちんと眠れるかしら。安眠を妨げてしまわないといいのだけれど。

「すぐ隣の部屋に使用人もいてくれる。晴が泣けばあやしてくれるだろう。泣き止まなければ呼んでくれと言ってあるし」

「そうよね……」

「また当分会えなくなってしまうんだ。今日は父に譲ってやってくれ」

「それはもちろん！　ただ、晴って寝相がひどいでしょう？　お父様が眠れないんじゃないかと思って」

　志遠さんは、晴の寝相を思い出したのか、困った顔で笑う。

「ベッドから落ちないようにいろいろ工夫してきたから大丈夫だとは思うが。もし父が睡眠不足になってしまったら、明日は昼寝してもらおう」

「そうね……」

　お父様も晴との別れを名残惜しそうにしていた。今頃きっと、隣で横になりながら、晴の安らかな寝顔を眺めているのではないだろうか。

「俺たちも寝よう。晴は朝が早いから、迎えに行ってあげなければ」

「そうね」

　志遠さんが腕を伸ばしてくれる。肩口に頭を載せて、腕枕をしてもらった。

　普段は晴も一緒に眠るから、腕枕は久しぶりだ。

「陽芽。ウエディングドレス姿の君は、本当に美しかった」

　家族写真を撮影したときのことを思い出したのか、志遠さんがうっとりとささやく。

「ありがとう。お母様のドレス、綺麗だったわね」

「なにを言っている。陽芽が美しいからドレスが映えたんだ」

　そう言って私の頬に触れ、髪を指ですくようになでる。

「あのときの君を思い出しながら、抱いても？」

　ねだるような目で見つめられ、思わず頬に熱がこもった。

「……ウエディングドレスは二回目でしたけど？」

「青空の下で着たのは初めてだっただろう。美しい花々に囲まれて、君はまるで天から舞い降りた女神だった」

「言いすぎです……」

　ひとつ愛の言葉を紡ぐたび、志遠さんの眼差しが鋭くなっていく。情熱的な目で見つめられ、私は拒むこともできなくなった。

「あの、あまりすごいことはしないでくださいね？　外に声が響いたら恥ずかしいので……」

　もじもじと答えると、志遠さんは「わかったよ」と、本当にわかっているのか怪しい目で私を見つめ、深い口づけを施した。

　彼の指先がさっそく私の体を求めて寝衣の下に滑り込んでくる。

「……んっ……志遠さん、約束」

「なんのことだ」

「ええ!?　ちょ、あっ……」

　いきなり裏切られ、激しい愛撫を施される。

　志遠さんがくれるたくさんのキスは、白肌に赤く小さな花を咲かせていき、私の胸もとはまるで庭園で見たツルバラのように飾り立てられた。

　彼は「ふたりの秘密だ」と言って、服に隠れて見えない場所にどんどん花を咲かせていく。

　ちくっと痛んで甘く切ない。彼の指先がもたらす高揚と舌先の刺激で、吐息が漏れる。ひとつ声を上げるたびに、ひとつ愛らしい花が咲いていく。

「いくつ痕をつけても満足できそうにない。陽芽を全部食べてしまいたいよ」

　感極まった声でそうささやき、私の胸にある赤く熟れた果実を口に含み、ちゅるんと舌で転がす。

「っ、ゃん……志遠さ――」

　思わず漏れ出てしまった変な声に、慌てて口もとを押さえて手をかむ。

　その手を取って「いけないよ」と甘く叱ると、代わりに自分の指をくわえさせた。

　志遠さんの指なんてかめない。私がふるふると首を横にすると、彼はにやりと笑みをたたえ、つい力を入れてしまうような過激な場所に触れてくる。

「ふ……っ、ん……」

　思わず口もとに力が入る。指先に痛みを感じたのか、彼はわずかに顔をしかめた。それでも薄っすらと浮かんだ笑みは心地よさそうでもある。

「ダメよ、やめて……」

「かまわない。こんなもの、痛みのうちに入らないから」

　誇らしげにそう答え、片手で自身のシャツのボタンを外す。

　逞しくて愛おしい素肌が見え、そこに触れたいとたまらなく切望してしまう。

「今、花開かせてあげよう」

　そう言って志遠さんは、私の太ももを抱きかかえる。

　いつもは晴がそばにいることもあって、どことなく遠慮しながら体を交わらせていた私たちだけれど、今日は歯止めをかけるものもなく、志遠さんは私の上に覆いかぶさり激しく素肌を重ねた。

　彼の艶やかで汗ばんだ体が揺れる。

　わずかな時間、ひとりの無垢な女性に戻り、愛する人にすべてを捧げることに必死になる。

「ああ……愛してる、志遠さん……」

「陽芽、俺もだ。君が愛おしくて、たまらない」

　激しい情熱を交わらせ、私たちは事切れるかのように眠りにつく。

　久方ぶりに母であることを忘れた、甘美な一夜だった。




　夜中、晴が泣くことはなかったようだ。私たちは早朝に起き、ひと足先にリビングに向かい晴たちがやってくるのを待った。

　昨日はたいしたお昼寝もせずにたくさん動き回ったせいか、晴はぐっすりと眠ったらしい。いつもよりちょっぴりお寝坊さんな時間にやってきて、「ままー！」と私の膝に飛び乗った。

　晴を追いかけるようにお父様もやってくる。

「おはよう」

「おはよう。大丈夫だったか？」

　尋ねる志遠さんに、お父様は笑顔になる。

「ああ。たっぷり晴の寝顔を見せてもらったし、私もぐっすり眠ることができた。晴はとてもいい子だった」

　思わず志遠さんと顔を見合わせて安堵の吐息を漏らす。

　その日の昼、私たちは屋敷を出た。お父様は門の前に立ち、私たちの車をいつまでも見守ってくれている。

「じいじ、ばいばーい！」

　晴が車の中から元気に手を振る。私も晴と一緒になって、お父様に手を振った。

　運転席の志遠さんがバックミラーでこちらを見つめて、くすりと笑みをこぼす。

「晴。また来ような」

「うん！」

　晴から満面の笑みが飛び出て、思わず私も笑顔になる。

　自分の両親はもう亡くなってしまったけれど。晴におじいちゃんがいてくれてよかった。私に新しいお父様ができてよかった。

　そんな温かな思いを抱きながら、私たちはイギリスをあとにした。




ＥＮＤ










あとがき




　こんにちは、伊月ジュイです。『最愛ベビーを宿したら、財閥御曹司に激しい独占欲で娶られました』をお手に取っていただきありがとうございます。

　前作は『和』をテーマに書いたのですが、今作はガラッと変えて『洋』。イギリスをテーマに、英国紳士風御曹司を書かせていただきました。

　漠然と英国紳士＝チェックのスーツ、ハット、ステッキを想像していたのですが、実際書くにあたって「紳士とはなんぞや？」「日本人で英国紳士とはこれいかに？」と悩み、結果、騎士の称号を得た御曹司というヒーローが生まれました。

　作品内でも触れていますが、騎士の称号は実在するもので、日本人でも授与された方がいらっしゃいます。私も陽芽のように甲冑を着た剣の達人を騎士と呼ぶのだと思っていたので、ちょっぴり驚きました……。

　また英国には『伯爵』『侯爵』など、まるでファンタジーのような爵位を持つ貴族が現存していて、ロマンティックな国だなあと思いながら書いていました。

　なにより、英国と言えば紅茶とアフタヌーンティーが大好きです（最終的には花より団子に落ち着きます）。番外編でも英国スイーツがいっぱい出てきますので、イギリスの伝統や文化、おいしい食べ物などにも興味を持ってもらえると嬉しいです。

　本作で陽芽が巡っている観光地は、実在する場所やお店をモチーフにしていますので、イギリスに詳しい方は「ここかな？」と想像しながら、初めての方は「こんな場所かな？」とイメージを膨らませながら、お家で小旅行していただけると幸いです。

　表紙のイラストでは、白崎小夜先生に優雅で気品漂う英国紳士を描いていただきました。あとがき冒頭の「紳士とはなんぞや？」の問いに「これだったのかあ！」という回答を得て、もっともっと素敵に仕上げなければと改稿作業にいっそう気合いが入りました。

　陽芽ももちろん、眠る晴もとってもキュートで天使のようです……素敵に仕上げてくださり、ありがとうございます！

　最後になりましたが、本作品に携わってくださったスターツ出版のみなさま、担当の若海様、本田様、本当にありがとうございました。

　そして、ここまで読んでくださったみなさまに感謝を。みなさまの毎日がたくさんの幸せで彩られますように。

伊い月づきジュイ
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